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暴走、精霊列車！








竜ノ湖太郎
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　以来───世界が燃える夢を見るようになった。

　其それは、決して比ひ喩ゆではない。

　轟ごう々ごうと燃え盛る街の火は天までをも焦こがし、青雲を黒こく煙えんに染めている。

　七日七晩消えることなく延えん焼しようし続ける炎ほのおは、其そ処こに住まう人々だけでは飽あき足らず、無人と為なった廃はい墟きよまでもを吞のみ込んで広がり続けている。

　黒雲の中に光る稲いな光びかりは山河を撃うち、ダムの堤てい防ぼうを砕くだいて濁だく流りゆうを生み出した。制せい御ぎよ不能なほどに膨ぼう大だいな水流は、たちまち河を氾はん濫らんさせて街を吞み込んでいく。山から押し寄せる激流は民家を容よう赦しやなく吞み込み、助けを乞こう声は水面みなもに消えていくしかない。

　大地は絶え間なく続く地じ震しんで亀き裂れつが入り、人工の混凝土コンクリートで塗ぬり固められていた灰色の街は味気ないほど簡単にその都市機能を失った。災害大国による備えがあっても、守られたのは外観だけだ。建物を伝う生命線ライフラインは忽たちまち断たち切られ、世界一のメガシティは灰の巨きよ塔とう群に成り果てた。

　地じ獄ごく絵え図ず───そう、地獄絵図だ。

　此この光景は正に、地獄のちまたと称しようするに相応ふさわしい。

　親を失った幼子たちは泣きながら、父恋こいし、母恋しと叫さけび散らすものの、その声にこたえる者は現れず、肌はだを黒く焦がしてのたうち回りながら死んでいく。

　涙なみだは地に落ちる前に熱で消え失うせた。血は滴したたると同時に赤から黒へと変色した。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった人たちは蜘蛛くもの子を散らすかのように我先にと逃にげ出し、逃げ出した誰だれかに押しつぶされて死んでいった。

　極限状態で発はつ露ろされる自己愛に、博愛の精神が芽生える余地などない。

　人の尊厳を剝はがされた彼らは、さながら災害から逃げる獣けものの群れのようだ。

「─────」

　ふと、空を見る。

　黒煙に燻いぶされた雲海は生き物の様に渦うずを巻き、雷らい鳴めいはさながら偶ぐう蹄てい類るいの嘶いななきのようだ。大気を蹄ひづめで搔かき回すその様は正に天を駆かける牡お牛うしと喩たとえるに相応しい。

　だが───この壊かい滅めつした都市に現れた超ちよう獣じゆうは、その一体ではなかった。

　暗雲に蠢うごめく偶蹄の王。

　其れを視みて呵か々かと笑う死し眼がんの巨きよ人じん。

　八つの顎アギトで波風を荒あれ狂くるわせる龍りゆう王おう。

　金毛を靡なびかせながら慙ざん愧きに顔を伏ふせる猿神ハヌマン。

　土つち煙けむりの向こうでは更さらなる魔ま王おうたちが叫きよう声せいを上げて人界を蹂じゆう躙りんしていた。

　恐おそらくは僅わずか一体が現れるだけで人類史が危あやぶまれるであろう最強の魔王たちが、一堂に会して世界を燃やしているのだ。此れが地獄の巷ちまたでなくて何だという。

　顕けん現げんした災さい厄やくである魔王たちは嵐あらしの如ごとく、津つ波なみの如く、雷らい雨うの如く、世の全すべてに、一いつ切さいの差異なく牙きばを剝むくのだろう。

　人々に希望はなく、誰もが顔を伏せるしかない地獄の脇わき道みちで只ただ一人───否いな。

　只一いつ匹ぴきだけが、そんな事はないと、天てん蓋がいに向かって力強い雄お叫たけびを上げていた。

「───……!!」

　天を衝つくほどの雄叫びに、魔王たちの叫声が止まる。

　呵々と嘲あざ笑わらっていた巨人も、蠢く偶蹄王も、慙愧に顔を伏せていた猿神も、その声に様々な感情を乗せて視線を向ける。

　この滅ほろびに〝否〟を突つき付けたのは、異形の龍りゆうの姿をした魔王。

　三つ首の魔ま龍りゆう───三頭龍が、血を溶とかしたような紅玉の瞳ひとみで西さい郷ごう焰ほむらを見み据すえていた。

「─────」

　夢の中だというのに、不思議な感覚だった。

　轟々と燃え盛る灼しやく熱ねつの地獄の中で、三頭龍は間ま違ちがいなく〝西郷焰〟に憤ふん怒ぬの感情を向けている。紅玉の瞳は瓦が解かいする文明都市など見向きもしていない。

　三つの首と六つの眼まなこを傾かたむけた三頭龍は彼に向かって罪の所在を問う。




〝───何時いつまで静観を決め込んでいるのか〟、と。

〝───此のままでは真まことに間に合わなくなる〟、と。

〝───全ての終末は確実に近づいている〟と、三つ首が警けい鐘しようを鳴らしている。




　空を、海を、大地を、この世の全てを吞み込むほどに大きく顎アギトを開いた三頭龍は、幾いく度どとなく繰くり返した神しん託たくを告げる。

『拝火の子よ。疾とく〝不俱戴天世界の敵〟の謎なぞを暴あばけ。お前がその謎を暴かねば───我が勇者は、永久とわに燻くすぶり続ける枯かれ木となるだろう』

　己おのが使命を果たせと、不ふ俱ぐ戴たい天てんの御み旗はたが靡く。

　もしも使命を果たせないのなら、その時は是ぜ非ひもないと───紅あかい布地の旗の上から西郷焰を鷲わし摑づかみ、爪つめを身に食い込ませながら彼を引き寄せる。

　神託を告げた三頭龍は西郷焰の五体を引き千切り、嚙かみ砕いて咀そ嚼しやくした。

　魔王の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに取り込まれる最中、木霊こだまの様に三頭龍はその言葉を紡つむぎ続ける。




〝───不俱戴天世界の敵の謎を暴け〟。




　其れが出来なければ、西郷焰拝火の子の存在価値は無いのだと。
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　───ドイツ共立粒りゆう子し体たい研究所〝ユミル〟。

「………痛いっぅ………！」

　激しく後頭部を打ち付けた西さい郷ごう焰ほむらは、僅かに意識が飛んでいたことに気が付く。悪夢を見たという恐きよう怖ふや焦しよう燥そうは特にない。

　最近は連日、あの夢ばかりを見ていたからだ。

　白昼夢にまで見るとは予想外だったが、今は実験中でそれどころではない。

　閃せん光こうと共に起きた爆ばく発はつは、大地を揺ゆるがすほどの炸さく裂れつだった。

〝エヴリシングカンパニー〟がドイツと共立した研究所の一角で行われていた実験だったのだが、此れほどの衝しよう撃げきになるとは誰も予想していなかったのだろう。

　エドワード＝グリームニル開発部長は眼鏡をかけ直し、倒たおれた焰を見下ろした。

「想像以上の揺れだったな、西郷焰博士。大だい丈じよう夫ぶかね？」

「え、ええ。でも驚おどろきました。まさか〝鉄の棺ひつぎ〟を内側から破は壊かいして、観測室まで震しん動どうが届くなんて思いもよりませんでした」

「だろうな。───映像と計測結果が来た。確かく認にんしたまえ」

　実験素体が爆ばく裂れつした瞬しゆん間かんの映像を確認する二人。

　爆発した研究ラボから離はなれた観測室で全てを見届けていた西郷焰とエドワードは、共にその圧あつ倒とう的とも云いえる成果を前に固かた唾ずを吞のんでいた。計測されたデータ以上に、記録された現象に衝撃を受けて絶句している。

　其れは瞳が眩くらみ、視力を奪うばわれるほど激しい閃光だった。

　実験室中央に置かれた観測機器は内部で発生した熱線によって跡あと形かたもなく蒸発し、対核かく処理を施ほどこした合金は溶よう岩がんの様に超ちよう高度の熱を帯びて流れている。

　溶よう解かいした合金が飛び散る様と散布された光の粒りゆう子しが綺き羅らと舞まい散るその様子は幻げん想そう的ですらあっただろう。

　施し設せつの一角が消し飛ぶ程度の被ひ害がいで済んだのは不幸中の幸いだ。局地的な力の顕現だったのは素体となった植物が原因なのか、それとも初めからこの様な仕様だったのか。

　観測結果をまとめる焰を尻しり目めに、エドワードは真空カプセルの中に納められた〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟の結けつ晶しよう体を見る。

「コレが〝天の牡牛〟の発生に使われた星辰粒子体の結晶体の一部、か。僅かに採取出来たとはいえ、凄すさまじい物だな。コレ一つでＮＢＣＲ兵器を全て体現できるという話だが、本当なのかね」

「核兵器Nuclear weapons、生物学Biological兵器 weapons、化学兵器Chemical weapons、放射能Radiological兵器 weaponsの四つですか？　………どうでしょう。今回の〝生命ゲノムの・大樹ツリー〟計画の結果次し第だいだとは思いますが。粒子体を使った放射能除去技術については既すでに確立しつつあるので、むしろＮＢＣＲ兵器を無力化させる技術に進ませたいです」

「ふむ。君は志が高いな。ならば大量破壊兵器と無力化兵器の性能の双そう方ほうを持つとしたら、君はその兵器をどう呼ぶ？」

「ははあ。それが可能なら差さし詰ずめ〝全局面The general兵器 weapons〟てところでしょうね。それとも前線の一いつ般ぱん兵士にも使用が可能な点から、その時は兵装と呼んだ方がいいのかな。───っと、参った。こっちに送信されたデータ壊こわれてます。さっきの衝撃で回線が途と切ぎれたのかも」

「そうか。ではメインサーバーから直接持ってこさせよう」

　エドワードは内線に繫つないで一言二言告げる。

　観測室は此こ処こ一つというわけではない。今回の実験では第一から第三観測室まで使用が許可されており、それ以外にも観測データを保存するメインサーバーがある。

　第二観測室ではカーラ室長、第三観測室ではヴェーザー局長が待機しているらしい。

　両者ともに苦手な焰は、どちらとも顔を合わせたくないと思っていたその時。

　ガチャリと扉とびらが開いた。

「───おい、遊ゆう興きよう屋や。データを持ってきたぞ」

　観測室の扉が突とつ然ぜん開いて焰は面めん食くらう。

　しかも入室してきた人物は焰と同じ年頃ごろの少年────其それも白はく髪はつ金眼の少年だった。見知らぬ少年の登場に言葉を失う焰だが、エドワードは違ちがったらしい。

　エドワードは少しだけ眉まゆを顰ひそめ舌打ちした。

「………殿でん下か。俺は入室を許した覚えはないぞ」

「で、殿下!?」

「許された覚えもないな。俺はカーラに言われてデータを持ってきただけだ」

　驚く焰を歯し牙がにもかけず淡たん々たんと突き進んでくる殿下と呼ばれた少年。

　予想を突き抜ぬけた呼び名に焰はいよいよ混乱し始める。

　白髪金眼の容姿だけでも稀け有うなのに、殿下と聞いてはそうならざるを得ない。

　焰は殿下と呼ばれた少年の装いを注視する。研究員に支給された白衣とは異なる純白のコートで身を包み、その下は正装を着き崩くずしている。

　着崩し方に嫌いや味みが無いのは少年の根底に気品があるからだろう。純白のコートを靡かせて静かに歩むその姿は貴族の生まれを思わせた。

（色素の薄うすい髪かみ………白皮症アルビノ？　白色人種コーカソイドであることは間違いなさそうだけど………いや、問題は其そ処こじゃない。俺と同世代がどうして〝ユミル〟に？　ってか殿下って何ごと!?）

　最さい先せん端たん粒子体研究所〝ユミル〟には〝エヴリシングカンパニー〟の中でも選えりすぐりの人材しか勤務が認められていない。焰と同世代の人間など彩あや鳥としかいなかったはずだ。

　焰が呆あつ気けに取られたまましばし彼を見つめている最中、エドワードが前に出て彼を紹しよう介かいし始めた。

「博士は初対面だったな。彼は───カルキ＝Ａ＝ヴィシュヌヤシャス。俺の知人の息子むすこでね。粒子体研究の出資者の一人だ。殿下というのはその立場から生まれた愛あい称しようだ」

「………だ、そうだ。以後ヨロシク」

「そ、そうか。出資者の家系だったのか………ええと、俺は西郷焰。見ての通り粒子体の研究をしてる」

　焰が名乗ると、カルキ殿下と紹介された少年は少しだけ驚いたように目を見開いた。

「………西郷焰？　お前が？」

「お、おう。そうだけど？」
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「そうか。思っていたより凡ぼん庸ような雰ふん囲い気きだから驚いたぞ。この人にん非ぴ人にんが楽しそうに話していたから人間の枠わくに収まらない変人奇き人じん、或あるいは怪かい人じんの類たぐいかと」

「オイ殿下。お前は俺を何だと思ってるんだ？」

「オブラートに言うと人非人。率そつ直ちよくに言うとクソ外げ道どう」

「クソ黙だまれクソガキ。この近きん隣りんじゃそれなりに紳しん士しで通ってるんだからそういう対応をしろ」

「へえ。俺はエセ紳士で定着してると思ってたんだけどな。───お前はどう思う？」

　少しだけ笑えみを浮うかべてカルキ殿下は焰を見る。

　初対面で変人扱あつかいを受けそうになった焰としてはどう反応すべきか迷ったが、エドワードがエセ紳士という点については大いに納なつ得とくして頷うなずいた。

「横から失礼ですが。開発部長がエセ紳士、というのは俺も正しいと思う」

「………ぬ、」

「はは、そら見たことか！　寧むしろ紳士を装っていたことに俺は失しつ笑しようを禁じ得ないぞ！」

　場の支持を得て勢いを付けるカルキ殿下。

　エドワードは苛いら立だたし気に椅い子すに座ってそっぽを向いた。口論で二対一になった以上、勝ち目が薄いと思ったのだろう。

　焰は笑いを嚙み殺していたが、何時いつまでも談笑しているわけにもいかない。

「───解かい析せき結果出ました。映像出します」

「わかった。………よし、良い機会だ、殿下も見ていけ。今後の参考になるやもしれん」

「何を？」

「〝生命の大樹〟計画の初実験結果だ。お前も無関係ではないだろ？」

　エドワードの言葉に、カルキ殿下は大きく瞳ひとみを見開いて驚いた。

「〝生命の大樹〟計画………ハッ、何だよソレ。この時代で生まれていいのか？」

「はい？」

「オーバーテクノロジーだということを危き惧ぐしているんだよ。いいから実験結果を映してくれ。責任は俺が持つ」

　エドワードに急せかされた焰は疑ぎ問もん符ふを飛ばしていたが、彼が責任を持つというのならと解析結果を出す。三人は会話を切ってモニターに視線を移した。

「………これは、」

　静せい寂じやくを乱す様に、映像のノイズ音が部屋を満たす。

　実験室の中心にあった二メートルほどの若木は等速粒子加速器───B.D.Aから発せられる32.768kHzの周波数、俗ぞくに〝一秒の定義〟とされる周波数を浴びた途と端たん、施設そのものを揺るがす振動を始めた。B.D.Aを停止させた直後も振動は続き、最後は素体融解メルトダウンを起こし発光現象と共に蒸発したというのが今回の経けい緯いらしい。

　しかし焰が驚いているのはそんな表面的な結果ではない。

　エドワードは予想外の実験結果を受け口元に笑みを浮かべている。

　葉巻の切っ先を刃は物もので切り落とした彼は愉ゆ快かいそうに西郷焰に問うた。

「〝鉄の棺〟と同じ厚さ二百ミリメートルの対核かく装そう甲こうが一いつ瞬しゆんで融ゆう解かい、か。………さてさて。ものの見事に大失敗、という訳でもなさそうだぞ西郷焰博士。計測できた範はん囲いで構わない。何が起きたのか説明してくれないか？」

　葉巻の煙けむりを吹ふきかけつつ愉快そうな笑みを浮かべるエドワード。

　それとは対照的に、焰は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした様な表情で答える。

　焰は有りえないと結論を出した上で、計測器に視線を落として告げた。

「………推測の範囲を超こえませんが。刹せつ那なにも満たない僅わずかな時間だけ、太陽の光冠コロナに匹ひつ敵てきする熱波プラズマと質量が、実験体から放出されたと思われます」

「ハッ、太陽の光冠と来たか！　それは大層な結論だ！　では何か？　あの僅か二メートルしかなかった若木から、数百万トンの質量が瞬間的に計測されたと言いたいのだな!?」

　実に信じ難がたく、報告書に書き難いッ[image: !!!]

　と、両手を広げながら大おお仰ぎように、そして愉たのしそうに叫さけぶエドワード。

　だが焰も無む根こん拠きよで告げたわけではない。

　実験室内のモニターを巻き戻もどし、素体である楠くすのきの若木を映す。

「此処を見てください。B.D.A───粒子加速器が対象の規格に合っていない為ために確証は出来ない現象ではありますが、僅かに疑ぎ似じ発光現象が確認できます」

　焰の言葉に、今度はカルキ殿下が首を傾かしげる。

「疑似発光？　なんだそれは、発光現象とは別物か？」

「はい。そもそもB.D.Aとは血中粒Blood 子加速器acceleratorの略りやく称しようで、植物ではなく動物に使われる物です。体内に取り込んだ粒子体を〝一秒の定義〟に則のつとり血中を秒間・約三十三万回転の循じゆん環かんを可能にする加速器であり、例えば粒子体を保有した人体に使うと───っとその前に。殿下とエドワードさんは時間分解粒子運動量分光とか、粒子体の結合緩かん和わから引き起こされる物質内電子移動による半永久機関化とかって、わかりますか？」

「いや、知らない。エセ紳士と違って研究者じゃないし」

「俺は開発部長ではあるが研究者ではない。コネ入社というやつだ」

「あ、察しました。以後気を付けます。なら人体を使った簡単な説明だけにしますね」

　コホン、と咳せき払ばらいをした焰は搔い摘つまんで説明を始めた。




　───〝一秒の定義〟とは様々に定義付けが可能な分野ではあるが、この研究室の場では主に時計に使われる32.768kHzの周波数に置き換えられる。

　この周波数はクオーツ時計が一秒を計測する為に使われる振しん動どう数すうを指し、時計内に埋うめ込まれた結晶石に電磁波を与あたえた時に発生する振動数である。

〝星辰粒子体〟はこの〝一３２秒．７の６８定義ｋＨｚ〟に反応し、寄生先の生物の体内経路を等速で約三十三万回転することが解明されていた。この驚きよう異いの性質こそが〝星辰粒子体〟を一次、二次エネルギーに囚とらわれない第三のエネルギーを発生させる新時代の第三機関。

　光の伝でん搬ぱん法則の時間概がい念ねんを超えて新たなる〝一秒の定義〟を駆く使しして行われる等速運動───架空タキオン粒りゆう子しやエーテルの顕けん現げんに必要な多元運動量を、物質界で観測させることを可能とした〝第三永久機関〟と呼ばれる由ゆ縁えんである。




「多元運動量とは質量概念からエネルギーにアプローチを行う運動ではなく、時間概念から物質界にアプローチした時に発生する運動量です。〝一秒の定義〟と呼ばれる時間概念で粒子体の運動を固定化させる為にインプットされているのが32.768kHzの周波数というわけですね」

「………ふむ。空間概念に対して等速運動を行うことで既き存そんの宇宙の運動量を超えようというわけか。それで、人体にはどのような形で使われる？」

　エドワードの問いを受け、焰はモニターに人体図を映し出して答える。

「人間の血管の全長は約十万キロメートル。地球の円周の二倍以上と言われます。此これを〝一秒の定義〟に当て嵌はめて等速化した場合、毎秒三百三十万キロメートルの血中経路を駆かけ巡めぐる計算となる。───この段階で、光速の十倍を超越します」

　焰の出した結論に、殿下は耳を疑い声を荒あららげた。

「光速の………十倍以上[image: !!?]」

「………西郷博士。では疑似発光とは、」

「はい。光速を超えた粒子が実験素そ体たいから放出された際に観測できる〝光の性質によく似た粒子〟の動きです。加えてこの振しん動どう状態では発光現象が起きているにもかかわらず、素体が発する熱量は変わっていない。つまり熱源無き発光………詳くわしく計測し直さねばわかりませんが、此れは我々が目指していた〝一秒の定義〟を超ちよう過かし多元運動量を放出した可能性───即すなわち、星辰体アストラルによる超光速化の成功例だと推測できます」

　ポタリと、エドワードの口元から葉巻が落ちた。

　この何処どこか摑つかみ所の無い皮肉屋の化け身しんのような男が、完全に絶句している。それほど迄までにこの実験結果は信じ難がたいものだったのだろう。

　焰は内心でしてやったりと思いつつも、先ほどの説明の過か剰じよう部分を取り除いていく。

「とはいっても、人体がそんな粒子の超流動に耐たえられる筈はずもありませんけどね」

「なんだ、そうなのかね？」

「はい。今回の実験だってそうですよ。実際は光速を超えたのは僅か一瞬だけ。その後はすぐに原形を止とどめていられず、粒子体は寄生先の楠の樹と共に大気に溶とけました」

「大気に溶けた？　ではあの実験室の中で輝かがやいているのは粒子体かね？」

「はい。───ほら、大気成分を見てください。放射性物質、及および近隣のフォールアウトは確かく認にんできません。代わりに周囲の大気濃のう度どを計測したところ〝星辰粒子体〟が大気の十二％を占しめています。〝環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう〟の根幹にある〝生命の大樹〟計画は順調です。この大気の状態なら例のB.D.Aを改造した環境粒Ether 子加速器accelerator───E.R.Aを使い、小規模ながら〝天の牡お牛うし〟を再現することも可能です。ご覧になりますか？」

「いや結構だ。今は先に報告書をまとめてしまいたい。この爆ばく発はつの件をヴェーザー局長殿どのに連れん絡らくせねばならないからな」

　ヴェーザー局長───このドイツ研究所の責任者である人物の名前が出ると、焰は少し楽しそうに資料をまとめ始めた。

「それは重要ですね。あの強面こわもての局長さんを怒おこらせるのは得策じゃない。エドワード部長も苦手なんですか？」

「苦手というか、まあ昔の部下だ。しかも相手は俺が死んだと思い込んでいたらしい。彼は彼で今は他ほかに〝エヴリシングカンパニー〟系列で良い女主人に会えてご機き嫌げんだそうだ。ならば藪やぶを突つついて蛇へびが飛び出るようなことはすまいよ」

「ははあ。それはまた、俺が思っていたより複雑な関係ですね」

「全くだ。なので早さつ速そく報告を───と、その前に聞いておかねばならないことがあった」

「なんですか？」

「先ほどの話だけれどね。人体がB.D.Aに耐えられる条件を聞いてもいいか？」

　エドワードの質問を受けた焰は、途端に驚おどろいて眉まゆを顰ひそめた。

　今の話を嚙み砕くだけているのならば、人間にB.D.Aを使おうなどと考えるはずがないからだ。

「………何を馬ば鹿かな。現在の粒子体の完成度では人体にB.D.Aを使うことは考えられません。同じ様に素体融解が起こるだけだ。B.D.Aの完成度が低い可能性もありますけど」

「その全すべてをクリアした、という前提の話だよ。報告書はなるべく詳しく書かねばならない。今後の予算を含ふくめたプランニングに必要となれば尚なお更さらだ。噂うわさではB.D.Aと粒子体の組み合わせによっては人間の寿じゆ命みようを大きく引き延ばすことも可能だそうじゃないか。スポンサーを集めるには良い口上だ。───殿でん下かも、そう思うだろう」

　エドワードの話に眉を顰めながらも、僅かに首を縦に振ふって首しゆ肯こうするカルキ殿下。

　焰は此こ処こでようやく、出資者の息子むすこであるカルキ殿下をなぜ同席させたのかを悟さとった。

「っ………」

　エドワード開発部長の声は静かながらも、有う無むを言わさぬ強い意志が感じられる。だが当然だろう。研究開発は慈じ善ぜん事業で行われているわけではない。

　長ちよう寿じゆ、延命、不老不死。何処どこから嗅かぎ付けたのか知らないが、それは半ば事実である。

〝一秒の定義〟に干かん渉しようできる星辰粒子体は細さい胞ぼうを若く保つだけでは飽あき足らず、外宇宙と内宇宙の経過をずらすことで老化を著いちじるしく鈍どん化かさせる事が可能───と、推測されているのだ。

　その類たぐいの実験に食いつく道楽者は何時の時代にも後を絶たない。

　並の研究成果なら鼻で笑われるだろうが、前回の病原菌きん除去や今回の実験結果を聞けば動こうとする大手の出資者たちは山の様にいるだろう。

　それに〝星辰粒子体〟の研究には膨ぼう大だいな資金が投とう与よされている。

〝エヴリシングカンパニー〟の社運を賭かけた最大のプロジェクトであるのは間ま違ちがいない。この粒子体の開発に成功すれば企き業ぎようの壁かべを越こえて世界の頂点に立つことも容易たやすくなる。

　出資者を募つのる為に詳しい説明を求められるのは当然のことではあるのだが───現状で人体にB.D.Aを使うような事は絶対に在ってはならない。

「………エドワードさん。そして殿下。どうしても俺の推測が必要なら、報告書にはこう書いてください。〝今の人類の世代にB.D.Aを使うことは、絶対に不可能である〟と」

「ほう？　人間に使うのは不可能だと？」

「いいえ。今の人類の世代には、です」

　焰のその言い方に、静せい聴ちようしていたカルキ殿下も両手を叩たたいて頷うなずいた。

「ああ、なるほど。つまり世代交代の中で粒子体に適合していく人間を育てていく必要がある、ということか？」

「はい。そもそも人体の寿命を延ばす為には、最低でも星辰粒子体が光速化を迎むかえる血中経路、つまり体内血管の約一〇％が星辰粒子体に変へん貌ぼうしていなければなりません」

「ふむ。それで？」

「〝星辰粒子体〟は寄生先の素体の細胞を粒子体に合わせて変質させていく性質があり、前回の疑似天てん然ねん痘とうはそれを悪用した形のものだと推測できます。粒子体による細胞の書き換かえは世代を重ねる度たびに加速しますがそれも一％以下の振れ幅はばにしかなりません。故ゆえに、一世代では光速に至る十％の壁に絶対に届かない。一〇〇年以内でのB.D.Aの実用は非現実的だ」

　光速化に至る十％の壁。

〝環境制御塔〟計画が順調に進み粒子体の散布が始まったとしても、この十％の壁を越える人間は極ごく々ごく少数だと声こわ音ねを強くして主張する。

　焰としては絶対に譲ゆずれない一線だったのだろう。もし此処で譲れば〝エヴリシングカンパニー〟に限らず、何処いずこかの組織が人体実験に手を出すかもしれないからだ。

　意見が食くい違ちがい、火花を散らす両者。

　重たい沈ちん黙もくが場を占める中、殿下が手を挙げた。

「焰。こう言っては何だが、それは手て遅おくれじゃ無いか？」

「………どうしてだ、殿下？」

「考えてもみろよ。敵の組織は〝原典オリジン〟を保有していないにもかかわらずお前の作った粒子体より先を進んでいたんだろ？　なら何らかのショートカットをしたと考えるのが妥だ当とうだと思うけどな。───人体実験をすれば、粒子体研究は飛躍的に発展するんだろ？」

「そ………それは、」

　殿下の忠告に、鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受ける焰。反射的に言い返そうとして、否定できる要素が一つもないことに歯は嚙がみする。

　この〝天の牡牛〟を作りだした組織は、既に人体実験をしている可能性が高い。

　大気中の星辰粒子体に作用するE.R.Aと違い、血中の星辰粒子体に作用するB.D.Aは人体実験を行うのが最も効率よくデータが取れる。普ふ通つうならばこんな非人道的な実験は考えられないが、相手は平然と災害や天然痘を起こす組織である。人体実験に手を染めていないとは考えにくい。倫りん理りの問題を無視して一足飛びで研究を行っているこの組織に追いつくには、焰たちも人体実験を行い検証を重ねていく必要がある。

　だが───その一線を越える事だけは絶対に駄だ目めだと、焰の中の何かが叫さけんでいた。

「………っ……いや、やっぱり駄目だ。人体実験は許可できない！」

「何故なぜ？　此このままだとそのテロリスト共に技術的に突き放はなされるんじゃないのか？　人としての倫理を、正義を重んじるばかりでは脅威を払はらうことは出来ないぞ」

「いいや、技術の遅おくれは施し設せつ強化で補える！　足りない知ち恵えは人の数で補い合えばいい！　その為ために世界の支持を得て、多くの協力を束ねて、自他共栄の道を歩むのが近代の研究者たちの道の筈です！」

　焰は胸に手を当て、エドワードと殿下に訴うつたえる。

　駆り立てられる様な焦しよう燥そうの裏には、あの燃え盛る世界の夢の残ざん影えいがあった。

「………エドワードさん。殿下。俺は何も、粒りゆう子し体たいが生み出す利益まで世界で分け合えと言っているわけではありません。ですが星辰粒子体には、この研究には、人類の全ての可能性が眠ねむっているのは事実です。砂さ漠ばく化かした地域の再生や、天候操作による災害阻そ止し、放射能除去、果ては宇宙開発だって視野に入れられる、未来の可能性そのものです。その第一歩を間ま違ちがえてしまえば───人類は何時いつか、必ず後悔することになります………[image: !!!]」

　西郷焰は確信にも似た感情と熱量に背中を押され、言葉を紡つむぎ出す。

　正義に則のつとらぬ成功。盲もう目もくと妥だ協きようの末にある破は滅めつ。

　新時代の為に行われる原罪は───何時の日にか、人類存続を脅おびやかす壁になるのだと。

「………そうか。そこまで言うなら俺はもう何も言わないよ。今日の事も他言はしない」

　殿下は一歩下がり、意見を取り下げた。

　言葉を受け入れたというより、焰の必死さに何か思うところがあったからだろう。或あるいは〝天の牡牛〟事件で星辰粒子体が国際的な地位と理解を得た以上、今の好条件を手放すのは出資者としても分が悪いと判断したのかもしれない。

　焰は殿下からエドワードに視線を移し、彼の意見を問う。

　エドワード＝グリームニルは値ね踏ぶみするように瞳ひとみを細めて、獰どう猛もうな笑えみを作った。

「ふふん………研究者が人の原罪を語る時代が来るとはな。此れが倫理の進化というものかな。君が俺に啖たん呵かを切った時の台詞せりふを思い出すよ。アレは確か───」

「やめてください、今思い出すと結構恥はずかしい台詞なんで！」

　クツクツと笑いを嚙かみ殺すエドワードだが、即そく座ざに焰の意志を突っぱねるわけでもないらしい。星辰粒子体の結けつ晶しよう体を仕し舞まっていた保管庫に足を運んだエドワードは、代案を示すかのように一つの真空カプセルを取り出した。

「そう恥ずかしがる言葉でもないと思うがな。君のあの言葉は少なくとも、俺の横おう隔かく膜まくを直ちよく撃げきした。あんなに笑ったのは三年ぶりだった。───そう〝人としての意地〟の為に研究の最前線に就つく。我ら大人には簡単に吐はけない青あお臭くさい言葉なだけに輝かしく思ったよ。だが吠ほえた以上はその責任を果たして欲しいものだ。そうだろう？」

「…………」

「其そ処こで一つ、面おも白しろい話をしてやろう。此処に保管されている〝星辰粒子体〟は、御み門かど釈とく天てるが一番初めに〝エヴリシングカンパニー〟に持ち込んだものだ。知ってたか？」

　途と端たん、焰は耳を疑うように飛び上がった。

「は？　………え、はあ!?　釈天が〝エヴリシングカンパニー〟に粒子体を[image: !!?]」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる焰。この反応を見るに、亡なき父が〝エヴリシングカンパニー〟に粒子体を預けていたとでも思っていたのだろう。

　だが釈天の行動を思い返すと、そんな素そ振ぶりもあったかもしれない。

〝エヴリシングカンパニー〟に西郷焰を推すい薦せんしたのは他でもない御門釈天その人である。

　彼の推薦があったからこそ幼かった西郷焰を研究室に加えるという無む茶ちやな選せん択たくも出来たのかもしれない。

「そ、そっか。考えてみたらそうですよね。幾いくら釈天が〝エヴリシングカンパニー〟の得意先だからって、俺への推薦がそう簡単に通るはずなかったか。………うっ、どうしよう。何か釈天なんかに恩が増えて気が重い」

「さて、それは気にすることなかろうよ。あの男も甘い汁しるを吸ってるはずだからな。恩とするには気が早い。───それで本題だが。この粒子体の元が何かわかるか？」

　ポイッと粒子体が入った真空カプセルを投げてくる。本来ならタンパク質を構成する特とく殊しゆなアミノ酸に浸ひたしてあるのだが、この結晶体は結晶体のまま保管されていたらしい。

　焰は慌あわてて受け取ったものの、その中身を見て不思議そうに首を傾かしげた。

「赤い結晶体………この物質が〝原典オリジン〟なんですか？」

「違う。それは結晶体ではなく、血塊だ。〝原典オリジン〟である粒子体を身体からだに秘ひめた人間から摂せつ取しゆされた、細胞サンプルの一部だよ」

　その真実に、焰は思わず瞳を大きく見開いて息を吞のんだ。

　光に透すかす様にカプセルを掲かかげた焰は信じられない物を見るかのようにその赤い結晶体───謎なぞの人物から齎もたらされた血けつ塊かいを見ている。

　もし此れが本当に血塊であるのであれば、今までの前提が全すべて覆くつがえることになる。

　現在の研究では寄生増ぞう殖しよくさせた粒りゆう子し体たいは半はん端ぱな劣れつ化か機能しか付ふ随ずいしない。

　此れは星辰粒子体研究で絶対視されていた法則だ。なのに劣化しない〝原典オリジン〟を体内に宿すことが出来る特異体質の人間が居るなら、全ての問題が解決されてしまう。

「体内に〝原典オリジン〟を宿して、臓器に至るまで粒子体が流動している人間………？　いや、でもそんな在りえない！　もしそうなら体内血管の十％どころか心臓の一部も粒子体によって変質されている可能性もあるわけですし、今の世代で其処まで急激な変貌は、」

「ならば、胎児から実験をしていたとすれば？　或は、奴やつ自身が粒子体保ほ菌きん者の二世代目である可能性もある。それなら話に矛む盾じゆんは無いだろう？」

　エドワードが口にした非人道的な発言に、焰は一いつ瞬しゆんだけ絶句した。

「そ、それは………確かにありえるかもしれない。受じゆ精せい卵らんに粒子体を寄生させておけば………いえ、でもやっぱり在りえない！　粒子体研究が始まったのはこの数年、外部組織でも論文の流出から逆算すれば十年しか経たっていません！　どんな非人道的な方法を使ってもその研究結果を得られるには二十年以上前に研究を始めていないと無理だ！　二十年も前に世代交代や胎児の研究が可能だった人間なんて───」

　居るはずがない───そう口にしようとして、焰はハッと言葉を吞んだ。

　彼は今初めてその可能性に行きついた。

　星辰粒子体保菌者が世代交代し、胎児から経過を観測でき、二十年以上も前に研究を始められた人物。その人物像を思い浮うかべてしまったからだ。

　その唯ゆい一いつ無二の人を連想してしまった焰に、エドワードは心底楽しそうに笑いかける。

「そう、世界に一人だけ。───世界に一人だけそれが可能な人物がいる。そうだろう、西郷博士？」

「………。いやでも、待ってください。その人は死んだはずじゃ」

「死んでいるとも。それは確約しよう。───西郷焰。君の父は死んでいる。もしこの世に全知全能たる存在が居たとしてもその事実だけは覆せない楔くさびだ。だが粒子体研究の第一人者であった彼が残した息子むすこ───いや、二人の息子に、その実験結果が今も刻まれているとしたら？」

　蛇へびの様な眼光を宿したエドワードは、絶句している西郷焰に狩かりをする直前の様な視線を向ける。世の全てを知っているかのように腰こしかけるエドワードは、さながら一つの伝説を語るストーリーテラーのようだ。

　二本目の葉巻に火を付けた彼は、西郷焰に言い聞かせるように切り出した。




「少し、昔語りをしてやろう。粒子体の研究に生しよう涯がいを捧ささげた男と───彼の死後、とある孤こ児じ院いんで育った息子たちの話をな」
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　───南アメリカ大陸・ブラジル連れん邦ぽう共和国。

　樹海の奥地で、湿しつ度どの高い風が吹ふき抜ぬけていった。

　世界最大の熱帯雨林であるアマゾンは今日も熱気に包まれている。一寸先を見通すことも難しいこの樹海は土と地ち勘かんのない者にとって天然の要よう塞さいでしかない。

　道を踏ふみ外はずして方角を見失ってしまえば後はもう脱だつ出しゆつするのも困難だろう。

　日中から様々な蛇だ蝎かつや獣けものが跋ばつ扈こしているこの土地は、正に現世に於おける魔ま境きようの一つである。逆さか廻まき十六夜いざよいは滴したたる汗あせを拭ぬぐいながら、隣となりを歩くプリトゥヴィ＝マータに話しかけた。

「アマゾン、クッソ暑い」

「愚ぐ痴ちっても仕方ないぞ」

「わかってる。でも愚痴の一つも言いたくなるだろ。見ろよこの計測器」

　十六夜は手元にある簡易気象計測器をプリトゥに突つき付ける。

　表示は気温34[image: ℃]、湿度82％。

　不快指数は１２０％という所だろう。

　遠くの空を見れば曇くもり空が着々と樹海を覆おおいつつある。此このまま一雨来るようなら正に不快の満漢全席。水難の相に憑とりつかれている十六夜には堪たまらない展開だ。

「現世うつしよの地じ獄ごく、此こ処こに在りだ。今回だけでいいから〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟の御み業わざで何とかなりませんかね、地天様よ」

　十六夜は投げやりに慈じ悲ひを乞こう。しかしプリトゥヴィ＝マータという地母神は、本来ならこんな安易に威い光こうに縋すがれる相手ではない。




〝護法十二天〟───世界の安あん寧ねいを守る天軍の中でも、最強の武神衆と恐おそれられるのがこの十二天と呼ばれる混成神群だ。

　中東、古代インド、東アジアなどの様々な神しん霊れいを取り入れて作られたこの神群はその殆ほとんどが太古の武神で構築されており、世界屈くつ指しの戦せん闘とう能力を秘めた神群とされている。現在、十六夜が把は握あくしている中で外界に降天している十二天はその半数を超こえていた。

　御み門かど釈とく天てるが率いる〝護法十二天〟の中で顕けん現げんしているのは、代行を含ふくめた七神。




　軍神〝帝釈天インドラ〟

　地母神〝地プリトウヴ天イ＝マータ〟

　太陽神〝日天スーリヤー〟

　創造神〝梵天ブラフマー〟

　極東神〝伊舎那天イザナギ〟

　鉄てつ扇せん公主〝羅刹天ラクシヤーサ〟

　財宝護神〝毘沙門天ヴアイシユラヴアナ〟




　しかし彼らの様に強大な神霊は如何いかに霊れい格かくを落として外界に顕現したとしても、最強の神群と称しようされる十二天の全員が姿を現す事は本来出来ない。

　一つの世界うちゆうが受け止められる生来の神霊の数は三神が精々という所だろう。

　その容量を超えて世に降り立てば、神霊が存在するだけで天地の法則は捻じれ狂くるい、海は荒あれ、地は割れ、空は紅あかく燃え盛る事になる。その為ため、神霊が外界に干かん渉しようする際には自身の霊格を切り分けた組織や化け身しんを送り込むのが定石となっているのだが───どういう訳か、この地母神は本体である彼女自身が顕現している。

　農耕文化を人類の手に託たくしたプリトゥヴィ＝マータは地母神の中でも随ずい一いちの霊格を誇ほこる大地母神だ。人類の爆ばく発はつ的な増加は彼女の功績であり唯一無二の権能を持つ女め神がみである。文明発ほつ起きの第一人者である彼女を越こえる地母神は、理論上存在しえない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、最高位の地母神がこのプリトゥヴィ＝マータという女神なのである。

　そんな女神オブ女神の神かみ業わざなら是ぜ非ひともお目にかかりたいという期待も込めての言葉だったのだが───プリトゥは温和な笑えみを浮かべたまま、首を横に振ふる。

「箱庭と同じ基準で考えてはいけない。気象変化は地球を傷つける可能性が大きいんだ。それに現世うつしよの地獄………というのであれば、東京だって大して変わらないだろう？」

「そうか？」

「そうさ。路面から立ち上る陽炎かげろう、人ひと肌はだより温ぬるい水道水、出力最大にしても効かない壊こわれた冷れい房ぼう機器。この三重苦に日々晒さらされながら学業や就業に勤いそしまねばならないのは、正に人界の世の業というものだ。学び続け、働き続けた先には何があるのか、人生の終着点は何なのか。いよいよ私も仏神として解げ脱だつに取り組むべきか否いなかを考えたよ」

　フッと遠い目をするプリトゥ。

　冷房機器の利便さを覚えてしまえばもう元には戻もどれない。本来なら暑さに強い生まれのプリトゥも、なるべく早く切り上げて冷房の効いた部屋に入り浸びたりたかった。

「それよりだ。もうすぐ目的地に着く。早く日本に帰る為にも依い頼らい内容を確かく認にんした方が有意義じゃないか？」

「それはそうだけど。本当にこんな樹海で粒子体ナノマシンの実験なんてしてたのか？」

「西さい郷ごう焰ほむらの推測が正しければ、そういうことになるな。私も眉まゆ唾つばだがな」

　怪け訝げんそうな顔で二人は気象計測器に視線を落とす。

　それというのも今回の仕事───逆廻十六夜とプリトゥヴィ＝マータの二人が南アメリカ大陸にあるブラジル連邦共和国に足を運んでいたのには、訳があった。

　五月の初頭に現れた〝天の牡お牛うし〟の発生地が、ブラジルの湾わん岸がん都市であるリオ・デ・ジャネイロの近海だったことが判明したからだ。

　華はなやかな南国の都市として有名なリオの市街は人口も六〇〇万人を超えるほどに巨きよ大だいな世界有数のメガシティでもある。幸いなことに台風の被ひ害がいはそれほど大きくなかったものの、撒まき散らされた病原菌きんの被害が何処どこまで広がっているかは定さだかではない。

　アマゾン熱帯雨林という世界最大の樹海があるこの国には、フランスに次いで〝エヴリシングカンパニー〟の調査団が派は遣けんされ、病原菌の調査が始まったばかりだ。

　───だが十六夜たちは知っている。

　あの病原菌はギリシャ共和国のクレタ島で追加散布されたものだ。

　ヨーロッパを狙ねらい撃うちする為に毒性の強い粒子体を嵐あらしに交ぜて運んだのである。

　卑ひ劣れつ極きわまりない手段だが、経済的な側面から見ても西せい欧おう諸国のダメージは甚じん大だいだった。激しく乱れる株価や小麦粉の買い占しめなどは可愛かわいいもので百年以上続いた老舗しにせのブランドも僅わずか二カ月で休業を余よ儀ぎなくされるなど、西欧の市場は荒れに荒れた。

　其そ処こへ〝エヴリシングカンパニー〟が星せい辰しん粒りゆう子し体たいを引っ提さげて現れたのだ。

　荒こう廃はい寸前だったヨーロッパには正に地獄に仏の救いだったに違ちがいない。

「クレタ島が病原菌の散布地で、アマゾン熱帯雨林が〝天の牡牛〟の発生地と考えるのが妥だ当とう、か。………しっかし、木を隠かくすなら森の中とはいうがな。こんなクソ暑い土地で粒子体の実験なんてしていたら頭がおかしくなるんじゃないか？」

　光る汗を拭い、プリトゥは苦く笑しようする。

「全く以もつてその通りだ。きっと、頭がおかしかったのだろうね。だから人間の技術で、〝天の牡牛〟なんて作ろうと思ったのだろうさ。その点、我らの経理部長閣下は」

「いやちょっと待て。その経理部長って呼び方やめてくんねえか」

「何を言う。我が社の杜ず撰さんで投げっ放しな経理をたった二カ月でまとめてくれた君には、感謝と畏い敬けいを込めて経理部長と呼ばざるを得ない！」

　パタパタと手で胸むな元もとを扇あおぎながら、輝かがやくような笑顔で親指を立てるプリトゥ。こんな樹海にも律りち儀ぎにスーツ姿で来る辺り、真ま面じ目めなのか天然なのかよくわからない。

　何せ、出会ってから二カ月半しか経たっていないのだ。

　箱庭に帰る手段が見つからない十六夜は、なし崩くずしで御門釈天の経営するセキュリティーサービスの会社に籍せきを置いていた。

　働かざる者食うべからず、の大原則は世界の境界を問わずに適用されている。

　年ねん齢れい的にも学生でいられない。

　肉体年齢こそ十九歳だが、外界の戸こ籍せきでは二十一歳なのだ。職にも就つかず孤児院で寝ね泊とまりして暮らす自じ堕だ落らくな生活をしていては、年下の少年少女に面めん目もくが立たない。

　最強の武神衆と名高き〝護法十二天〟が経営する派は遣けん会社のシークレットエージェントならば、労働意い欲よくと知的意欲を満たせるだろうと期待して仕事に就いたのだが───

　想像を遥はるかに超えた雑な経営方針に、十六夜は早々に頭を抱かかえることになった。

　会社のロビーに散乱する契けい約やく書、多た国こく籍せきの言葉で書かれた報告書、不明確な報ほう奨しよう、用よう途と不明な領収書の数々etc.……

　此れでは労働意欲を満たすどころでは無い。

　粗そ雑ざつな印象を持たれやすい十六夜だが、その中身は几き帳ちよう面めんな色が強い。

　正当な労働に対し、正当な報奨が得られないようでは困るのだ。

「経理を雇やとうとの意見もあったのだが、如何いかんせん我等の仕事は表に出せない内容も多い。この時代は色々と便利になっていて楽なのだけど金の流れを此処まで正確に把握されてしまっては動きにくくて仕方がない。我らは護法の武神衆であって財宝神ではないからな。経理部長殿どのが説明の付く範はん囲いで完かん璧ぺきに資料をまとめてくれたおかげで、御門社長の無む駄だな使い込みもつまびらかになった。感謝せずにはいられないよ」
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　うむうむ、と何度も感心した様に頷うなずくプリトゥ。

　御門釈天にはとんでもないとばっちりである。

「あー………そりゃまあ、考えればそうだよな。一応は毘び沙しや門もん天てんが財宝神ではあるけど、あの上杉ちゃんにそんな繊せん細さいなスキルを求めるのも酷こくな話か」

「そういうことだ。あの子、真面目で頑がん張ばり屋で戦闘に関しては天才的なんだから、黙だまって肉体労働に専念してくれれば私たちも楽できるのに」

「今回の件とかは正にそれだ。〝エヴリシングカンパニー〟の依頼でブラジルに飛べと言われた時はそこそこ楽しみにしていたけど、まさかアマゾンの奥地に左さ遷せんさせられるとは思ってなかったぞ。久しぶりにリオのエロいカーニバルでも見たかったのに」

「こらこら、仕事に文句を付けるな。お前が派遣されたのは先方の指名があったからだし、指名料も貰もらっているんだぞ。其処は妥だ協きようしろ」

　仕事の愚痴を吐はきながら、二人は樹海の蔦つたを搔かき分けて進む。

　それでも道らしい道があるのは此処までだ。ここから先はより深い未み踏とうの地となる。

　身の危険はないとはいえ、慎しん重ちように、かつ急いで進まねば日が暮れてしまうだろう。

　二人が準備を進めようと荷物を下ろしたその時───ピピピと、簡素な音を立てて着信音が響ひびいた。

　樹海の入り口で電波が届くギリギリで連れん絡らくしてくるなど、見計らっていたとしか思えない。十六夜は苦虫をかみ潰つぶしたような顔で電話に出る。

「はいはい、お電話承うけたまわりました。此方こちらシークレットサービス。クソ忙いそがしいのに何ですかね、依頼人の西郷焰様？」

　茶ちや化かした様に言うと、向こうからため息が返ってきた。

『………なんだ、そのお馬ば鹿かなテンションは。依頼人は俺じゃなくて彩あや鳥とお嬢じよう様だろ』

「大して変わらねえだろそんなもん」

『大きく違うっての。俺はイザ兄にいに依頼料なんて払はらわねえぞ。………って、そんなことはいい。俺もフランスから帰国したところでさ。シャルル＝ド＝ゴール空港から成田空港に着いたところ』

「フランスから帰国？　ドイツに居たんじゃないのか？」

『二日前までね。実験結果も纏まとまったし、ドイツはすぐに離はなれた。その後にフランスへ渡わたって病原菌除去の経過を確認。経過が順調という報告を聞いて目め途ども立ったから、暫しばらく休きゆう暇かを貰って帰国したところ。そっちは何か手て掛がかりはありそう？』

　携けい帯たい電でん話わの向こうから西郷焰の声が響く。

　十六夜は面めん倒どうくさそうに手を振った。

「全くない。此これっぽっちもない。天下泰たい平へい、世は事も無し。もう無駄っぽいから帰っていいか？　俺も優ゆう雅がにリオの街のエロい素すっ裸ぱだかカーニバルが見たいです」

『………いや、今さっきクソ忙しいって言ってたじゃん。何の成果もないまま帰ってきたら報ほう酬しゆう払はらわねえって、彩鳥お嬢様が言ってたぞ』

　焰がからかうように言うと、十六夜は益ます々ますむっとした顔で黙る。

　箱庭に帰る目途が立たない十六夜にとって無報酬は辛つらい事案だ。

　ブラジルまで来て無む駄だ足あしを踏ふむのは流石さすがに避さけたい。

「それはまた懐ふところの小さいことだな。今回の一件で〝エヴリシングカンパニー〟と星辰粒子体はその国際的な地位を確立させた。巨きよ額がくの利益を得て今や世界のトップを争おうって大だい財ざい閥ばつがそんな小さなことを言うなよ」

『それこそ馬鹿を言うな。大財閥だろうと何だろうと、成果を出さない人間に出される報酬は無いんだよ。大口の仕事なんだから、長男らしくしっかり稼かせいでくれ───と、皮肉を言いたくて電話したわけじゃないんだ』

　コホン、と咳せき払ばらいする西郷焰。十六夜は怪訝そうに眉まゆを顰ひそめる。

「へえ？　悪戯いたずら電話じゃないってことは、犯人探たん索さくの手掛かりでも見つかったか？」

『そんなところかな。犯人の特定とまではいかないけど、粒子体の解かい析せき結果がやっと出た………が、どうもおかしい』

「というと？」

『二種類の星辰粒子体の精度が違いすぎる。同じ組織が作ったとは思えない』

　簡潔ながらも脅きよう威いを煽あおるその結論に、十六夜は瞳ひとみを細めて獰どう猛もうに笑う。

「ふぅん………？　精度の違う二種類の粒子体、ね。そりゃ確かに話が変わってくるな。つまり天てん然ねん痘とう〝ミノタウロス〟と、大おお嵐あらし〝天の牡牛〟を作り出した、全く違う組織が存在するってわけか」

　粒子体を研究している組織は二つ以上───少なくとも、二つは存在することになる。確かに情報としては必要不可欠だ。緊きん急きゆうの電話も頷ける。

『そういうこと。察しがいいのはイザ兄の数少ない美点だな』

「馬鹿を言うな。俺の美点は星の数より多いっての」

『はいはい。その病原菌の元となった粒子体だけど、俺が作ってる粒子体と同じ製法───つまり、動植物に対する寄生増ぞう殖しよくの延長線上で作られた粒子体みたいなんだよな。まあ此れについては無力化できるから問題ないけど、もう一つの〝天の牡牛〟は更さらに次じ々じ段階の代しろ物ものだ。詳くわしくは話せなくて申し訳ないんだけど、〝天の牡牛〟の粒子体の一部から、星辰粒子体の結けつ晶しよう化現象が確かく認にんされた』

　はて、と首を傾かしげる十六夜。

　星辰粒子体の結晶化現象と言われてもピンとこないのだろう。

　如何いかに十六夜でも、専門家ではないのだから当然だ。加えてつい最近まで異世界に居たのだ。科学の進歩が日進月歩で進む中、異世界帰りの十六夜に焰の言葉は少し難しい。

「あー悪い。どの程度の差があるのかが俺にはよくわからん。端たん的てきに教えてくれ。要するに、どれくらい凄すごいんだ？」

『子供の質問かよ。別にいいけど。大おお雑ざつ把ぱに言うと………病原である疑ぎ似じ天然痘を作り出した寄生増殖は医学の範囲だけど、〝天の牡牛〟は完全にエネルギー保存則や力学の畑だ。確かイザ兄は、〝マクスウェルの悪あく魔ま〟は知ってるんだよな？　アレを応用して形にしたのが〝天の牡牛〟ってわけ』

　予想外の名前に十六夜は耳を疑う。

　知っている、どころの話ではない。

　熱力学に於おけるパラドックスを擬ぎ人じん化した悪魔───其それが〝マクスウェルの悪魔〟と呼ばれる存在だ。暖と寒の境界を預かる大悪魔であるマクスウェルはかつて十六夜たちと敵対した魔ま王おうの一人である。

　＋と[image: ]の境界を操あやつることにより熱量置ち換かんを無制限に可能とする強力無比な魔王だったのだが、とあることをきっかけに想おもい人への恋れん慕ぼを暴走させ、十六夜の力で討うち果たされた───というわけで、〝マクスウェルの悪魔〟については西郷焰よりよく知っていた。

「星辰粒子体で環かん境きよう情報を組み替かえて〝天の牡牛〟を作り出した。その根っ子にあるのがマクスウェルの悪魔ってことか」

『使われた機能はそれだけじゃないけどな。海岸沿いをずっと移動していたことを考えると、海面の水分を分ぶん離りさせて気圧を操り台風の母体を維い持じしていたとも考えてる』

「ハッ、何でもありか。いよいよ以もつて変態ストーカーにしておくのが惜おしい野や郎ろうだな」

　十六夜の言葉に、はてと首を傾げる焰。

『………変態？　ストーカー？』

「コッチの話だ。忘れろ。………で、この〝天の牡牛〟の発生地である熱帯雨林は危険かもしれないから、必要以上に気を付けろって話でいいんだよな？」

『それもあるけど、まず必ず発見して欲しいものがある。環境粒Ether 子加速器accelerator───俺たちがE.R.Aと呼んでる媒ばい体たいなんだけど。それを回収するか破は壊かいしないと〝天の牡牛〟がもう一度作られる可能性がある。造形が此方でも把は握あくできていないのと、機能について余り詳しく話せないのが難点だけど………』

　少し気まずそうに話す声。十六夜は面倒くさそうに肩かたを竦すくめた。

「あー別に特別な情報はいらねえから。楽しみが減るし、研究者がホイホイ秘密をしゃべるもんじゃねえよ。それに未知の危機なら箱買いするほど求めてる。………孤こ児じ院いんの為ためにも、口は閉じとけ」

　ヤハハと笑ってからかう十六夜。焰は対照的に、電話越ごしにも分かるくらいにハッキリと息を吞のんだ後、小さくため息を吐いた。

『………変わったな、イザ兄は』

「そうか？」

『うん。全体的に丸くなった』

「体形が？」

『そうそうこう全体的に丸っと、って違ちがうよバカ。何時いつまでも茶化さないでくれよ頼たのむから。国際電話は通話料金高いんだし、手短に行こうよ』

「おいおいおい、何を小さなことを言ってんだ億万長者様。〝エヴリシングカンパニー〟からとんでもない報ほう奨しよう金が出てるって聞いたぞ？　少しくらいは愚ぐ兄けいにあやからせてくれてもいいじゃねえか？」

　ヤハハと笑ってからかう十六夜。焰はむっとなって押し黙る。

　実はその辺りの報奨金に関しては〝エヴリシングカンパニー〟から相当の金額を融ゆう通ずうしてもらっていた。本来なら独自開発した西郷焰の父に特許料が発生するものだが、父は既すでに亡なくなっており、息子むすこの焰は粒りゆう子し体を零ゼロから開発したわけではないからだ。

　完成形の粒子体───第三種星3S, nano辰粒子体machine unitを模も倣ほうした劣れつ化か品を作っているに過ぎない焰にとって、特許申しん請せいの手順も些いささか以上に面倒なことになっている。

　加えて粒子体の解明に使われている金額には天文学的な投資が行われているのは当然のこと、研究に無関係の孤児院の出資まで行ってもらっているのだ。

　現段階で報酬として支し払はらわれた金額は西郷焰に二億円、孤児院の修しゆう繕ぜんと経営に五億円。加えて焰が増設を要求していた二十五億円の極低cryo 温電子electron 顕微鏡microscopyも貸し出しではなく、最新式の物を搬はん入にゆうすることが決まった。

　しかも粒子体が秘ひめると噂うわさされている永久機関の謎なぞを解き明かせば、エネルギー産業で得られる〇．七五％もの利益を獲かく得とくできるように取り計らってもらった。もし実用化の目途が立てば石油産業や原子力発電すら上回る人類史上最大のエネルギー産業の利権だ。一％で日本の国家予算を超こえると予想される利益が毎年、個人に与あたえられるのだ。

　正に異例中の異例、破格にも程ほどがある評価だろう。

　第三種星辰粒子体の謎を解き明かせば、西郷焰は世界の支配者たちに比ひ肩けんする力を得ることになるのだから。

「実際問題、財政的には個人で上り詰つめられる限界に到とう達たつしたと考えてもいいんじゃないか？　世界の頂点から見える景色はどうなんだ、我が偉い大だいなる弟様よ？」

『………バーカ。それは星辰粒子体が完成したらだよ』

「へいへい。それで、用件はそれだけか？」

『それだけだよ。───あ、いや。本当はもう一つ聞きたいことがあるっていうか、それが本題というか、なんていうか………』

　焰は歯切れ悪く切り出し、そのまま押し黙だまった。

　十六夜は小首をかしげて、日差しを避けるように樹き々ぎに隠かくれる。

「どうした？　厄やつ介かいごとなら聞くだけ聞くぞ」

『そういうわけじゃないっていうか………もしかしたら不快な質問になるかもしれないっていうか………』

　ああん？　と怪け訝げんな反応を示す十六夜。他人に対しては律りち儀ぎな焰だが、十六夜や鈴すず華かに対しては開けっ広げな少年である。それがこんな態度を取るのは珍めずらしい。

　しばし不自然な言動を繰くり返す焰。

　コホン！　と咳払いをした彼は、勢いに任せて用件を切り出した。

『イザ兄にいは───自分の本当の家族のこと、どう思ってる？』

「………はあ？」

　なんだ藪やぶから棒に、と先ほど以上に怪訝な声を上げた。突とつ然ぜんこんな恥はずかしい質問をされれば誰だれでもこんな反応になるだろう。

　十六夜は壮そう絶ぜつに面倒くさそうに頭を搔かいて返答を控ひかえた。

「急にどうした。孤児院のちびっ子たちに変なことでも聞かれたか？　それとも学校の授業でそんな課題でも出されたか？」

『あー………いや、やっぱりさっきの無し！　全力で忘れてくれ。とにかくイザ兄は、熱帯雨林の調査を気を付けてしろってこと！　あと結晶化粒子体には素す手でで触さわるなよ！　絶対に触るなよ！　アンタでも命の保証は出来ないからなッ！』

　ブッ、と通話が切れる。

　何だかんだと言って助言を残す辺り、素す直なおではないのだろう。

　やり取りを聞いていたプリトゥは、クスクスと含ふくみ笑いをして荷物を纏まとめている。

「ふふ、意外だ。お前たち兄弟は仲がいいのだな」

「どうだか。俺は俺の留守をしっかり守ってくれた弟分として溺でき愛あいしてるつもりだけど、焰は鬱うつ陶とうしいと思ってるんじゃないか？」

「そんなことは無い。お前に家族の情を感じていなければ、放ほう蕩とうの兄の部屋を残して置こうとは思わなかっただろうさ」

　放蕩の兄───その烙らく印いんには、流石さすがの十六夜も苦笑いを浮うかべるしかない。

　孤児院の窮きゆう地ちに駆かけつけることもなく異世界で生きてきた十六夜にとって、今も故郷の者たちが歓かん迎げいしてくれている現状は、些か痛いほどに優やさしい環境だ。

「しっかし………本当の家族、ときたか。誰が吹ふき込こんだんだそんなこと」

「うん？　孤児院の事ではないのか？」

「だといいんだがな。………それより地天様よ。ウチのチビ共は、どうしても太陽の主権戦争に出るのか？」

　不満そうに十六夜が問うと、プリトゥは意外そうに瞳を見開いた。

「なんだ、まだ認めてないのか？」

「認めてないわけじゃない。アイツらの頑がん張ばりは十分に認めてる。焰の研究内容や規模を聞いて、俺も少しばかり楽しそうだと思ったぐらいだからな。───だからこそ、焰や鈴華はこの世界で生きていくべきだ。太陽の主権戦争に出て優勝を狙ねらう必要はない」

　大なり小なり、世界に必要とされる人材というのは存在している。

　西郷焰は粒子体の研究者として。

　彩あや里ざと鈴華は孤児院の長女として。

　自身の居場所と存在理由が確立されている者たちが異世界に足を運び、命の危険に晒さらされることを彼は危き惧ぐしているのだ。

　そんな十六夜の考えを察したプリトゥは、頰ほおを搔きながら告げる。

「なるほど。そんなことを心配していたのか。………ふふ。可愛かわいいな、十六夜は」

「茶ちや化かすなよ」

「茶化してないさ。それより、主権戦争のルールを知らなかったのか？　今回のギフトゲームでは参加者プレイヤー同士が殺し合うのは厳禁なんだぞ？」

　は？　と、十六夜は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「………殺しご法はつ度と、ってことか？　何だそれ初耳だぞ」

「だろうな。前回の主権戦争の死者数が天文学的な数字になったことを踏ふまえて、今回からは参加者同士の殺し合いは禁止。危険に陥おちいれば主催者ホストたちが、判定負けを宣告し救助。此これが今回の主権戦争のルールというわけさ。………安心したか？」

　ニヤニヤと厭いやらしい笑えみを向けるプリトゥ。

　だがそれはそれで十六夜にとっては腑ふに落ちない。市街で行われるゲームなら兎とも角、彼が愛した真のギフトゲームはそんな生なま温ぬるいものではないはずだ。

　ギフトゲームは臨界を極きわめた者たちだけが挑いどめる神しん魔まの遊戯しれん。

　人権屋の放言の様な甘っちょろい事を気にするようにはできていない。もし命の保証をするというのであれば、そのルールの裏には必ずや主催者ホストたちによる思おも惑わくがあるはずだ。

　其れこそ───「命の保証」と等価とされる程の難題が。

（………ハッ。やっぱり何時いつまでも、地元の世界で遊んでるわけにはいかないな）

　十六夜は軽く舌打ちし、熱帯雨林の闇やみを睨にらむ。

　星辰粒子体の事件は〝エヴリシングカンパニー〟と密接にあるという。解決していけば何時か女王〝クイーン・ハロウィン〟と繫つながりが出来るかもしれない。

　或あるいは粒子体を悪用している奴やつらが箱庭の関係者という可能性もある。その連中を締め上げて帰り方を聞けばそれで万ばん事じ解決だ。

　荷物に手を掛かけた十六夜は直すぐに準備に取り掛かろうとしたが───

　ピピピ、と。簡素な音を立てて、焰から二度めの着信が来た。

　………アイツ、実はとんでもなく暇ひまなのか？　と、首を捻ひねりながら出る。

　すると向こうから、地じ獄ごくの地じ響ひびきのような声がした。




『イザ兄ッ[image: !!!]　其そ処こに糞トク天テルはいるかッ[image: !!?]』




　余りの剣けん幕まくに、十六夜は耳をふさぎかけた。

「釈天って………社長のことか？　奴なら用事があるからって日本に残った筈はずだぞ」

『よし、海外逃とう亡ぼうはしてないってことだなッ………[image: !!!]　あと一応、イザ兄にも聞いとくけど。俺が大金を手にしたからって、孤こ児じ院いんの口座を触ってないよな？』

　失礼極まる質問に、いよいよ以もつて十六夜は顔を顰しかめた。

　藪から棒にこう何度も突とつ拍ぴよう子しのないことをしゃべられては仕方がないだろう。

「………はあ？　なんだソレ、お前さっきから失礼だぞ。ガキの小こ遣づかいに無断で手を付けるほど落ちぶれてるつもりはねえんだが？」

『だよな。黙って孤児院の金に手を付けるくらいなら、堂々とたかるもんな』

「それは否定しない。懐ふところが潤うるおうまでは穀ごく潰つぶしの兄で許せ」

『大いに許した。元々はイザ兄と金糸雀カナリア先生が作った孤児院だしそこは気にしない。ならやっぱり釈天が第一容疑者か。───あの野や郎ろう。今度という今度は許さねえぞ………[image: !!!]』

　ブッ、と通話が切れた。一方的に喚わめいて一方的に通話を切るとは無作法にもほどがある。きっと育てた兄と親が悪かったに違ちがいない。

　鬼き気き迫せまる声こわ音ねに十六夜は終始首をかしげていたが、その思考に答えが無いことに気が付いて切り上げる。

　隣となりにいるプリトゥに向き直った十六夜は、此れからの方針を問うた。

「で、此れからどうする？」

「まずは土地の守護者に話をつけよう。その後に十六夜は粒子体の計測器を頼たよりに樹海の探査を。私は樹海の土地神や精せい霊れいと話を付けて共に調査を。陽ひが暮れ始めたら私の方から迎むかえに行くよ」

「そりゃ構わないけど、この樹海で人間一人を見つけられるのか？」

「ふふ、此れでも地母神だからな。それにお前の霊れい格かくは大きくてわかりやすい。山さん岳がく三つ以上離はなれでもしない限りは大だい丈じよう夫ぶだろう」

　さあ、行こうか。と告げて樹海へ歩き始めるプリトゥと十六夜。早々に切り上げたいものだと呟つぶやく二人は、珍しく緩ゆるみ切っていた。神々の箱庭で戦ってきた二人を脅おびやかし得る敵が外界に居るはずがない、という慢まん心しんが僅わずかにでもあったのだろう。

　二人がこの熱帯雨林の陰かげで行われていた実験に対して聊いささか以上に認にん識しきが甘かったことを思い知るのは、この僅か数時間後の事だった。
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「………それにしても」

　樹海を突つき進んでいたプリトゥはふと空を見上げ、険しい表情になる。

「随ずい分ぶんと濁にごったものだな。星の大動脈であるこの樹海を、此こ処こまで曇くもらせるとは。果たしてどんな実験をしていたのやら」

「大動脈が………濁る？　煙草たばこを吸い過ぎた心肺、みたいな感じか？」

「それは面おも白しろい喩たとえだ。しかも的を射いてる。この樹海は生物学的に見ても極相状態で完かん璧ぺきな迄までに均きん衡こうを保っていたはずなのに、私の目でもわかるほどに濁って偏かたよりが出来ている。………あ～あれだ。要約すると、樹海で生産される酸素と二酸化炭素の比率がおかしくなっているということだよ。それも悪い方向にね」

　どうやら酸素の生産が鈍にぶくなっている、と言いたいらしい。

　そういう意味なら大樹海が星の大動脈───という比ひ喩ゆは、あながち間ま違ちがっていない。

　惑わく星せい最大の酸素放出量と、その酸素を消費する熱帯の獣けものたちは、この惑星で最も重要な心肺機能を司つかさどっているのだ。

「十六夜いざよいは自然界の循じゆん環かん増ぞう幅ふくと〝星の恩恵テラ・マテリアル〟の話は聞いたことあるか？」

「あーポロロの奴から少しだけな。確か〝自然現象の循環は、星の恩恵の総量を増加させる為ためにある〟って奴？」

「そうだ。神しん霊れいは信しん仰こうで力を得るが、半星霊や精霊は土地の循環でその力を増幅させる。惑星で最大の酸素生産と酸素消費を誇ほこるアマゾン熱帯雨林は、自然界でも特異且かつ巨きよ大だいなサイクルを行う霊脈の塊かたまりだと言っても過言ではない」

「ふぅん？　………循環規模って意味ならそうか。他ほかにはどんな大動脈が？」

　キラリ、と瞳ひとみを光らせる十六夜。好こう奇き心しんに火が付いたのだろう。

　プリトゥは険しい視線のまま話を続ける。

「とはいっても、星の大動脈と呼べるものはそう多くないよ。地脈で云いえば───合衆国の大火山地帯である〝イエローストーン〟や、旧生物時代崩ほう壊かいをなした〝シベリアトラップ〟が大動脈に該がい当とうする。後は太陽の赤道上にある全すべての陸海空と………ああ、そうだ。日本列島は、世界で一番大きな星の大動脈だった」

「は？」

　意外な展開に声を上げる十六夜。

　プリトゥはその反応が楽しかったのか、人差し指を立てて理由を説明する。

「それほど意外なことでもないだろう？　日本は世界最大の災害大国だ。大地の亀き裂れつに載のっかる様に生まれたあの国は地ち殻かくの流動の問題で年間で千回ほどの地じ震しんに見み舞まわれており、天の災害である台風は多い時で年間二十回も通過する。天地双そう方ほう含ふくめ、星の循環の中では最も大規模且つ重要な土地だ。間違いなく惑星最大の大動脈と呼べるだろうな」

「ははあ。そりゃ確かにそうかもしれない。喜ぶべきかは別にして。───でも意外だな。その大動脈っていうのは、ヨーロッパじゃ少ないのか？」

「少ないというか、無い。全く無い。ギリシャ近海でアトランティス大陸の原形が噴ふん火かで消しよう滅めつした時に失われ、以後ヨーロッパは神霊が〝人類が栄える土地〟として拓ひらいた地域。結果としてあの地域では数々の文明や思想が発はつ掘くつされたものの、それは星の恩恵と真逆の概がい念ねんを持つ開かい拓たくだ。あそこには神霊の聖地は数多くあっても、星の霊れい地ちは一いつ切さいないのだ」

　神霊は西側を優先的に愛し、永い時を掛けて星の改造を行った。

　災害が少なく、豊かな大地を有し、人類が発展しやすい土地。故ゆえに数多あまたの国が立国し、争い、統合、分ぶん裂れつのサイクルを経て発展していった。

　西側で一部の神話体系の事を〝サイクル〟と呼ぶのは此れに起因する。

　西せい欧おうを災害が起こりにくく作り替かえた以上、その皺しわ寄よせが他に行くのは当然だろう。

　西側は文明の循環サイクルで発展し、東側は星の循環サイクルで発展したのだ。

　其それが西国より観測して果てに位置する極東の国───日本という災害大国である。

「日本神話と他国の神話・王族の違いは主に其そ処こだな。他の国では〝王は国を治める者〟であるのに対し、日本だと〝皇族とは天災を諌いさめる者〟という決定的な違いが存在する。侵しん略りやく者らしい侵略者も少なかったしな。それが結果として西せい暦れき最古の国としての立憲と、世界最長の現あら人ひと神がみの系けい譜ふを生んだというわけだ」

「ふぅん………物は言い様、ってやつか。それって言い換かえれば、西側の負ふ債さいを背負しよって努力してたらなんやかんやで神様の思惑以上に発展してしまったってだけだろ？」

「はは、手厳しいがその通りだな！　だが許せ。極東があんなに高度発展するとは我らの瞳を以もつてしても見み抜ぬけなんだ。………それに西側も、しっぺ返しはいずれ受ける。過去に西欧の多神教はほぼ絶ぜつ滅めつするという憂うき目にあったのだし帳ちよう尻じりはあったと思ってくれ」

　樹海の蔦つたをナイフで斬きり、沼ぬま地ちを飛び越こえる二人。

　十六夜は脳内に世界地図を広げつつ、ふと気になったことを口にした。

「………ん？　じゃあ中ちゆう華か民族とかはどうなるんだ？　あそこは星寄りの文化なのか？」

「いや、彼らはその二つとも異なる。中華民族は龍りゆう種しゆの末まつ裔えいで、その辺りを説明するには〝竜種〟と〝龍種〟の違いを知る必要があるのだが……今日の教授は此処までにしよう。───血の臭においがする」

　一転、プリトゥの声が緊きん迫ぱく感かんに包まれた。

　十六夜は即そく座ざに背後を確認し、死角を埋うめる。周囲からは敵意のようなものは感じない。何者かが戦った後なのか、それとも樹海の獣たちが争った跡あとなのか。

　沼地の中で足場を確認しつつ、二人は緩やかな速度で歩を進め始める。

　樹海の獣であれば二人の敵ではない。

　いやそもそも、野生で生きる樹海の獣ならばこの二人に近づこうとは考えない。

　彼らは歩く山岳であり、大海であり、大おお嵐あらしのようなもの。

　こうして樹海を闊かつ歩ぽしているだけでも大たい概がいの獣は逃にげ出して散り散りになっている。先ほどから生き物の気配がしないのはその為だ。精霊や森の賢けん者じやも姿を消して息を潜ひそめ、嵐が過ぎ去るのを今か今かと震ふるえながら待っている。

　此処まで精霊たちに怯おびえられては案内を頼たのむことは不可能と割り切ったほうがいい。

　二人は視線を交かわすと、一気に歩を進めた。

　熱帯雨林を横断する河か川せんの中流に出た二人は、樹海の狭はざ間まに吹ふく風に煽あおられながら周囲を確認する。

　二人が大河の水中から襲しゆう撃げきを受けたのは、その直後だった。

「っ、避よけろ！」

「わかってる！」

　二人は左右に分かれて水中から飛び出てきた散さん弾だんを避けた。彼らの反射神経を鑑かんがみれば脅きよう威いには成りえない奇き襲しゆうだったが、むしろ特筆すべきはその散弾の性質だろう。

　散弾は物体ではなく、喩えるならば空気の塊の様に見えた。水中から射出されたにしては弾だん速そくも侮あなどれない。銃じゆう弾だんにはやや劣おとるものの、人間の反射神経で反応できる限界は超こえている。神々の箱庭で戦ってきた二人には取るに足りないものの、それが本来の物理法則によるものではないと判断するには十分だった。

　十六夜は襲撃者が樹海の大河に潜もぐっていると判断し水面みなもに向かって飛び込む。それを見たプリトゥは血相を変えてその腕うでを摑つかんだ。

「飛び込むな、退ひくぞ十六夜！」

「何言ってやがる！　水中から奇襲を受けたのは間違いないだろうがッ！」

「そういう問題じゃない！　今の攻こう撃げきは可燃性のガスだ！　このまま戦えば充じゆう満まんしたガスに火がついて一帯が吹き飛ぶぞ！」

　プリトゥの忠告を受け、十六夜は足を止めた。それを見計らったように大河の中から空気弾が乱射される。

　十六夜は舌打ちと共に後方へ跳ちよう躍やくし、鼻び孔こうで可燃性ガスの有う無むを確かめた。

　だがそれらしい臭いはしない。

　地母神である彼女だからわかる無む味み無む臭しゆうのガスなのかもしれない。可燃性のガスを使って襲撃してきているのであれば発火現象よりむしろ有毒であるか否いなかの方が重要だ。

　口元を押さえ、水中に向かって目を凝こらす。

　あの程度の弾速ならば視し認にんしてからでも十分に対応できると踏ふんだのだろう。だがその考えは水中から大量に湧わき出す水すい泡ほうを見てすぐに変わった。

　急速に下がる大河の水位を見て、十六夜はガスの正体を知る。

（此れは………大河の水を、水素と酸素に分解してるのか!?）

　先ほどの焰ほむらの報告を十六夜は思い出す。

〝天の牡牛〟は、海面の水分を分ぶん離りさせて気圧を操あやつっていたと告げていた。

　無味無臭の可燃性ガス、急速に目減りする大河の水位。周囲に撒まき散らされた水泡と空気弾が大河を水素と酸素に分離させて放たれたものだと看破するものの、一手遅おそかった。

「あ、やべ………！」

　慌あわてて粒りゆう子し計測器を庇かばう十六夜。

　刹せつ那な、水素と酸素に分離したガスは弾はじけると同時に眩まばゆいばかりの閃せん光こうと大だい爆ばく発はつを引き起こす。数十トンにも及およぶ水流を分離させて引き起こされた水素爆発は大河を氾はん濫らんさせて東西の二つに裂さき、山を砕くだくのではないかという震しん動どうと共に周囲を吹き飛ばした。




　　　　＊




　水素爆発の余波で濃のう霧むに包まれた樹海は一転して無音の空間となっていた。爆発によって一時的に茹ゆで上がった大河は濛もう々もうと水蒸気を飛ばしていたものの、今は自然界の流れに戻もどりつつある。災難だったのは寧むしろその場に居合わせた獣たちだったに違ちがいない。

　河辺を棲すみ処かとする爬は虫ちゆう類るいは木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛び血肉を樹海にぶちまけ、四散した樹き々ぎで羽を休めていた鳥たちは暴風に煽られて飛んで行ってしまった。

　地形を変へん貌ぼうさせるほどの大火力。周囲の被ひ害がいを鑑かんがみない爆ばく破はは、ものの見事に環かん境きようを破は壊かいした。上空から見れば大河を中心に巨大な窪くぼみが出来ているに違いない。

　一刻ほどかけて静けさを取り戻した樹海の大河。

　やがて水面に波は紋もんが浮うかび、水中から人ひと影かげが現れる。

「……………」

　樹海の大河から現れた人影───少女と思われるその人物は、水中から現れると同時に水面の上に立ち上がった。水黽あめんぼの様に水上歩行をして緩ゆるやかに河辺に近づいていく。

　両足が水面に付いているということは、浮ふ遊ゆうしているわけではないらしい。その人物は爆発の最中も大河の中に隠かくれていたようだが、明らかに人間が潜せん水すい可能な時間を超えていた。その容姿も相応に逸いつ脱だつしている。

　長く垂らした白はく髪はつは獣の様に荒あれ、赤い瞳はルビーを溶とかした様に爛らん々らんと輝かがやいている。先天性白皮症アルビノ───典型的なアルビノ体質なのだろう。

　鋭するどい双そう眸ぼうで周囲を見み渡わたした白髪の少女は、安あん堵どしたように息を吐はいた。

　見れば幼い頰ほおは瘦こけ、激しく疲ひ弊へいしている。

　白皮症であること以上に、その消しよう耗もう具合が少女の特異性を際きわ立だたせている。焰たちより更さらに幼い様子だがこれだけやせ細っていると実じつ年ねん齢れいより幼く見えるのは仕方がない。衣服は破れた白衣と両手を覆おおうように付けられた手て袋ぶくろと手て錠じようだけだ。冷たい鎖くさりに繫つながれていたところを逃げてきたのかもしれない。足あし枷かせの鎖には明らかに切断された跡が残っていた。

　水上歩行で足枷を引き摺ずりながら岸に上がったアルビノの少女は、先ほどの爆発で岸辺が熱されていることに気が付き、ハッと口元を押さえる。

　此このままだと熱くて岸に上がれない。アルビノの少女は困った様に立ち往生してしまい




「───ハッ。鬼おにが出てくるか蛇じやが出てくるかと期待していたら、アルビノの餓鬼とはな」




「っ[image: !!?]」

　ビクッ！　と、飛び上がって驚おどろくアルビノの少女。

　驚いて周囲を確認した途と端たん、瓦が礫れきの向こうから視認できない程ほどの速度で人影が現れた。不ふ機き嫌げんそうに現れた十六夜は、アルビノの少女を睨にらんで舌打ちする。

「しっかし御ご大たい層そうな前ふりをしておきながら、やってくるのがただの水素爆発とはなあ。粒子加速器がどうのと聞いていたから、水素を使った核かく融ゆう合ごう爆ばく発はつぐらい使ってくるもんだと思ったじゃねえか。………俺のこの焦あせりと期待感をどう消火してくれるんだ？」

　壊こわれてしまった粒子計測器を投げ捨てて当たり散らす十六夜。アルビノの少女は半口を開いてパクパクと「信じられない」と呟つぶやいている。

　だが当然だろう。相手が軍隊であっても今の一いち撃げきで終わっていたはずだ。

　大河の水位が下がる程の水素爆発を身近で受けて無傷の人間などいるはずがない。爆破規模で云いえば、丘きゆう陵りようを粉砕できる爆発だっただろう。

「っ、化け物………！」

　川の上を、アルビノの少女は白髪を靡なびかせて走り去る。

　十六夜は逃げる少女の背中を見送りつつ「水面を走って逃げるとは此れ如何いかに？」などと呟いて立ち上がる。

「水上歩行、ねえ。アレも粒子体の為なせる業わざなのかは知らないが───」

　相手が悪かった。本来ならこの赤黒く溶けた河辺を動き回る人間などいないのだろうが、それを言うなら水素爆発に耐たえられる人間の方が珍ちん妙みようなことこの上ない。

　豹ひように見み紛まごう健けん脚きやくを見せるアルビノの少女はすぐに遠くへ離はなれていく。

　十六夜はヤレヤレとため息を吐き、

「よっこら、っせ！」




　足元を、爆発させた。




「っ、ひゃ………!?」

　アルビノの少女が小さく悲鳴を上げる。

　爆発、というのは何も比ひ喩ゆではない。

　残像を置き去りにして飛び出した十六夜は人間砲ほう弾だんとでも言うように足元を爆ばく裂れつさせて飛び出した。人間の膂りよ力りよくを超ちよう越えつした健脚は大地にクレーターを作る程の力を発揮してアルビノの少女を追い抜ぬいたのだ。

「わ、わ、わわ………！」

　堪たまらず足を止めた少女は目を丸くして口をパクつかせている。

　十六夜はその反応が面おも白しろかったのか、ニヤニヤと厭いやらしい笑えみを浮かべた。

「さてさて、此こ処こからどうする美白少女？　他ほかに武器があるなら試ためした方がいいぞ。捕つかまえられる前に手段は使い果たした方が憂うれいもなくなるってもんだ」

　赤い瞳ひとみに力を籠こめるアルビノの少女。

　十六夜としては少し挑ちよう発はつしただけだったのだが、想定より警けい戒かいを強くしてしまったらしい。此れはもう少し楽しめそうだと腰こしに手を当ててヤハハと笑っていた時───

　ふと、少女の足枷が目に入った。

「………鎖付きの足枷？　なんだお前、もしかして逃とう亡ぼう中なのか？」

　意外そうに声をかける。長く伸のびた白髪で気が付かなかったが、少女が衰すい弱じやくしていることも確認できた。

　もし逃亡中ならば話が大きく変わってくる。

　お互たがいに戦うべき相手を間ま違ちがえているのなら、此処で敵対するのは無意味だ。むしろこの少女を保護し、施し設せつの場所を問うべきである。

　だがその時、十六夜に慄おののいていたアルビノの少女に更なる追い打ちがかかった。

「コラ。箱庭の外で暴れるにしては、少しおいたが過ぎるんじゃないか？」

「っ、ひゃ………[image: !!?]」

　ガシッ[image: !!!]　と、アルビノの少女の肩かたを摑み上げるプリトゥ。

　此方こちらは逃にげそこなったらしく、衣服が半ば焼けてしまっている。爆発より早く逃げ出した十六夜とは違い、水素爆発の直ちよく撃げきを受けたのだろう。右半身を大きく露ろ出しゆつしていたが、流石さすがは歳の功というべきか。特に恥はじらうこともなく堂々と少女を拘こう束そくしていた。

　十六夜は眼福とばかりにその開はだけた胸を凝ぎよう視ししつつ、ヤハハと笑う。

「箱庭なんて言ってもわからないだろうよ。見た感じ、高確率でこの世界の出身らしいからな」

「………ぬ？　しかしこの爆発を起こしたのはこの少女なんだろう？」

「多分な。焰曰いわく、河か川せんの水を水素と酸素に分離させていたらしい───ああ、そうか。お前が〝天の牡牛〟の正体か？」

　十六夜は以前考察したギルガメシュ叙じよ事じ詩しの一部を思い出す。

〝天の牡牛〟とはメソポタミア文明の命脈である大河を干ひ上あがらせる旱かん魃ばつの星せい獣じゆうだったはずだ。それがどうして大おお嵐あらしの怪かい物ぶつになったのかは結局のところ解けず仕じ舞まいだった。

　それもそのはずだろう。前回はミノタウロスの考察と混同してしまい複雑な推測に成ってしまったが、こうして単品で考察する分にはさほど難しい問題ではなかったらしい。

「〝天の牡牛〟が大嵐の怪物になった理由が、大河の原子解かい離りってわけか。大河を水素と酸素に解離させて干上がらせていたのだとしたら………ん？　ならもしかしてお前、原子解離だけじゃなくて化合で水蒸気も作れるのか？」

　もしそうなら〝天の牡牛〟の正体も半ば永久機関に近いのかもしれない。

　十六夜は僅わずかに警けい戒かい心しんを強める。

　アルビノの少女は再度「あぅあぅ」と怯おびえた様に身を竦すくませた。

　星せい辰しん粒りゆう子し体たいによりエネルギー消耗を必要としない原子の解離と化合が可能だとしたら、想像していた以上に厄やつ介かいだ。先ほどの水素爆発など初級の業に過ぎない。その業は錬れん金きん術じゆつの秘ひ奥おうに比する究極の秘ひ儀ぎといっても過言ではないからだ。

（焰が〝結けつ晶しよう化粒子体には直接触さわるな〟って言ってたけど、何か関係があるのか？）

　十六夜は瞳を細めてアルビノの少女を見る。

　まだこの少女は油断できないと結論を出したのだろう。

　しかし事情を全く理解していないアルビノの少女には、十六夜が何の話をしているのか理解できなかったらしい。プリトゥに抱だきしめられたまま、バタバタと手足を動かしてパニックに陥おちいっている。

　こうなると不ふ憫びんなのは事情を知らないアルビノの少女だ。

　木っ端微塵に吹ふき飛ばした筈はずの男女が無傷で現れ、あまつさえ自分のことを抱き上げでもしたら、大人でもパニックになること請うけ合いである。

　しかしそんな常識に囚とらわれない異世界経験者の二人は、顔を見合わせて頷うなずき合う。

「何はともあれ、貴重な情報提供者だ。取り敢あえず場所を変えて話を聞こうぜ」

「そうだな。しかしその前に………この白い娘むすめには、環かん境きよう破は壊かいはいけないことだと、教育しておくとしよう」

　あん？　と怪け訝げんな声を上げる十六夜。

　プリトゥの行動は迅じん速そくだった。

　アルビノの少女の襟えり首くびを摑つかんだプリトゥは、彼女を持ち上げたまま大きく振ふりかぶり、───サイドスローで、アルビノの少女をブン投げたのだ。

「ちょ………おい待て馬ば鹿か！」

「わひゃあああああああああああ───[image: !!!]」

　十六夜の制止は間に合わず、悲鳴を上げて飛ひ翔しようするアルビノの少女。

　人間水切り石となった少女は自身が傷つけたアマゾン川の下流に向けて弧こを描えがきながら飛んでいく。何が起きたのかわからないまま人間水切り石となった少女は、三回目のバウンドを経験すると同時に走そう馬ま燈とうを見ながら気を失った。




　　　　＊




　───ブラジル連れん邦ぽう共和国・貧民街〝ファヴェーラ〟。

　それから数時間後。

　二人は樹海から都に戻もどり、アルビノの少女の介かい抱ほうをしていた。日が暮れる頃ころには樹海は大雨に見み舞まわれており、これ以上の探策は難しいということになったからだ。

　少女の瘦やせ具合を見るに、碌ろくな食事もとっていなかったのだろう。衰弱しているアルビノの少女の衣服を濡ぬれたままにしておくのは良くない。〝天の牡お牛うし〟を作り出した第一容疑者ではあるが、此れほど衰弱していては体調を崩くずす恐おそれもある。

　それに彼女の風ふう貌ぼうを見れば、何処どこかの施設から逃げてきたことは明らかだ。

　まずは食事を与あたえて体力を回復させるまで待ち、何処から逃げてきたのか事情を聴きくのが先決であるわけだが───

　十六夜は医者を見つけるまでの間、「実は〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟とは只ただの問題児集団なんじゃねえのか？」と、そんな疑問に駆かられずにはいられなかった。

　貧民街の一角に潜せん伏ぷくしている十六夜はここぞとばかりにプリトゥを責める。

「ったく………俺にツッコミを入れさせるなんて大したもんだなあ、地天様よ。アンタたちは外界の問題解決に関してエキスパートだと聞いていたんだが？」

「勿もち論ろんだ。しかし同時に、私は人を導く神仏でもある。先ほどの爆ばく発はつがこの白い少女の力によるものなら尚なお更さらだ。もし人里であんな大爆発を起こしたらそれこそ厳しく処しよ罰ばつせねばならなくなる。そうなる前に、事の善悪を痛みで覚えさせるのは教育の基本だ」

　十六夜の皮肉に対し、少しずれた正論で返すプリトゥ。

　彼女の主張は分からんでもない。十六夜も子供の頃は金糸雀カナリアに似たような形で教育を受けたことがある。彼女の場合は体の痛みではなく、心の痛みを教育に利用していたが。

　痛みの教育という意味では、人間水切り石を経験させられて改心しない人間の方が少ないに違ちがいない。

　そういう意味では正しかったのだろうが、出来れば時と場合を考えて欲しくはあった。

「アルビノの子供………か。どんな非人道的な実験をしていたんだか」

「それは私たちには与あずかり知らぬことだよ。キチンと保護してやりたい気持ちもないわけではないが、今は調査を優先するべきだぞ」

「そうは言うけど、早くも手て詰づまりだろ。計測器は壊れたし、焰の話と食くい違ってきた。焰の話じゃ、粒りゆう子し体を扱あつかう装置のような物があるって言ってなかったか？　さっきの爆発を見た感じ、〝天の牡牛〟はこのアルビノ少女の力に見えたんだが」

「それはどうだろう。もし〝天の牡牛〟を作ることが出来たら、先ほどの攻こう防ぼうでそれらしい素そ振ぶりを見せてきたはずだ」

　プリトゥの意見に一理あると頷く。

「私が今考えられる可能性は三つ。

　①衰弱していて〝天の牡牛〟に準ずる力が振るえなかった。

　②環かん境きようの条件が合わず力が使えなかった。

　③彼女一人の力では〝天の牡牛〟に準ずる力を振るうことは不可能である。

　───と、このぐらいか。十六夜はどれだと思う？　協力者がいるなら厄介だぞ」

「なわけあるか。仮に他に協力者がいたとしても別に脅きよう威いではないだろ。確かに面白い力ではあったけど、箱庭じゃ第七桁さいかそうクラスがいいところだ」

「それはまあ………そうかもしれないが」

「そもそも、この美白少女の力は電子分ぶん離りだったじゃねえか。水素と酸素限定なのかどうなのかはまだ分からないけど、解離させた原子を水蒸気にする為ために必要な力は原子化合だろ？　単品じゃそこまで凶きよう悪あくな力にならない」

　───そうなのか？　と小首を傾かしげるプリトゥ。十六夜は言葉を続ける。

「それよりこの美白少女の容態だ。かなり衰弱してるし、少し様子を見た方がいい。何方どちらにしても、樹海のど真ん中に研究施設があるとは考えにくいしな。貴重な情報源を失う方が問題ありだろ」

　一度街に帰るべきだと進言し、火に薪まきをくべる。

　プリトゥは不満そうに眉まゆを顰ひそめた。確かに少女の容態は気にかかるものの、樹海の中に研究施設が無いという結論は飛ひ躍やくし過ぎた非合理的な意見だ。

　少女の保護を優先するにしても、樹海と街の二手に分かれるというのが妥だ協きよう案だろう。その妥協案すら出てこないとは十六夜らしからぬ言動である。

「………どうした？　手て抜ぬき仕事はらしくないぞ」

「手抜きか？」

「そう見える。いや、どちらかというと優先度を履はき違えてるように見えるな。この少女の境きよう遇ぐうに同情しているのか？」

　まさか、と十六夜は鼻で笑って首を振った。

「そうでもないさ。此奴こいつの境遇というよりは、アルビノ体質のガキを実験体として使っていたことに思う所があっただけだ」

「白皮症アルビノに？　なんだ、知り合いが白皮症だったりしたのか？」

　プリトゥは少しだけ意外な声を上げた。白皮症は確かに珍めずらしい症状だが、この快楽主義を自称する青年が特筆して憂うれうようなものでもない。

　十六夜は廃はい墟きよの暖だん炉ろに火を付けつつ、少し虚こ空くうを見る。

「………ああ。昔、俺と同い年の白皮症の奴やつが居た」

「ほほう？　友人か？」

「親友だと思ってたよ」

　今度こそプリトゥはびっくらこいた。

　その驚おどろき様は、普ふ段だんのこの大人な雰ふん囲い気きを持つ女性からは考えられないリアクションだっただろう。だがそれも致いたし方ない。幾いくら仏様でも、選よりにもよってこの逆さか廻まき十六夜から「親友」などという言葉が出てくるとは思わなかった。

　口元に好こう奇きの色を浮かべたプリトゥは、意地悪そうな笑えみを浮うかべて十六夜に近寄る。

「驚いたぞ。選りにもよってお前から親友なんてワードが飛び出るとは」

「そりゃこっちこそ心外だ。俺が親友を口にするのはおかしいか？」

「逆廻十六夜が、というよりだ。親友なんて言葉は『心に思うことはあっても口にするのは恥はずかしいワードランキング』でもベストⅢに入る言葉だろう？」

「………。それは神様の偏へん見けんだと思うが。ちなみに残りの上位二つは？」

「〝愛してる〟と〝殺してやる〟。この二つも口にするのは恥ずかしいし勇気がいるな。───それより、逆廻十六夜の親友だ。どんな御ご仁じんだったのだ？」

　プリトゥの興味は簡単に尽つきない。その眼光はさながら獲え物ものを見つけた時の雌め豹ひようの様だ。だが当の十六夜にとっては、そんな茶化され方をして話すようなことでもない。

　バツが悪そうに頭を搔かきながら、十六夜は話を戻もどす。

「それより、だ。此こ処こで粒子体の研究をしていた奴らはどうして白皮症患かん者じやを実験体に使っていたのか。それが問題だ」

「………ぬ。露ろ骨こつに話を戻したな。だが確かに考えてみれば妙みようだな」

　残念そうに笑みを消し、顎あごに手を当てて思考するプリトゥ。常人より病に罹かかりやすいアルビノの人間を実験に使っていたのは何か理由があるのかもしれない。

　だがそれは門外漢の二人には調査のしようのないことでもある。

　十六夜は立て続けに言葉を放つ。

「この美白少女を調べれば何かわかるかもしれない。粒子体研究の被験体なら尚なお更さらだ。〝エヴリシングカンパニー〟に保護を求めたほうがいい」

「………一理ある、か。仕方ないな。十六夜の親友の件はまたいつか聞くとして」

「全力で忘れろ。さっきのは気の迷いだ」

「ふふ、残念だがあきらめろ。地母神はデバガメ精神旺おう盛せいなんだ、母だけに。───取り敢あえず、調査の為ためにも、まずは少女の保護に勤いそしむ。この少女が研究施し設せつの在処ありかを知っているという前提になるが」

「状じよう況きようを鑑かんがみれば、何か知ってると推測したほうが健全だ。異能に加えて足枷と鎖くさりが付いてるんだぞ。研究施設から逃げて来たって考えるのが普ふ通つうだろ。理想的なのは焰に連れん絡らくしてこの美白少女に適切な治療を───いや、ちょっと待て」

　十六夜は緩ゆるんでいた表情を緊きん迫ぱくさせる。

　寝ねているアルビノの少女に歩み寄った十六夜は、少女の足枷に付いていた鎖に触ふれた。

「………プリトゥ。見ろ、この鎖。切断されてるぞ」

「何？」

　身を乗り出したプリトゥは足枷の鎖を手に取る。鋼はがねで出来た冷たい鎖は、先ほどの爆発の様に破は壊かいされていたわけではなく、鋭するどい刃は物もので切断された跡あとが残っていた。

　独力で逃げ出したのではないとすると、少し話が変わってくる。

「切断………ということは、この少女ではない人物が彼女を逃がした？」

「それもさっきの話に出てきたような、同じ系統の力を持った奴やつじゃない。鉄を切断したってことはもっと別の要因があったのかもしれない」

　二人は視線を交かわして共に状況を推理する。

　アルビノの少女が施設から逃にげ出して樹海を彷徨さまよっていたのは間ま違ちがいない。

　問題は独力で逃げたのか、被ひ験けん体たいたちが協力して逃げたのか。

　それとも、第三者が逃がしたのかだ。

「研究施設内でのトラブルに乗じて逃げ出したか………或あるいは、研究施設を襲おそった第三者によって起きた混乱に乗じて逃げてきたか」

「ああ。焰の話だと粒子体を研究している組織は少なくとも二つは存在しているはずだからな。………参ったぞ。こんなことならもう少し詳くわしく話を聞いておけば───」

　その時、ピピピッと簡素な着信音が鳴り響ひびいた。

　胸むな元もとの振しん動どうに手を当て、二人は共に顔を見合わせる。

「………着信？　焰からか？」

「………おう。あの野や郎ろう、実は衛星から監かん視しでもしてるんじゃねえだろうな」

　噂うわさをすれば何とやらというが、いくら何でもタイミングが良すぎる。

　衛星から監視というのは冗じよう談だんにしても何かしらの形で見張られているのではないかと勘かん繰ぐるのは仕方がない。焰自身にそんな趣しゆ味みはなくとも、彼の周りにはそれを行いそうな人物がいくらでも転がっていそうだ。

　十六夜は嫌いやな予感に駆られながら苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのような顔をして電話に出た。

『───うわ、マジかよ。本当に繫つながったぞ釈とく天てる！』

『流石さすが女じよ王おう！　前回もそうだが、箱庭から電波を飛ばせるとかもう何でもありだな！　ともあれこれで首の皮一枚繫がった！』

　携けい帯たい電でん話わの向こうから焰と御み門かど釈天の歓かん声せいが届く。

　十六夜は少し驚おどろいたように片眉を上げた後、プリトゥにも聞こえるように電話をハンズフリーに切り替かえた。

「なんだ、二人とももう箱庭に入ってるのか？　開会式までもう少しあるだろ？　抜ぬけ駆がけとかズルいじゃねえか」

『抜け駆けってほどの事でもないだろ。粒子体の研究や疫えき病びようの治ち療りようも目め途どがついたし、今日から夏休みってことで一足先に異世界旅行を楽しみに───』

『って、そんなこと話してる場合じゃないでしょ姉弟ブラザー!!』

　今度は焰の携帯電話を奪うばい取り、彩あや里ざと鈴すず華かが出た。

『ちょっと聞いてよイザ兄にい！　私たち釈天の作った借金の所為せいで死にかけたんだけど！　むしろ今も結構なピンチなんだけど！　此このままじゃ彩あやちゃんと上うえ杉すぎさんと鈴華さんで、美少女メイドセットとして売られちゃいそうなんだけどッ[image: !!!]』

「………はい？」

　二人は小首を傾げ合う。流石に何を言ってるのか理解しかねたのだろう。

　隣となりに居たプリトゥは冷静に問い直す。

「鈴華。私だ。プリトゥだ」

『へ？　───あ、プリトゥさんも一いつ緒しよだったんだ。同じ職場だもんね。今回はうちのイザ兄がお世話になってます』

「いやいや、此方こちらこそ世話になっている。それより落ち着いて説明して欲しい。お前たちは今、釈天と共に箱庭にいるのか？」

　ハッと十六夜は目を見開く。確かにそれは不自然だ。身分を隠かくしているはずの釈天が共に箱庭に居るというのは疑問が残る。

　すると次は釈天が電話に出た。

『プリトゥ。その話は後だ。まずはお互たがいの用件を伝え合いたい。女王の話だと、そっちからも焰に質問があるんだろ？』

「それはそうかもしれないが、先に其方そちらの用件を問いたいな。我が社の社長が借金苦に思い悩なやみ遂ついに美少女売買を行ったというなら、私も出るところに出ねばならない」

　凍こごえるほど冷たいプリトゥの声に、釈天は小さく悲鳴を漏もらして息を吞のむ。

『いやその………参ったな。俺は直接的に悪くねえっていうか、むしろ被ひ害がい者しやというか』

『ハア[image: !!?]』

『はあ[image: !!?]　いやちょっとお前ソレマジで言ってんのか、いい加減にしねえと柴しば又またの仏像と一緒に隅すみ田だ川に沈しずめるぞ糞トク天テル[image: !!!]』

『………我が父よ。俺が言うのもおかしな話ですが、それは流石に無理があります』

　焰と鈴華、そして聞き慣れない少年の声に二人は首を傾げる。

　ともあれ隅田川と云いえば柴しば又また帝たい釈しやく天てんのおひざ元である。その河か川せんに仏像が捨てられるようなことがあっては軍神の面子メンツも丸まる潰つぶれになること間違いない。

〝護法十二天〟としてもそれは流石に避さけたかった。

　此のままでは何時いつまで経たっても話が纏まとまらないと思ったのか、現場に居る唯ゆい一いつの常識人代表・久く藤どう彩あや鳥とが電話に出た。

『プリトゥ。そして先せん輩ぱいのお兄さん。先に此方の用件を伝えてもいいですか？』

「ん？　………ああ、仮面のお嬢じよう様さまか。アンタなら冷静に状況を聞けそうだ」

『ええ、まあ。ですがその呼び方は止やめてください』

　十六夜が口にした呼こ称しように少し恥はずかしそうな素振りを見せる彩鳥。

　何か言いかけた十六夜だが、いい加減に話を進めるべきだと判断したのだろう。




　久藤彩鳥は今朝の事───西郷焰が帰国してからの出来事を語り始めた。
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　夏───真っ盛りだった。

　肌はだを焼く熱い日光は日々強さを増してその猛もう威いを振ふるっている。三日前から最高気温を更こう新しんし続けている東京では、熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれる人物も少なくない。

　美び麗れいな金の御お髪ぐしから汗あせを滴したたらせている久く藤どう彩あや鳥とは、噎むせ返りそうになるほど熱された車内で、憔しよう悴すいしきった表情で運転手の女性に話しかけた。

「………上うえ杉すぎさん」

「何だ？」

「現世うつしよの地じ獄ごく………とは、東京の真夏を指すのかもしれません。路面から立ち昇のぼる陽炎かげろう、人ひと肌はだより温ぬるい水道水、出力最大にしても効かない壊こわれた冷れい房ぼう機器。この三重苦に日々晒さらされながら学業や就業に勤しまねばならないのは正に人界の世の業でしょう。学び続け、働き続けた先には何があるのか、人生の終着点は何なのかとかうんたらでかんたらでつまりその、神の御み業わざでこの場だけでも何とかなりませんか？」

　ブラウスの第一ボタンを外している彩鳥は、ほとほと参ったように嘆なげいた。

　淑しゆく女じよとしての教育を受けている彼女にしては珍めずらしく杜ず撰さんだ。

　年不相応に育っている豊満な胸元に薄うっすらと滴したたる汗は、異性の視線を釘くぎ付づけにしてしまうほど蠱こ惑わく的である。

　私服が許されている私立の学校ではあるが、今の彼女の姿を見れば生徒指導に呼び出されることは間違いないだろう。自然体にも拘かかわらず視覚的に不健全とは此れ如何いかに。

　対照的に運転席に座っている黒くろ髪かみのポニーテールの女性───上杉と呼ばれた彼女は、この猛もう暑しよの中で衣服を着き崩くずすことなくスーツに身を包んでいた。

　上杉と呼ばれたスーツの女性は、逡しゆん巡じゆんすることなく無む慈じ悲ひに告げる。

「悪いが、私ではどうにもならんな」

「そこをなんとか」

「ならん。耐たえろ」

　即そく答とうである。そしてやはり無慈悲である。取りつく島もないとはこのことだ。

　この殺人的な暑さの中で眉まゆ一つ歪ゆがめることなく黙もく々もくと運転していられる鉄の心は、彩鳥も見習うべきなのかもしれない。
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　だがそれはそれ、此れはこれだ。

　冷房機器を稼か働どうさせずに東京の夏を過ごすなど自殺行こう為いに等しい。熱中症に罹かかって倒れたという患かん者じやは日々増大し、報道機関を騒さわがせていた。

　彩鳥は脱だつ力りよくしながら、車の窓の外を見る。

「プリトゥなら車の点検整備を怠おこたる様な事はなかったのですが………仕方がありません。文明の利器に頼たより切ったこの現代の環かん境きようで甘やかされていたから、私の腕うでも鈍にぶったと考えられます。今日のところは精神修しゆ行ぎようの一いつ環かんと受け止めておきましょう」

「この程度の暑さに耐えたところで修行になんぞなるか。鈍っているというなら鍛きたえなおせばいい。今なら暑さの憂うさ晴らしに付き合ってやらんでもないぞ」

　上杉女史も暑さで苛いら立だっているのだろう。語ご尾びも内容も普ふ段だんより荒あらい。しかし彩鳥は少し意外そうに顔を上げた。

「上杉さんが修行に？」

「ああ。プリトゥ様の代役とはいえこの様な小こ姓しようの真似まね事ごとをさせられるより、よほど私の仕事に見合っている」

「それは………確かに、妙みよう案あんですね。私としても願ってもない申し出です。時間があるときにでも是ぜ非ひ一手お願いしたい」

　捨て鉢ばちに言い捨てる上杉女子だったが、彩鳥の食いつき方は彼女にとっても予想外だったらしい。

　彼女が何者かを知るのであれば、修練に付き合って欲しいとは軽々しく口にできない。

　上杉女史は赤信号に差し掛かかったところで、バックミラー越ごしに彩鳥へ問うた。

「期待しているところすまないが、私は指導の経験など殆ほとんどないぞ。いいのか？」

「手合わせだけでも光栄なことです。最強の武神衆と名高き〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〝の一柱にして〝毘び沙しや門もん天てん〟の神格を預かる御お方かた───越えち後ごの龍りゆう・上うえ杉すぎ謙けん信しん公が私の鍛たん錬れんに付き合ってくれるのであれば願ってもない。丁度私も、お家いえ騒そう動どうの鬱うつ憤ぷんも発散したかった所ですから」

　彩鳥は畏い敬けいを込めてその名を口にする。

　聞く者が聞けば飛び上がるほど驚いただろう。

　彩鳥は少し楽しそうに足を組んで微笑ほほえむ。

「初めてお会いした時から、上杉さんの存在は疑問に思っていたところでした。上杉謙信公の女性説は小耳に挟はさんだことが事があったものの、こうして目の前に顕けん現げんされると別の衝しよう撃げきを受けずにはいられない。川中島の戦いを代表とした様々な遠えん征せい武勇伝………この機会に体感し、詳つまびらかにしてみたい」

「なんだ。貴様も結局は私の秘密が狙ねらいか？」

「それも本心ですが、手合わせ希望も本心です」

　取り繕つくろうことなく胸を張って告げる彩鳥。

　珍しく、楽しそうな声こわ音ねで応じる上杉女史。

　しかし彼女が上杉謙信公であると聞かされても、首を傾かしげずにはいられないだろう。

　越後の龍、毘沙門天の化身アバター───上杉謙信公と聞いて知らぬ日本人はいない。

　戦国時代最強の武将として最初に名が挙がるのがこの上杉謙信公という武将である。

　織お田だ家、武たけ田だ家、北ほう条じよう家といった日本屈くつ指しの武将たちと戦い震ふるい上がらせた上杉謙信は、その生しよう涯がいで七〇の戦場を踏ふみ越こえ、僅わずか二回しか敗戦しなかったと伝えられている。

　万ばん夫ぷ不当の将軍として名を馳はせた上杉謙信は、自身を〝毘沙門天の化身アバター〟と称しようし、己おのれの御旗に〝毘沙門天〟を示す『毘の一字』と、〝不動明王〟を示す『懸かかり乱れ龍』の旗を掲かかげていたという。

　上杉謙信公が〝毘沙門天〟の神格を預かり代行をこなすというのはそれほど違い和わ感かんのある話ではないのだが───問題は、彼女の性別だ。

　彩鳥が口にするように上杉謙信公の女性説は無いこともない。

　特にスペインの特使が書き記した報告書には〝上杉謙信女性説〟を裏付ける確かな証しよう拠こも存在している。国内でも性別を疑うような唄うたが残っているなど、完全な俗ぞく説せつと切って捨てられるようなものでもないのだが───そもそもの問題として、彼女の容姿を一目見れば、その秘密を守る為ためには神々の介かい入にゆうが無ければ不可能だとすぐに悟さとるだろう。

　何せ上杉女史は口さえ開かず、武器も持たず黙だまって座ってさえいれば、大和やまと撫子なでしこの見本のような容姿をしているのだ。

　白雪の様に透すき通った肌と、長く艶つややかな黒髪を解けば、誰だれもが息を吞のんでその姿に見み惚とれるに違ちがいない。

　初めて会った時の着物姿は、今でも彩鳥の心に焼き付いていた。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は百合ゆりの花───という言葉が、脳のう裏りを掠かすめたほどである。肉体・外見年ねん齢れいも十八歳と歳が近く、前々から話を聞いてみたい一人だった。

　彼女が如何なる使命を帯びて護神〝毘沙門天ヴアイシユラヴアナ〟の代行として上杉謙信公を名乗り、神格保持者として顕現しているのか。興味は尽つきないだろう。

「ふふん、いいだろう。西せい欧おうの武技には私も興味があった。プリトゥ様が海外出張から帰ってこられたら、私の護衛職も終わりだ。それ以後なら幾いくらでも受けてたとう」

　少し強めにアクセルを踏んだ上杉女史は、口元に僅かな笑えみを浮うかべて受じゆ諾だくする。

　目的地である〝カナリアファミリーホーム〟まであと僅かだ。

　彩鳥は自分の胸むな元もとが開けっ放しであることを思い出し、自省した様に頰ほおを僅かに染め、いそいそと恥ずかしそうにボタンを留めた。

「ところで………プリトゥは何方どちらの国に出張へ？」

「なんだ、聞いていないのか？」

「直接の雇やとい主は私ではなく、お母様ですから。先せん輩ぱいのお兄さん………ええと、十六夜いざよいさんと一いつ緒しよに、南アメリカ大陸へ出張に出かけたという話は伺うかがっていますが」

　彩鳥は少し真しん剣けんな表情になって話を続ける。南アメリカ大陸と云えば、〝天の牡お牛うし〟が発生した地域でもある。何か新しい事件が起きたのではないかと勘かんぐったのだろう。

　上杉女子はどう話すべきかしばし逡巡した辺りで丁度、孤こ児じ院いんの前に着いた。

「わかった。それについてもまとめて話そう。丁度、釈とく天てるの奴やつも来ているようだからな」

「釈天さんが？」

　彩鳥は意外そうに孤児院のガレージを見る。

　ガレージには釈天の愛車が置かれていた。

　上杉女史は車を止めると軽く汗を拭ぬぐい、車の扉とびらを開いて彩鳥をエスコートする。

「あれから三カ月経たち、我々も考えを改めた。箱庭の存在を知られた以上、私たちの存在を西さい郷ごう焰ほむらに隠かくしておくことに利益がない。ならばいっそ全すべてを詳らかにして、西郷焰に協力した方がいいのではないかという結論になった」

「な、なるほど。ですが、先輩や鈴すず華かが理解してくれるでしょうか？」

　彩鳥は不安そうに眉を顰ひそめる。

　何せ幼いころから自分の世話をしていた人物が、『実は帝たい釈しやく天てんなのだ！』と名乗ったところで、信じてもらえるとは思えない。笑い話でしかないだろう。

　しかし上杉女史は胸を張ってハッキリと答えた。

「否いや応おうなしに釈天が納なつ得とくさせる。釈天はああ見えて普段は女にだらしなく酒にだらしなくしかも浪ろう費ひ家という人間の膿うみを掃はき溜ためたゴミクズのような男だ。此れだけ帝釈天の神格に類るい似じした男はそういまい。むしろ神名を明かすことで納得するに決まってる」

　うむうむ、と自信満々に頷うなずく上杉女史。

　部下に此こ処こまでハッキリ駄だ神しんと宣言される神しん霊れいも少ないに違いない。

　彩鳥から見ると其そ処こまで駄だ目めな神様には見えないのだが、接する機会が多いと欠点が見えてきてしまうのかもしれない。何はともあれ、今日は今後の方針を立てる重要な日だ。

　夏休みに入って焰たち三人も時間が出来た。

　太陽の主権戦争が始まるまでに決めておきたい事は沢たく山さんある。釈天たちの事は神霊と説明しなくとも、箱庭関係者とでも言っておけばいいだろう。

　彩鳥は姿勢を正し、気合いを入れて孤児院のロビーの扉を開いた───が、その時。

　孤児院の中から、西郷焰と彩あや里ざと鈴華の大だい絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。




　　　　＊




「───此れよりッ[image: !!!]　第二十四回〝御み門かど釈天ぶち殺す〟裁判を開始する[image: !!!]」

「ちょっと待って！　それ裁判になってねえから！」

「クソうるせえ、被ひ告こくは黙ってろッ[image: !!!]」

「仏の顔も二十三度までだコノヤロウ[image: !!!]　今回ばかりは鈴華さんも堪かん忍にん袋ぶくろがバーニング、怒ど髪はつが天元突とつ破ぱのオーバーワールドてなもんだぜチクショウめッ[image: !!!]　大人しく公正寛かん大だいな魔ま女じよ裁判を受けやがれ[image: !!!]」

　バンバンバンッ[image: !!!]　と、机を叩たたいて吼ほえる三者。

　二人は有りっ丈たけの憤ふん怒ぬと侮ぶ蔑べつを込めた視線で彼───御門釈天を睨にらんでいる。般はん若にやを彷ほう彿ふつとさせるほどに二人は怒いかり狂くるっていた。

　彩鳥と上杉女史の二人は呆あつ気けにとられたようにロビーの入り口で顔を見合わせる。

「何か盛り上がってるようですが………ど、どうしましょう？」

「流石さすがに入りづらいな。少し様子を見よう」

　二人はロビーの前にある扉に耳を当てて、中の様子を窺うかがう。

　裁判は焰＆鈴華ペアによる一方的な展開が繰くり広げられているらしい。

　焰は釈天が弁明する余地を与あたえず、その顔面に銀行通帳を叩きつけた。

「罪状ッ[image: !!!]　この孤児院の通帳に入っていた報ほう奨しよう金、及および援えん助じよ金が、何者かによって使い込まれていた！　俺が伝でん染せん病の検査の為にヨーロッパに渡っている間、通帳の出金が可能だったのは、鈴華と彩鳥と釈天の三人のみッ[image: !!!]　よって原告側は、此れらの犯行を御門釈天の横領によるものと断定ッ[image: !!!]」

「いきなり断定!?　しょ、証拠は!?　俺が犯人っていう証拠は!?」

「証拠提示その一！　通帳から減っていた金額は累るい計けいで五億円！　当然だけどＡＴＭでの引き出しは不可能です、鈴華検事！」

「原告からの訴うつたえを受けた検事側は、この証拠を元に近きん隣りんの提てい携けい銀行に問い合わせた！　すると受付のお姉さんから『孤児院のお金？　なら何時いつものおじさんが全額引き出していったわ♪』と、笑顔で証言してくれました！」

「よし、有罪!!　ギルティだッ[image: !!!]」

「ギルティだ[image: !!!]　ギルティだッ[image: !!!]」

「ちょ、ちょっと待て、異議あり！　それでは証拠不十分だ!!　その銀行員の証言にある〝何時ものダンディなおじさま〟が俺である証拠は[image: !!?]」




「「同じ銀行で二十三回も横領を繰り返してる常連が何をほざく、この人間の屑くずッッ[image: !!!]」」




　ゴガシャァンッ[image: !!!]　と、二人の飛び膝ひざ蹴げりが、釈天の側頭部を打ち付けた。

　ソファの脚あし元もとで正座させられていた釈天はバウンドしながら壁かべに叩きつけられ、そのまま動かなくなった。どうやら自己弁護の時間は終しゆう了りようしたらしい。

　二人は肩かたで息をしながら、これ以上ないくらい深いため息を吐つき、同時に肩を落とす。

　そんな中、ポカン───と、半口を開いたまま、話についていけていない少年がいた。

　三カ月前に起きた〝天の牡牛〟事件以降、この孤児院〝カナリアファミリーホーム〟に引き取られた少年・アステリオス。

　彼は現在、近所のフランス料理店〝ドン＝ブルーノ〟で働きながら孤児院に住まわせてもらっている。何の説明もなく突とつ然ぜん連れて来られた彼は、店のエプロンを付けたまま、裁判官席に座らされていた。

　息を整えた焰は、流れに付いていけていないアステリオスに向き直って問う。

「ではアステリオス裁判長。公明正大な判断と、有罪判決を」

「お、落ち着け焰。仕事の最中に突然連れてこられて、裁判長をしろ、と言われても………こう言っては悪いが、俺が生まれた時代にはそもそも貨か幣へいという概がい念ねんが存在していなかった。だから罪状がよく分からないし、焰たちが何を怒おこっているのかもよくわからない。加えて言うなら、昼食時の忙いそがしい時間に抜ぬけ出した罪悪感が強い」

　第三者として最低限の裁量を求めて連れてこられたのだろうが、当のアステリオスは事情をよく理解していないまま、ほぼ空っぽになった銀行の通帳を拾う。

　勤労の義務は理解しているようだが、まだこの時代の対価交こう換かんを理解するほどではないようだ。貨幣の事は物々交換の延長線上としか思っていないのだろう。

　困ったように小首を傾げるアステリオスに、焰はむっと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「あ、そっか。ミノタウロスが生きた時代………青銅器時代にはまだ、貨幣システムがなかったんだっけ」

「アステリオス君は紀元前二〇〇〇年の時代の出身だもんね」

「そういうことだ。今の時代よりもっと単純な物々交換ならばあったんだが………公平な裁判をするためにも、食料の備び蓄ちくとかで喩たとえてくれないか？」

「そ、そうだそうだ！　裁判官に理解出来ない証拠では意味がない！　あと被告としては弁護人の召しよう喚かんを希望する！　今すぐに我が社から優ゆう秀しゆうな人材を、」

「よろしい、ならば私が引き受けよう」

　バンッ!!　と、タイミングを見計らったように扉を開く上杉女史。

　わわわ、と盗ぬすみ聞きがバレて慌あわてる彩鳥。

　釈天は蒼そう白はくになって叫さけんだ。

「ゲェ、上杉!!　ちょっと待てコラ、お前は呼んでない！」

「遠えん慮りよするな。本来なら閻えん魔まの王を呼ぶところだが、彼はいま出張中だ。上杉の名にかけて、公明正大な判決を約束しよう」

「違ちげぇよ、呼んだのは弁護人だよ！　誰も脳筋ブラック裁判長とか呼んでねえから！」

　全くである。しかし同情の声はない。

　上杉女史は仕事用の伊達だて眼鏡めがねを取り出すと、先ほどの証拠をまとめ始めた。

「被ひ告こく人にんが犯人である証拠を纏まとめよう。

　①被ひ害がいにあった銀行口座を動かせたのは御門釈天、彩里鈴華、久藤彩鳥の三人のみ。

　②銀行窓口では、口座から引き出したのは男性だと証言。

　③尚なお、御門釈天は先月も歌か舞ぶ伎き町ちようで多大な借金を作っている為、動機も十分である」

「ちょ、なんでソレを、」

「またかッ!!　また借金したのかッ[image: !!?]」

「今度はどんな女に入れ込んだ[image: !!?]　異国で親に売られてきた可哀かわい想そうな少女か[image: !!?]　新興宗教に騙だまされた未亡人か[image: !!?]　それとも………臓器転売用に仕入れられた違い法ほう入国者か[image: !!?]」

　パン、と彩鳥は何かを察した様に両手を叩いた。

「………あ、無断で助成金を使い込んだってそういう………」

　今日の今日まで横領の事実を知らなかった彩鳥だが、表に出せないそういう理由があるのなら仕方がない。警察沙ざ汰たにして事実をそのまま伝えてしまえば、救ってしまった女性たちも法ほう廷ていに呼ばれることになる。焰と鈴華もその事情を理解している故ゆえに、私し刑けいで止とどめているのだろうが───それはそれ、コレはコレである。

「くっ………此処まで知られていてはシラを切るのは不可能か………[image: !!!]」

「いや、とうの昔に詰つんでいたと思うが。大人しく裁きを受けろ」

　上杉女史は冷静に親指を下に向けてギルティサインを出す。無む慈じ悲ひである。

「………で？　残高は？」

「ない。とある事件に巻き込まれた義ぎ兄妹きようだいを救う為ために、全額使い果たしたでございます」

「馬ば鹿かじゃないの[image: !!?]」

「五億だぞ五億ッ[image: !!!]　五十万でも五百万でもねえ、五億円だッ！　いったい何に使えばこんな短時間で消費できるんだこの糞トク天テル！」

　ギルティだッ[image: !!!]　ギルティだッ[image: !!!]　と鬼おにの形相で怒り狂うブラザーズ。

　あと二、三発殴なぐり飛ばしてやりたかったが、今はそんな暇ひますら惜おしい。

　明日食う飯に困るとはこのことだ。

　西郷焰個人に支し払はらわれる報奨金は、今回のヨーロッパ遠えん征せいが終わってから半月後の支払いという事になっている。つまり今は無一文。此このままでは孤こ児じ院いんが干ひからびる。

「くそ………どうする？　既すでに借金返済に使われてしまったという事は、手元に残ってないっていうのも本当だと鈴華さんは思うんだけど。どうしよう姉弟ブラザー？」

「不味まずいぞ兄妹シスター。孤児院創設以来、二回目の大ピンチだ。何時もならワンパンチ＆ワンキック＆三倍返済で許していたけど、今回は金額が違ちがう。異世界に行ってる場合じゃねえ。こうなったらもう釈天の臓器を売っぱらって足しにするぐらいしか、」

「せ、先輩。それに鈴華。釈天さんものっぴきならぬ事情があったと思われます。今回は私が生活費を立て替かえておきますから、それで納めてもらえませんか？」

　彩鳥はそう言って鞄かばんの中からカードを取り出す。無制限ブラツクカードを見て腰こしが引ける鈴華だが、焰の表情は暗い。

「いや………彩鳥お嬢じよう様には借りが沢山ある。これ以上は人道的に借りを作りたくない。全面的に釈天に付けてくれるっていうなら話は別だけど、そんな迷めい惑わくかけるわけには、具体的な数字を言うと二〇〇万円も借りるわけには、」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ツケは釈天さんと先せん輩ぱいに９：１の比率で付けておきますから。お金ではなく行動で返してくださいね」

「………あ、結局は焰にも貸し付けるんだ」

　流石は彩ちゃんだね、と感心する鈴華。

　裁判長席に座らされていたアステリオスは時計を確かく認にんし………ランチタイムが終了しようとしているのを見て独り、静かにため息を吐いた。




　　　　＊




　───〝天の牡お牛うし〟が暴れ回った事件から三カ月。

　感染症しようによるパンデミックは〝エヴリシングカンパニー〟が製造した〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟の撒さん布ぷと配布によって鎮ちん静せい化し、被害も最小限に抑おさえられたと見ていいだろう。

　開発者である西郷焰もあれからすぐに海外の現地へ向かい、患かん者じやたちの経過や、土ど壌じように撒まかれた病原菌きんの洗せん浄じように付つき添そっていたらしい。其そ処こで確認された二種類の粒子体が、焰の開発する〝星辰粒子体〟の性質に極きわめて近しいものだと判明したのだ。

　御門釈天を簀す巻まきにして吊つるした一同は、上杉女史から用件を伺うかがっていた。

　箱庭からの招待状を手にした彼女は、予定通り自分たちの正体───〝護法十二天〟としての名を明かそうとしたのだが、御門釈天の必死の懇こん願がんによりそれは避さけられた。

　焰はソファの上で胡坐あぐらをかきながら、彼女の言葉を嚙かみ砕くだいていた。

「………ふぅん。釈天と上杉さんが箱庭の関係者、ね」

「驚おどろかないんだな」

「そりゃ、まあ。彩鳥が異世界の………箱庭の関係者って聞いていた時点で、なんとなく想像はしてました。あの台風の日の釈天の言動、どう考えてもおかしかったし」

　ボリボリと頭を搔かきながら、二カ月以上も前のことを思い出す。

　箱庭に召喚されたあの日───西郷焰へ〝不可思議なことが起きてないか〟と忠告しに来た人物が二人いた。

　一人目は〝エヴリシングカンパニー〟のご令れい嬢じよう、久遠彩鳥。

　二人目はこの簀巻きになっている社長───国際的なセキュリティーサービス、及びシークレットエージェントの派は遣けん会社を営んでいる御門釈天である。今は簀巻きに成っているものの、その業界ではかなり有名な傭よう兵へいだという話は焰も聞き及んでいた。

　何せ世界で五指に入る大だい財ざい閥ばつである〝エヴリシングカンパニー〟御ご用よう達たしの傭兵集団だ。

　要人の護衛、テロの未然解明、一個人からは考えられない広すぎる情じよう報ほう網もう。

　敵に回せば草一つ、物音一つ、悲鳴が響ひびく間もなく標的を消し去るその戦せん闘とう能力から、彼の一派を〝軍神〟と呼び称たたえるものも多いという。

　………とてもではないが、簀巻きにされて吊るされている男の二つ名とは思えない。

「プリトゥさんが超ちよう人じんなのは知ってたけど、釈天はパッと見、全く凄すごそうに感じないな。すぐ借金作るし。使い込むし」

「それで、この甲か斐い性しよう無しは何処どこの怪かい物ぶつに所縁ゆかりがあるの？　貧びん乏ぼう神がみとか？」

「それは個人の為に伏ふせておこう。まあ、聞けば納なつ得とくの名ではあると思うが」

　上杉女史は侮ぶ蔑べつを込めて帝みかど釈とく天てるを見る。

　簀巻きの中でシクシクと泣く声が聞こえるが、同情の声は無い。

　彩鳥はコホンと咳せき払ばらいをして話を戻もどす。

「それで、此方こちらの上杉さんの正体ですが───」

「いやそんなの言わなくても分かるだろ」

「上うえ杉すぎ謙けん信しんってそのまんまジャン。上杉家の代理人か何か知らないけど、もう少し名前を伏せる努力をした方がよかったんじゃない？」

「………むっ」

　上杉女史は唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎするが、言葉には出さない。

　彼女とて好き好んで本名を名乗っているわけではないのだ。

　信しん仰こうで霊れい格かくの密度を高めている神しん霊れいや神格保持者は、名を偽いつわるだけでもその霊格を減少させてしまうデメリットがある。加えて毘び沙しや門もん天てんの代行人として再誕させられた彼女にとって名を偽ることは、主神に対する無礼にも当たる。そういう事情があって本名を名乗っているのにこの言われようは些いささか腑ふに落ちない。

　だがそんな上杉女史の不満を余所よそに、焰たちは話を進める。

「まあ、いいや。ゲーム開かい催さいの時期が夏休みにぶつかってくれたのはありがたいし。具体的にどうすればいいんだ？」

「この招待状を開けば、箱庭に再さい召しよう喚かんされる。お前たちは特例として外界との行き来が許されているが、その辺りの諸事情は開会式場に行ってから聞いてくれ」

〝クイーン・ハロウィン〟の旗印が刻まれた招待状を取り出す上杉女史。

　前回はメールで来た招待状だが、今回は封ふう筒とうで来たらしい。

　女王の気まぐれで変わるかもしれない開催の知らせだが、突とつ飛ぴすぎて迷惑を被こうむるよりはいいだろう。

「それじゃ早さつ速そく、」

「あ、ちょ、ちょっと待て！　その前に俺から話しておきたい事がある！」

　招待状を開けようとした矢先、簀巻きにされていた御門釈天が叫んだ。

　一いつ斉せいに冷たい視線を向けられた釈天は僅わずかに押し黙だまるも、怯ひるんでいられない事情があったのだろう。釈天は簀巻きを力で無理やり引き千切って脱だつ出しゆつし、自分の鞄の中から二枚の輝かがやくカードを取り出して二人に渡わたす。

「お前たちにこのギフトカードを渡しておく。まだ持ってなかったよな？」

「ギフトカード？　何それ、お中元？」

「お歳暮？」

「お年玉………では、ありませんね」

　二人の前まえ振ふりに対して、少し恥はずかしそうに便乗する彩鳥。

　釈天は取り合わずに話を続ける。

「このギフトカードがあれば、所持している武具や、非常時に使える生活用具を随ずい時じ持ち運ぶことができる。手に入れた恩恵ギフトはこのカードに収めておくように」

「………へえ。要するに、取り出し可能な四次元カードってわけか」

「そう思っていいぞ。加えて今後のゲーム展開を俺なりに想定し、必要になりそうな恩恵を一式積め込んでみた。このカードを失わない限り、あらゆる局面で役に立つだろう。………まあ、想定外に値は張ったが。まさか武具一式で九桁けたもかかるとは」

　バツが悪そうに頭を搔く釈天。

　一同は虚きよを衝つかれたように目を丸くして耳を疑った。

「九桁って………じゃあ消えた五億円は、」

「スマン、全部このカードと中身に費ついやした！　もっと安くなると思ったんだが、思ったより足元を見られたというか、日ひ頃ごろの俺の行いが悪かったというか、なんというか、その………本当に、すまない。お前たちが太陽の主権戦争に召喚されることを知っていれば、もっと有用な恩恵を俺が作ってやれたのに。長くゲームの主しゆ催さいから外れていた事が裏目に出た。使い込んだ金は必ず返すから、今回は許して欲しい」

　ため息混じりに肩かたを落とす。先ほど言っていた『とある事件に巻き込まれた義兄妹』とは焰と鈴華のことだったらしい。

　彼らが太陽の主権戦争を勝ち抜ぬく為の恩恵をこの世界で用意しようとしたが、想定外の出費を強しいられたというのが事件の真相なのだろう。

「彩鳥。女王から預かったお前の新しい武器も焰のギフトカードに入ってる。あとで確認してくれ」

「わ、私もですか？」

「当然だ。この中で最大戦力はどう考えてもお前なんだから、戦力を増強させておくに越こしたことは無い。鈴華が申しん公こう豹ひようから奪うばった〝開かい天てん珠じゆ〟もそこに仕し舞まっておけばいい」

「な、なるほど。確かに便利かも。ちょっと取ってくる！」

　鈴華はスタタと自室に走って戻る。

　続いて釈天はアステリオスに向き直る。

「アステリオス。お前の所在は非常に難しい。お前は現在、焰たちの〝所有物〟として扱あつかわれている。参加者として扱うことも可能だが、ギフトカードがあればより有用な方法がある。なので今は所有物としての扱いで構わないか？」

「別にいいが、具体的には？」

「其それはゲームが動き始めてから説明する。だから今回はこの孤児院に残ってくれ。俺の読みが正しければ、お前がこの孤児院に残った方が窮きゆう地ちに役立つ事になる」

　釈天の提案を受けたアステリオスは、視線だけで焰に問いかける。

　西郷焰たちは現在、アステリオスを加えて四人しか出場メンバーがいない。其処からさらに出場する頭数を減らすような事をしても良いものかどうか。

　しかし、焰は意外にも簡単に頷うなずいた。

「いいんじゃないか？　ドンの店を断りなくサボるわけにもいかないだろ？　身分不ふ詳しようで雇やとってくれるような店、あそこぐらいしか知らないしな」

「………いいのか？」

「釈天に考えがあるっていうなら、それに乗った方が得策だ。金銭面以外じゃ頼たよりになる人なんだよ、御門おじさんは」

　そうだよな？　と、焰は茶ちや化かしたように告げる。

　だが、釈天はこの言葉を取り合わなかった。

　最後に焰に視線を移した釈天は、今までないくらいに真しん剣けんな表情を見せて問いかける。

「………焰。お前には最後に、どうしても問うておかねばならん事がある」

「な、何だよ藪やぶから棒に」

「お前は本当に、太陽の主権戦争に出てもいいのか？　この太陽の主権戦争に出るというその意味を───西郷焰は、真まことに理解できているのか？」

　御門釈天の発した言葉に、その場に居た全員が息を吞のむ。其れは普ふ段だんの彼からは決して紡つむがれることのない、〝軍神〟の名に違たがわぬ威い厳げんに満ちた言葉だった。

　出会ってからの五年間………孤こ児じ院いんの少年少女には決して見せる事の無かった顔で、釈天は西郷焰に問うている。

　───西郷焰が、太陽の主権戦争に出る理由。

　焰を箱庭に招いた女王は莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを彼に約束したが、それは事後承しよう諾だくに近い。云わば結果論だ。ミノタウロスの迷めい宮きゆうを踏とう破はしたとはいえ、西郷焰は未いまだに当事者からは遠い。

　この神しん魔まの遊ゆう戯ぎを戦っていく上で真の意味で参加者プレイヤーとなる為ために、彼自身の戦う理由を問いかけているのだ。

「………戦う理由、か」

　少し、逡しゆん巡じゆんする。其れを明確にしておかねばならないのはわかっている。戦う理由、立ち上がる理由が明確でなければいざ窮地に陥おちいった時に奮起するのが難しくなる。

　焰自身、この二カ月で十分に熟じゆく慮りよした。

　西郷焰には───主権戦争で、戦う理由が無い。

　だがしかし、出場する理由ならある。

　牡お牛うし座ざに由来する〝天の牡お牛うし〟や〝ミノタウロス〟といった怪物の発生源は箱庭にあったものの、召喚される原因は星辰粒子体にあった。そしてその星辰粒子体を悪用した結果が前回の戦いだ。

　僅か一つの主権を争うだけでも、何千万人という被ひ害がいが出たのだ。

　その災害を引き起こした敵を知る為にも、西郷焰は主権戦争に出なければならない。

「戦う理由………は、無いな。女王には悪いけど、俺は異世界の名めい誉よとかゲームの優勝とかそういうのを目指すつもりはない。出場する以上は最善を尽つくそうと思ってるけど」

「………それでも出場するのか？」

「するしかない。少なくとも〝天の牡牛〟を始めとした化け物どもは、星辰粒子体を悪用して呼び出されていた。そんな組織は見過ごせない。………ただ、敵の解明が最優先でそれ以上の事は特に考えてない。だから無む茶ちやもしない。俺が死んだら孤児院が路頭に迷うことになるし、それは絶対に避さけないと」

　粒りゆう子し体を悪用する組織の全容を知る。

　その為の出場であって、優勝は視野に入れていない。

　釈天は焰の言葉を嚙かみ締しめるように二度三度と頷き、表情を崩くずしてもう一度頷いた。

「星辰粒子体を悪用する敵を見つける、か………そうだな。お前のモチベーションを高く維い持じするにはその理由が一番だ。何より、西郷焰に合っている」

「俺もそう思う。………でもまあ、贅ぜい沢たくを言うなら、一度くらいイザ兄にいと競きそい合ってみたかったけどな」

　苦笑いを浮うかべて首を横に振ふる。

　スカハサの話が本当なら、十六夜は二十歳はたちになると同時に出場権を失う。

　その前に一度くらいは本気でゲームで競い合ってみたかった。此これは紛まぎれもない本心だ。この主権戦争が終われば西郷焰と逆さか廻まき十六夜の接点は完全に無くなるだろう。

　しかしお互たがいの事情が嚙み合わないなら仕方がない。

　きっと自分たちは五年前の日に縁えんが切れ、以降は交わらない星に在ったのだ。

「もし可能なら、イザ兄の調査結果を暇ひまなときにでも教えて欲しい。其そ処こから敵を推測することもできるだろうし、旨うまくすれば俺とイザ兄で挟はさみ撃うちにできると思ってる」

　逆廻十六夜は、故郷の世界から。

　西郷焰は、箱庭の世界から敵の謎なぞを追う。

　その結論に納なつ得とくしたのか、釈天は焰の背中を叩たたいて笑いながら立ち上がった。

「それだけ考えているなら、俺からはこれ以上何も言うことは無い。………まあ、死の危険が無いゲームだ。後は楽しんで来いよ。折せつ角かくの異世界旅行なんだからな」

「おう、その予定。研究も一段落して次の段階に入った。後は〝生命ゲノムの・大樹ツリー〟計画が旨く行けば、環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうの具体的な建造計画も始まる。束つかの間の休きゆう暇かを楽しんでくるよ」

　コン、と拳こぶしを叩き合う。

　此れで御門釈天から問うべきことは問うた。

　上杉女史はタイミングを見計らったように片手を上げて告げる。

「今回の召喚には私と釈天も精せい霊れい列車まで同行する。本当は私ではなくプリトゥ様が招待されていたのだが、あの方には逆廻十六夜の同どう伴はんを務めてもらうことになった」

「あー………まあ、妥だ当とうな人選っすね。釈天の周りでイザ兄に合わせられるのって、プリトゥさんぐらいしかいないだろうし。上杉さんはそれでいいんですか？」

「我が主神の勅ちよく命めいだ。是ぜ非ひもない。それに箱庭には特使として幾いく度どか足を運んだことがある。報ほう奨しようの分くらいは面めん倒どうを見よう」

　雇やとわれの身にしては些いささか威い圧あつ的な物言いではあるが、頼たのもしい事には変わりない。

　鈴華が荷物を纏まとめてロビーに戻もどってくると、一同は集まって招待状に手をかける。

「よし………それじゃ行くか！」

　少しだけ高こう揚ようした気持ちで封ふうを切る。

　招待状の封ふう蠟ろうを破いた途と端たん、周囲が光に包まれ───




　───彼女たちは、上空四〇〇〇ｍ地点へと投げ出された。
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　───大樹と大だい瀑ばく布ふの水上都市〝アンダーウッド〟。

　太陽の主権戦争の開かい催さい地の一つである〝アンダーウッド〟には、土地の権力者の一人である〝猫族ケツト・シー〟の少年ポロロ＝ガンダックが、精霊列車の整備の為に足を運んでいた。

　精霊列車の汽笛は今日も大樹の水上都市に響ひびき渡わたっている。

〝天の牡牛〟によって破は壊かいされた街並みは見事に修しゆう繕ぜんされ、元の美しい景観を取り戻している。赤い煉れん瓦がが敷しき詰つめられた川沿いは、超ちよう巨きよ大だい精霊列車〝サン＝サウザンド〟号の発車を見物しに来た者たちで溢あふれ返っていた。ポロロ＝ガンダックは姉のシャロロ＝ガンダックと共に、乗車予定にある賓ひん客かくに挨あい拶さつをするため走り回っていた。

「くあー………つ、疲つかれた。あいさつ回りはあと何件？」

「今日会う主しゆ賓ひんは次で一段落。明日は火か龍りゆう〝サラマンドラ〟、蛟こう魔ま王おう〝覆ふつ海かい大たい聖せい〟、鵬ほう魔ま王おう〝混こん天てん大たい聖せい〟………そして渡と世せい王〝酒しゆ天てん童どう子じ〟が到とう着ちやく予定だ」

「す、凄すごい顔ぶれっすねー。東洋系は層が厚いわぁ」

「そうだな。鬼おに姫ひめ連盟が〝酒天童子〟と〝混天大聖〟に解体吸収されたから、尚なお更さらにそう感じるのかもしれない。優勝候補の一つである太陽同盟〝アヴァターラ〟や、個人出場の〝サナト・クマーラ〟も東洋系だ」

「西洋系はどんな感じ？」

「筆頭は〝クイーン・ハロウィン〟………と言いたいけど、全体的にちょっと厳しいんじゃないか？　〝来寇の書〟が行方ゆくえ不明のせいで、ケルト神群最強の戦士は召しよう喚かんできてないらしいし。北ほく欧おう神群は没ぼつ落らくの声も高く、優勝候補と呼べるコミュニティはギリシャ神群の〝アルゴー船〟ぐらいだな。このコミュニティは凄いぞ」

「おおー、私でも知ってる有名どころじゃん………[image: !!!]　あの半神ヘラクレスや詩人オルフェウスが所属するコミュニティだっけ？　久しぶりに名前を聞いた気がする！」

　シャロロは手を叩いて瞳ひとみを光らせる。

　特に半神ヘラクレスは太陽の主権戦争に直接関係のある神しん霊れいだ。

　蟹かに座ざと獅し子し座ざは半神ヘラクレスの伝承である〝十じつ戒かいの試練〟のゲームが元となっており、今でこそ十六夜いざよいが獅子座の主権を手にしているが、本来ならこの二つは半神ヘラクレスが所有するべき太陽主権なのである。

「そうそれ。ちなみに詩人オルフェウスはディストピア戦争の英えい雄ゆうでもある。最後に表おもて舞ぶ台たいに出たのは七年前くらいだな」

　ポロロは賓客一覧が載のる書類を捲めくりながら問いに答える。

　主権戦争に参加する者たちは大きく三区分されている。

　ギフトゲームを運営・管理する主催者ホスト。

　ギフトゲームに参加し競い合う参加者プレイヤー。

　ギフトゲームの参加者を支し援えんする出資者スポンサーの三者だ。

　ポロロたちが所属するコミュニティ〝六本傷〟は、彼らを舞台会場まで運ぶ精霊列車の管理を任されていた。名立たる修しゆ羅ら神仏が集つどうこの主権戦争に参加する者の運うん搬ぱんを任されることは望外の名誉でもあり、身の丈たけを越こえた重圧も感じている。緊きん張ちようで疲れ切った顔をしている若き頭首はしかし、何処どこか楽しそうに猫耳をはねさせていた。

「名前を明かしているその殆ほとんどが主催者と出資者。参加者は自身の素す性じようを隠かくしているコミュニティも多い。何処がダークホースになってもおかしくないね」

「ふふん？　本選前の賭と場ばも盛り上がりそうっすねえ。二代目の本命は何処っすか？」

「どっちの本命だ？　本選か？　エキシビションマッチか？」

「どっちもっすよ！　エキシビションマッチだって前ぜん哨しよう戦せんとは思えない、超ちよう大物が揃そろい踏ぶみじゃないっすか！　特に今回はかの有名な〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟からも出場者が出ると聞いて、遠方からもお客さんがどっさりだし！」

「………ああ、そうだったな。借金のカタに出場するんだったっけ、あの御お方かた」

　頭を搔かきながら複雑そうな顔をするポロロ。

　天軍デイーヴアの統とう括かつ神群〝護法十二天〟は名の通り、世界の秩ちつ序じよを担になう最高位の守護者である。その彼らを見み世せ物ものの様に扱あつかうことは果たして良い事なのかどうか、迷う所ではある。

　だがそれと同時に最強の武神衆と恐おそれられる彼らの戦いを見てみたいという気持ちがあった。

　箱庭の世界に生まれた以上、一度は真のギフトゲームに挑いどんでみたいと願うものだ。そしてそれは修羅神仏の作り出した試練に他ほかならない。

　普ふ段だんなら試ためす側にしか回らない神霊が世に降り立ち、形を成して存在している。

　それだけでも奇き跡せきに等しいというのに、その御み業わざを目にする機会を得られるというのだ。倫りん理りの問題を少し横に徐よけても問題はないだろう。

「エキシビションマッチは参加者と主催者たちの親しん睦ぼく会でもあるから、誰だれが勝つとは一いち概がいに言えないなあ。面おも白しろいゲームにはなると思うが」

「そりゃそうっすね。なら本選はどうさ？」

「そりゃあ、我らが敬愛する同盟コミュニティ、〝ノーネーム〟が大本命だろ。十六夜の旦だん那なに敵かなう奴やつなんてそれこそ〝アヴァターラ〟の主戦力だけだろうからな」

　猫耳をピンと伸のばして自じ慢まんげに語るポロロ。

〝ノーネーム〟とは、逆さか廻まき十六夜が所属するコミュニティの俗ぞく称しようだ。

　東西南北に仕切られたこの箱庭の世界で東側を守護し、数多あまたの試練を乗り越えてきた、新進気き鋭えいのコミュニティである。今回の太陽の主権戦争でも優勝候補として噂うわさになっており、彼らを支援しようと集う修羅神仏も少なくない。

　だがシャロロは猫耳を伏ふせ、小首を傾かしげてしまう。

「〝ノーネーム〟かあ………いや、結構厳しいんじゃない？」

「何でだよ。同盟コミュニティを応おう援えんするのは当然だろ」

「そりゃそうだけどさ。肝かん心じん要かなめの十六夜の旦那が箱庭の外に行ってから帰ってこないままじゃ、厳しいと思うっすよ？　他にもレティシア様やクロア様も行方不明って話だしさ。それに優勝候補の〝アヴァターラ〟の出場メンバー見た？」

　シャロロの訴うつたえに、顔を渋しぶくするポロロ。

「………見たよ。凄いメンバーだったな」

「ほんとソレ！　なんなんスかあの究極チート軍団！　英えい傑けつ・神霊共に知らない名前が何一つとして無いんだけど！　平均戦力が神域級第四桁って世界を何回滅ほろぼすつもりだっての！」

　余りの理り不ふ尽じんすぎる戦力差に吠ほえ猛たけるシャロロ。

　彼女が口にする太陽の王群〝アヴァターラ〟とは、それ程ほどに強大なコミュニティだ。

　最強の武神衆と謳うたわれる〝護法十二天〟と同じく、世界中から集められた英傑・神霊で構成された混成神群。或あるいは王群ともいえるだろう。

　印いん欧おう圏けんから集められた彼らは欧おう州しゆうにも通じ、北欧の終末に現れる巨きよ人じん族も籍せきを置いている。仏門の開祖も籍を置く〝アヴァターラ〟は世界の末世に於おいて〝未来を救う救世主〟を迎むかえる為ために作られたものだからだ。

　その戦力は尋じん常じようではない。全員が揃えばこの神々の箱庭を脅おびやかすことさえ可能だろう。それに加えて牛ぎゆう魔王や申しん公こう豹ひようといった著名の魔王たちや英傑も手を貸していると聞く。

　中ちゆう華か圏けんの魔王や神霊たちまでもが主催者として手を貸しているとなれば、その下部コミュニティも付いてくるだろう。

　正に向かうところ敵無し。不動の優勝候補である。

「主戦力を欠いた〝ノーネーム〟が何処まで勝ち残れるかなあ。もしかしたら初戦敗退なんて大おお番ばん狂くるわせも、」

「ねえよ。それだけは絶対にない。───シャロロは忘れたのか？　十六夜の旦那が所属する〝ノーネーム〟にはもう一人、人類最高位の問題児がいることを」

　人差し指で、参加者リストをパチンと弾はじいて一つの旗を見上げた。

　どうやら話し込んでいる間に目的地に着いたようだ。

　最後の主賓が待つ車両にやってきたシャロロは、ハッと息を吞のむ。

　掲かかげられたのは紅あかい布地に金きん縁ぶちの旗。希望の丘おかに立つ少女を刻んだその旗印は、現在の箱庭で英雄視されているコミュニティの一つ。

〝名無しノーネーム〟という逆境に負けず今日まで戦い抜ぬいて来た彼らには、その名を歴史に伝えられる事はなくとも、太陽の英傑たちに引けを取らない実力を持つ少女が所属していた。

「ああ………そういえば、もう一人居たっすねえ。確かに春日部かすかべの姉あね御ごが出るならワンチャンアリかも。むしろ問題は食しよく糧りよう庫に在るというべきか、にゃんと言うべきか！」

「ホントそれな。一応の備えとして精せい霊れい列車の食糧庫にはベテランの門番を付けておこう。春日部の姉御でも三み毛け猫ねこに諭さとされれば食糧庫を襲おそったりはしない………とは、思う」

　うむ、と不安そうに頷うなずき合う二人。

　コミュニティの進退より食糧庫が心配とは此れ如何いかに。

「春日部の姉御に会うのは久しぶりだな。シャロロが最後に会ったのはユニコーンの群れを助けに行った時だっけ」

「ウゴゴ、その話は私の前ではナッシング。お姉ちゃんてば地味に死にかけたんだぞ！　本当に最近の姉御のフリーダムさは十六夜の旦那以上───おや？」




　その時、〝アンダーウッド〟の空が光った。

　ポロロとシャロロは遥はるか上空を見上げて何となしに呟つぶやく。

「召しよう喚かん光………〝境界門アストラルゲート〟が開いたのか？」

「最近多いねえ。ゲームの参加者っすね？」

　緩かん衝しよう用の水膜まくが空中へ幾いく重えにも張られており、それを突つき破りながら落ちてくる複数の人ひと影かげを確かく認にんする。

　その中の一つに、見覚えのある巨きよ乳にゆうが居た。

「おやおや？　あの金きん髪ぱつ巨乳っ子はもしや？」

　シャロロはキラリと猫の瞳を光らせて、落下してくる人影を凝ぎよう視しする。

　バシャァンッ[image: !!!]　………と、精霊列車の汽笛より派手な着水音と水柱を上げる人影は、街の喧けん騒そうを搔き消して余りあった。

　川辺の見物客が騒そう然ぜんとなる中、落下してきた人物───久く藤どう彩あや鳥とが、恐る恐る路地に上がる。大河の水に髪かみを濡ぬらした彼女は、隣となりに居た彩あや里ざと鈴すず華かに安否を問うた。

「だ………大だい丈じよう夫ぶですか、鈴華!?」

「………うん。今回はネットっぽい水膜に何回もぶつかったし。結構痛かったけど。というか、箱庭の世界は上空四〇〇〇ｍに召しよう喚かんしないといけない法律があるのかな？」

　無論、無い。

　召喚した女王の趣しゆ味みか、或あるいは様式美の様なものなのだろう。

　前回と違ちがい緩衝の恩おん恵けいが強力に働いてくれたおかげで無傷で済んだが、毎度毎度この召喚方法をされたのでは心臓に悪くて仕方がない。

　全身を濡らした鈴華は、寒そうに身み震ぶるいした。

「さ、寒い………！　とりあえず、何処かで暖まりたいかも！」

「そ、そうですね！　この格好で街を徘はい徊かいするのは非常識です！　まずは精霊列車に向かいましょう、先せん輩ぱい！」

　彩鳥は濡れて輝かがやく金きん髪ぱつを靡なびかせ、後ろに向かって振ふり返る。

　しかし彼女の後ろには、誰も居なかった。

「………先輩？　釈とく天てるさん？」

「あれ？　私たち二人だけ？」

　二人は召喚された瞬しゆん間かんを思い出す。

　西さい郷ごう焰ほむらが招待状を開いた瞬間に二人は箱庭に召喚された。

　───が、箱庭に召喚されたのは彼女たちだけだったかもしれない。

　彩鳥は即そく座ざに蒼そう白はくとなった。

「まさか………女王の召喚に介かい入にゆうしたものが………!?」

「おーい、其そ処この金髪巨乳っ子と貧乳ちゃん！　箱庭にいらっしゃーい！」

「予定より早かったな。借金返済を急せかされたか？」

　ブンブンと手と尻尾しつぽを振って走り寄るシャロロと、皮肉気な笑いを浮うかべて歩み寄るポロロ。二人は即座に二人へ振り返り、不ふ穏おんな単語をオウム返しで問い返す。

「………借金返済？」

「え、何それ。どういうこと？」

　顔を蒼白にさせている彩鳥と鈴華。ポロロとシャロロは意外そうに顔を見合わせた。

「お前たち、招待状を読んでないの？」

「あれれ、おっかしいな。女王から許可は貰もらってるはずだけど。聞いてない？」

「っ、またあの人の仕し業わざか………！」

　彩鳥は歯は嚙がみして大樹を睨にらむ。

　太陽の万ばん霊れい節せつを司つかさどる女王〝クイーン・ハロウィン〟は星の境界線を預かる星霊だ。彼女の境界操作に干かん渉しようできる者など存在しない。彩鳥たちと焰たちが分断された時点で、この悪戯いたずらに女王が干渉していたのは間ま違ちがいないだろう。
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「それで、女王は何処どこに？　〝アンダーウッド〟？　精霊列車？　いえそれより先輩たちは何処に行ったのですか!?」

「お、落ち着きなよ巨乳っ子」

「焰たちなら精霊列車内で行われるエキシビションマッチに招かれてるはず………だけど招待状が無いとしたら厄やつ介かいだな。観客席は全席完売だし、今の精霊列車に入るには貴き賓ひん席に招かれている人にお願いしないと、参加者に会うのは難しいぞ」

「そ、そうなの？」

「ああ。パンフレットを見るか？」

　ポロロの取り出した精霊列車のパンフレットにある図解を覗のぞき込む。

　超ちよう巨きよ大だい精せい霊れい列車〝サン＝サウザンド〟号は太陽の主権戦争の舞ぶ台たいに参加者を運ぶ運営本部でもある。大きな分類としては異界舞台車両、参加者住居車両、特別貴賓車両の三つに分かれており、それ以外の車両は精霊列車の運営と娯ご楽らく施し設せつにあてられている。

　鋼はがねの城じよう塞さいに喩たとえられるこの精霊列車は全長二〇〇ｍという巨きよ大だいな建造物だ。初見でアステリオスが移動城じよう塞さいだと勘かん違ちがいしたのは仕方がない。

　軍事目的に使えばその用よう途とは計り知れないのも確かだ。

　霊脈レイラインを走る精霊列車は物質界の概がい念ねんに囚とらわれることなく走行でき、それこそ海底や地下水脈を突き進むことさえ可能になるという。

　豪ごう華か列車の旅と言えば聞こえはいいが、明らかにオーバースペックだ。

　鈴華は図解に目を通すと、小さく息を吞んだ。

「ひえー………何これ凄すごい。海も越こえられる列車なんだ。でも何処に向かうのが目的なんだろ？」

「そりゃあこの箱庭中を走り回る予定さ！　地底火山だろうが海に消えた大陸だろうが月界の神しん殿でんだろうが依い頼らいされれば何処にだって行けるのが精霊列車の利点だからな！」

　鼻息を荒あらくして自慢するポロロ。如何どうやら彼にとって精霊列車は特別な思い入れのあるものらしい。太陽主権戦争の舞台会場に参加者を運ぶには必要不可欠の恩恵ギフトなのだろう。

　彩鳥は図解をサッと記き憶おくし、時刻表を確認する。

「出発は正午………！　まずい、もう時間がありません！」

「コ、コッソリ乗っちゃうのは？　私の空間転移テレポートならすぐ客車に入れるけど」

　鈴華の提案に、彩鳥は両手を叩たたいた。

「そうか、その手が………！」

「コラコラ、責任者の前で密航の相談は勘かん弁べんしてくれ。流石さすがに見過ごせないぞ。それより貴賓に知り合いはいないのか？　もしくは女王に頼たのむとか」

「無む駄だでしょう。あの人がこんな面おも白しろい状じよう況きように助け船を出すとは思えません」

「じゃあ執事長ロード・バトラーのスカハサを頼たよったら？」

「馬ば鹿かな、私に死ねと[image: !!?]」

　酷ひどい言い草である。だが事実でもあった。

　彼女の師でもあるスカハサは最善を尽つくした末の救きゆう援えんなら喜んで手を貸してくれるだろう。が、逆に言うと最善を尽くさない失敗を許す人間ではない。この程度の細事で手を煩わずらわせれば間違いなく剣けんとか矢とか槍やりとか拳こぶしが飛んでくる。

　しかしこのまま精霊列車に乗り遅おくれて開会式に出られないようなことがあったらそれこそ地じ獄ごくの沙さ汰たを待つことになるだろう。

　こうなると焰たちの安否ばかりか彩鳥と鈴華も厳しい立場になる。

　最悪の場合はポロロとシャロロを人ひと質じちに取ってでも潜せん入にゆうするしかないかと、そんな物ぶつ騒そうな発案が脳のう裏りを過よぎった瞬間───

　貴賓車両の窓から、一人の少女の声がした。

「───あれ？　もしかして、懐なつかしい匂いの人がいる？」

　その声に反応した四人は、同時に貴賓車両の窓に視線を向ける。

　僅わずかな隙すき間ましかなかった車両の窓が大きく開く。

　すると微かすかに甘い香かおりのする風が吹ふいた。

　貴賓室の主あるじは発車前に空気の入れ替かえでもしたかったのだろう。窓まど際ぎわには香こう炉ろが置かれていたが、どうやら彼女には無用の長物だったらしい。

　春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず。暖かい日差しと河辺の瑞みず々みずしい風に負けて昼ひる寝ねをしていたようだ。

　目覚めたばかりの小動物の様に不思議そうに窓から顔を出した少女は、柔やわらかな物もの腰ごしで四人を見つめている。

　彩鳥はその少女を見るや否いなや、大きく息を吞んだ。

「………っ……!?」

　貴賓車両から顔を出した少女は、十六、七歳ほどの年ねん齢れいの愛らしい少女だった。

　髪を鎖さ骨こつにかかる程度に少しだけ伸のばしている為ために大人びて見えるが、その幼い顔立ちは誤ご魔ま化かせない。身み形なりもかなり整えられているのを見ると、貴賓の一人なのだろう。

　シャロロは猫ねこ耳を伏ふせたまま、ぎこちない笑えみで挨あい拶さつをした。

「お、お、お久しぶりです春日部耀ようの姉あね御ご！」

「うん、お久しぶりシャロロ。半年ぶりだね」

　手を振って小さく笑う、春日部耀と呼ばれた少女。

　鈴華はポロロにコッソリ近づいて彼女の素す性じようを問う。

「ねえねえ、ポロロ君や。この小動物っぽい可愛かわいいお姉さんは知り合い？」

「ああ。うちのコミュニティが所属してる同盟の盟主だ。十六夜の旦だん那なの所属してる〝ノーネーム〟の頭首でもあるぞ」

「イザ兄にいの!?　しまった、お世話になってるのに菓か子し折おりも何も持ってきてない！」

　やっちまった！　と額を叩く鈴華。騒さわがしくも律りち儀ぎなのは彼女の美点だろう。

　春日部耀はキョロキョロと貴賓車両の外を見て、意外そうに小首を傾かしげた。

「………あれ？　てっきり飛鳥あすかが帰ってきたのかと思ったんだけど………ポロロとシャロロだけ？」

「ええ。挨あい拶さつ回まわりの締しめに春日部の姉御の下もとに来ました」

「そっか。もうすぐ出発だもんね。そっちの二人は？」

「十六夜の旦那の義妹いもうとさんと、そのお友達です。聞いてませんか？」

　春日部耀は少しだけ驚おどろいたように、二人に意識を向けた。

「………十六夜の義妹？　じゃあそっちの日系の子が鈴華さん？」

「え？　あ、ハイ！　彩里鈴華です！　ウチの義兄あにが異世界でお世話になってます！　あと手ぶらですいません！　次は菓子折り持って挨拶に来ます！」
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「え？　あ、うん。私は春日部耀です。此方こちらこそお世話になってます。………あと菓子折りは和わ菓が子しだと嬉うれしいです。とても喜びます」

　急な紹しよう介かいに驚いて姿勢を正す彩里鈴華と、思いのほか礼れい儀ぎ正ただしい挨拶が来て驚く春日部耀。十六夜の話と違ってキッチリしていて驚いたのだろう。

　春日部耀は風に煽あおられる髪を押さえながら、今度は彩鳥を見た。

「それで、そっちのヨーロピアンっぽい金髪の子は？」

「……………」

　久藤彩鳥は名前を問われるも、答える事無く固まっていた。まるで信じられないモノを見るかのように瞳ひとみを見開いて絶句している。何が彼女をそこまで戸と惑まどわせているのかは定さだかではないが、初対面の相手にこの態度は失礼だろう。

　鈴華は肘ひじで彼女を突つつきながら、小声でその態度を咎とがめた。

「彩ちゃん。挨拶しないと。歳が近くても礼儀は大事っ」

「………え？　あ、はい！　失礼しました！　少し気が動転していて………」

　はて、と首を傾げる鈴華。確かに可愛らしい少女だとは思うが、それこそ彩鳥も負けてはいないだろう。それとも外見以外に何か大きな違い和わ感かんがあったのか。

　改めて自己紹介をしようとした時、精せい霊れい列車の汽笛が鳴った。

　汽笛の音に飛び上がったポロロは思い出した様に手を叩く。

「ああ、そうだ！　此これも何かの縁えんですし、姉御の貴賓車両に二人を匿かくまってもらえませんか？　女王の悪戯に巻き込まれたらしく、二人とも招待状を持って無いみたいなんです」

「別にいいよ。入り口は遠いし、窓から入る？」

「あ、是ぜ非ひともお願いします！」

　おや、と彩鳥は少し不思議がる。鈴華なら空間跳ちよう躍やくで車両の中に跳べるのでは───と口にしようとしたところで、ポロロがパンフレットを渡わたして離はなれる。

「エキシビションマッチが行われてる異界舞台車両は此こ処こから七両先だ。貴賓車両の中を進むのは少し危険かもしれないけど頑がん張ばれよ」

「へ？」

「は？」

　彩鳥と鈴華の二人は同時に声を上げる。貴賓車両に行くだけで危険とはどういう事なのか。しかしポロロとシャロロは関係者車両に向かって足早に走り去っていく。

　精霊列車の二度目の汽笛が鳴り響ひびいた。

「とと、急がないと！　あのお姉さんに事情を話して、焰たちと合流しよう！」

「そ、そうですね！　今はそれが最優先です！」

　三度目の汽笛が発車の合図だということを思い出した二人は疑問を残したまま、春日部耀の居る貴賓車両に跳ぶ事にした。




　　　　＊




　一方、その頃ころ。───〝精霊列車サン＝サウザンド〟号・異界舞台車両。

　西郷焰は箱庭の招待状の書面を読み込みながら、隣となりに立つ御み門かど釈天に対して声を震ふるわせて問うた。

「………おい、糞くそ天てる」

「なんだ？」

「正直に言え。───お前、この展開になるの知ってただろ？」

　西郷焰の尋じん問もんに対し、黙もく秘ひ権けんを行使する御門釈天。

　そしてその隣で放心したように立ち尽くす上うえ杉すぎ女史。

　彼ら三人は今───精霊列車の中にある特設闘とう技ぎ場の中心で、輝かがやく照明を浴びながら観客たちの歓かん声せいを浴びていた。司会進行を任されている黒くろウサギは舞ぶ台たいに召しよう喚かんされた三人を確かく認にんし、ウサ耳を伸ばして高らかに宣言する。

『皆みな様さま、大変お待たせいたしました！　此れより太陽の主権戦争エキシビションマッチ！　疑ぎ似じ主権の争そう奪だつ戦の出場者を紹介したいと思います！』

　雄お々おオオオオオオォォォォォ[image: !!!]　と、精霊列車を揺ゆらすほど大きな歓声が上がる。ギフトゲームには興行という側面がある為、観客を呼ぶのはいい。まだいい。

　問題は、参加者として招かれた西郷焰と上杉女史が何も知らされていなかったことだ。前回と同じように天高く投げ出されると読んでいたが、完全に読みが外れた。女王の仕し業わざかと最初は疑ったが、この招待状を読む限り元げん凶きようは彼女だけではない。

　西郷焰は改めて、手元にある招待状に視線を落とした。




『　─　太陽の主権戦争　第一回エキシビションマッチ　─

　・ゲーム概がい要よう


①数多あまた現れる怪物を退け、太陽のゲームに関連する怪物を打倒（持ち込み可）。

②エキシビションの開かい催さいは一日一回。計二十四回。

③時間制限アリ。一刻以内にクリア出来なければ、次の日に持ち越こし。

④太陽の主権戦争の本選が続く限り何度でも開催。




　・勝利条件：連日ゲームを行い、合計十二匹ひき打倒したチームが第一回優勝者。

　・恩賞条じよう項こう：一いつ匹ぴきにつき恩賞が一つ授じゆ与よ。優勝者は本選を一度だけ有利に進行可。

　・参加条件：何者でも自由参加。飛び入り乱入歓かん迎げい。

　・強制参加：負ふ債さいを持つ者は一つのチームとして参加し当ギフトゲームで返済すべし。




　宣せん誓せい　誇ほこりと御み旗はたの下もと、上記のルールを守ってゲームの主しゆ催さいをする事を誓ちかいます。




〝太陽の主権戦争運営委員会〟印』　






　───グシャァ[image: !!!]




「ふ、さ、い、だ、とッ………[image: !!!]　コレ何をどう読み直しても、負債持ち強制参加枠わくって俺達のことだよな!?　どうして俺が借金持ちになってるんだ!?　しかも異世界でッ[image: !!!]」

「待て、落ち着け焰。まず話し合おう。此れには深い訳が、」

「聞く必要はない、其そ処こをどけ西郷焰！　先ほどはあのようなチョットいい話で煙けむに巻まいたが、今回は弁明無用だこの駄だ神しんめがッ！　我が主神に代わり介かい錯しやくしてやる[image: !!!]」

　上杉女史は愛刀を取り出すと、問答無用で鞘さやを投げ捨てる。

　即そく断だんのギルティ判決に流石さすがの釈天も焦あせった。

「いやだから待て、人の話を聞け脳筋娘むすめ！　招待状にはなんて書いてあった[image: !!?]」

「負債者は強制参加！　借金は報ほう酬しゆうで返せ！」

「よし、ギルティだ[image: !!!]」

　執しつ行こうの掛かけ声と共に煌きらめく剣けん閃せん。刹せつ那なに七度は奔はしる必殺の剣閃を、首の皮一枚で避よけ続ける御門釈天。駄神の説法聞く耳持たずとはこの事だろう。

　観客たちは突とつ然ぜんの殺陣たてに喜んだが、司会進行の黒ウサギは堪たまったモノではない。壇だん上じようを飛び降り、ウサ耳を跳はねさせて驚いた。

『ちょ、ちょ、ちょっとお待ちを！　ゲーム開始前に仲間割れは駄だ目めなのですよ！　負債者チームは四人で一つのチームなのです！　最低でも一匹は打倒しないと借金が増額に、』

「何だそのブラックゲーム!!　テメェ一体いくら借金しやがった!?」

「ち、違ちがう、落ち着け！　本当に落ち着いてくれお願いですからッ！　借金をしたのは俺じゃない！　其処で黙だまり腐くさってる四人目に借金を押し付けられただけですからッ[image: !!!]」

　………四人目？　と怪け訝げんな声を上げる焰と上杉女史。

　そういえば黒ウサギは先ほど〝四人で一チーム〟だと言っていた。負債者枠が全員で四人だとすると、もう一人いる負債者がいる計算になるのだが───




「───申し訳ありません。そこの我が父を、放してはもらえませんか？」




　静せい謐ひつな声が二人の耳を衝つく。

　焰と上杉女史は共に違う意味合いで驚いた。

「我が父………って、は？　コレ？　コレのこと？」

「はい。ソレの事です。ソレが俺の父だと言ったのです」

　青髪の少年が更さらに苦々しい顔で釈天を指さす。

　西郷焰は彼の指さしていた人物に対して驚きよう嘆たんし、今度こそ声を荒あららげた。

「と………釈天の子供!?　結けつ婚こんしてたのかお前[image: !!?]」

「ちょ、ちょっと待て！　本当に落ち着け焰！」

「それは誤りです、其そ処この騒がしき少年。誤解無きように告げると、俺の母と父は婚こん姻いん関係に無い。母には夫が別にいる」

「しかも不ふ倫りん相手の息子むすこ[image: !!?]」

「違ちげぇよ！　そう勘かん違ちがいされても仕方がないけど違ぇよ！　あーもう、ややこしくなるからアルジュナはちょっと黙っとけ！」

　御門釈天がその名を口にした途と端たん───異界舞台車両の観客席から、次々と戸惑いの声が上がった。

　隣に立っていた上杉女史も、釈天の息子を名乗る少年を見て驚きよう愕がくしている。

　それ程ほどまでにその少年───アルジュナは有りえない人物だった。

　雷らい光こうを彷ほう彿ふつとさせる青い頭とう髪はつ。波一つない静かな海を思わせる静謐な瞳。佇まいからわかる育ちの良さは王おう侯こう貴族の雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　その手に握にぎられる神弓には万軍を屠ほふるだけの力が宿っているのは間ま違ちがいない。

「アルジュナだと………[image: !!?]」

　───インド神群の叙じよ事じ詩し〝マハーバーラタ〟の中ちゆう核かくを成す大だい英えい傑けつ。

　数多あまたの恩恵ギフトを授さずかり一時代に於おいて最強の戦士階級クシヤトリヤにまで上り詰つめた男。

　神王インドラの嫡ちやく子し、アルジュナ王子その人が───実に気まずそうな顔で、二人の顔を静かに見つめていた。







[image: 幕間]





　───〝精霊列車サン＝サウザンド〟号・異界舞台車両。

　　　　　神域出身者専用ラウンジ。






　煌こう々こうと輝くキャンドルランプが照らす最上級の異界車両。

　香こう炉ろからの煙けむりはキャンドルランプに漂う微び精せい霊れいたちによって満まん遍べんなく車両を満たしている。煙がユラユラと漂う様は神域の桃とう源げん郷きようというよりも、蛇だ蝎かつが住まう妖よう艶えんな雰囲気を醸かもし出していた。

　紅塗の香炉から昇のぼる煙は薫かおりを楽しむためだけではなく、隣りん人じんが何者であるかを誤ご魔ま化かす為ためのものでもある。修しゆ羅ら神仏の集つどうこの神々の箱庭には、顔を合わせるわけにはいかない立場の者が溢あふれているのだ。加えて此こ処こは太陽の主権を競きそい争う遊技場の心臓部。

　英えい雄ゆう英えい傑けつに恩恵ギフトを与あたえて競い合わせる主催者ホストと出資者スポンサーが集う場所。

　夢ゆめ現うつつのような精せい霊れい列車の一角で、女じよ王おう〝クイーン・ハロウィン〟と執事長ロード・バトラースカハサは静かに紅茶を楽しんでいた。

「始まったようですよ、女王」

「みたいね」

「でも良かったのですか？　彩あや鳥とたちと分断してしまって。あの子ももう少し実戦で勘かんを取り戻もどすべきだと思ったのですが」

　ラウンジの中心に置かれた遠見の水すい晶しようには、舞台車両に呼び出された西さい郷ごう焰ほむらたちが映し出されている。其処に彩鳥たちの姿はない。

　女王は唇くちびるに運びかけたティーカップを置き、貴き賓ひん車両に視線を向ける。

「問題ないわ。あの子たちには、先に会っておくべき人物がいるもの」

「会っておくべき人物？　もしや春日部かすかべ耀よう、ですか？」

「ええ。〝生命ゲノムの・目録ツリー〟の持ち主とはなるべく早く接せつ触しよくして損はないわ。彼女、優勝候補の一人だし………焰や彩鳥とも、無関係というわけではないもの」

「ははあ。その辺りの事情を知らされていない私は何とも言えないわね。女王の采さい配はいを信じましょう。───あ、始まりますよ」

　スカハサが顔を上げると、ゲーム開始の銅ど鑼らが鳴り響ひびいた。

　しかし女王は遠見の水晶を一いち瞥べつすることもなく紅茶を口に運び、その香かおりを楽しんでいる。彼らの勝敗そのものには興味が無いのだろう。所しよ詮せんはエキシビションマッチである。本領を発揮して戦う者など殆ほとんどいないに違いない。

　対照的に、スカハサは遠見の水晶を真しん剣けんに見ていた。

　青銅の翼つばさを持った巨きよ大だいな怪かい鳥ちようが異界舞台車両に次々と現れ、参加者プレイヤーである焰や釈とく天てるめがけて襲おそい掛かる。

　水晶の向こうで、焰は堪らず叫さけんだ。

『ちょ、おい釈天！　責任持って何とかしろ！』

『分かってる！　上うえ杉すぎは怪鳥を頼たのむ！　ゲームクリアに必要な獣は俺が見つけ出す！』

『断る』

『よし、ってオイッ[image: !!!]』

『お前の借金返済に付き合う義理はない。西郷焰は私が守ってやるから、クリアはお前がやれ。如何いかに弱体化していても、この程度なら十じつ把ぱ一ひと絡からげだろ』

　フン、と鼻を鳴らしてそっぽむく上杉女史。

　御み門かど釈天は頭を抱かかえて、致いたし方ないと前を向く。

『ええい、仕方ない………！　なら焰！　お前は目標の獣を探せ！』

『は、俺が!?　どうやって!?』

『お前の〝千の魔術プロト・イデア〟を使えばすぐ分かる筈はずだ！　───来るぞ！』

　御門釈天は金こん剛ごう杵しよを取り出し、青銅の翼を持つ怪鳥───ギリシャ神群の怪鳥スティムパリデスの前に立つ。

　猛もう毒どくの霧きりを吐はくことで有名な怪鳥だが、どうやら毒を吐く気配は無い。エキシビションだけあって、命のやり取りをするつもりは無いようだ。

　ならばこちらも、と御門釈天も金剛杵を伸のばして長なが柄えの棍こんに変えた。

　堅けん強きような青銅の翼は並の一ひと太刀たちならば弾はじき返してしまうだろうが───御門釈天は特に気にしないまま、怪鳥の頭を柄の部分で叩たたき落とした。

『ＧＹａ[image: !!?]』

　悲鳴と共に、青銅の羽が激しい音を立てて拉ひしやげ曲がる。技わざも何もない無骨な力ちから業わざだが、意外なほどに効果的だった。青銅の羽に守られてきたスティムパリデスの生身は強い衝しよう撃げきに耐たえられるように進化していない。

　長柄の槍やりのまま、次々と怪鳥を薙なぎ倒たおす御門釈天。

　一方のアルジュナは無言で神弓を構え、矢や継つぎ早に稲いな妻ずまの矢で怪鳥を打ち貫つらぬいている。

　間断なく放たれる雷らい撃げきを使い、最小限の動きで怪鳥を仕留めていくアルジュナの様子を見て、スカハサは一割以下の実力しか見せていないと判断する。

（うーん、当然ながら手て抜ぬき試合か。流石にこのレベルの怪鳥じゃ、インド神群の御み子こ殿どのの実力は計れないわよね）

　軽い仕草で次々と怪鳥を撃うち落とすアルジュナ。

　本来なら、怪鳥スティムパリデスは此処まであしらい易やすい相手ではない。

　ギリシャ神群に籍せきを置く軍神アレスの眷けん属ぞくであるこの怪鳥は、祖先を遡さかのぼれば神鳥に類する幻げん獣じゆうである。切り札であるはずの猛毒の霧を使い始めれば、半人半神のアルジュナでも簡単には仕留められなくなる。

　その切り札を使う気配がないのは、此これがエキシビションマッチであることを考こう慮りよしてのことだろう。

（まあ何いずれにせよ、毒霧を封ふうじさせたのは正解だったわね。遊ゆう戯ぎではなく死し闘とうとなれば、あの軍神の親子を相手に怪鳥が戦えるはずがない）

　帝たい釈しやく天てんの霊れい格かくが削けずれているとはいえ、怪鳥に手て古こ摺ずるほど鈍にぶってはいない。

　アルジュナも同じくだ。長い眠ねむりから覚めて調整中ではあるようだが、問題視することもなく軽く流している。

　もしその気になって戦えば、怪鳥たちは瞬またたく間に駆く逐ちくされるだろう。

　稲妻を受けて次々と薙ぎ倒されていく怪鳥の群れ。

　こうなると、観客の興味はクリア方法に注視される。

　怪鳥スティムパリデスは太陽主権とは無関係の怪かい物ぶつだ。幾いくら倒してもクリアには繫つながらない。水晶に映し出されていない何処どこかに、本命の獣けものが潜ひそんでいるはずだ。

　デモンストレーションのようなものだと思って甘く見れば痛い目にあうだろう。

（この疑ぎ似じ太陽主権のゲーム。ただ倒せばいいってもんじゃないわ。太陽の主権について知識がないとクリアできないゲームと見た）

　スカハサは腕うでを組みながら楽しそうに思考する。

　その時、煙の天幕の向こうから、元気な少女の声が上がった。

「け………煙けむい！　煙いですよ、牛ぎゆう魔ま王おう！　この車両は凄すごく煙いです！」

「情じよう緒ちよを解かいせ、クールマ。この煙たさが良いのではないか」

「美少女型ドラゴンのクーちゃんには、とてもではないですが理解できない情緒です！　というか此処は何処ですか!?　お出で迎むかえは無いのですか!?　白しろ夜や叉しやに呼ばれてわざわざやってきたのに、こんな仕打ちは酷ひどいと思います！　此れでは何時いつぞやの時みたいに毒の一つも吐きたくなるというものなのです！」

　煙いよー煙いよー、と半泣きになる少女の声。お互たがいの個人情報を遮しや断だんするための煙の天幕だというのに、これでは意味がない。スカハサは誰だれが近くにいるのかすぐに理解したが、意図的に無視しようと心に決め、観戦用の水晶に視線を戻す。

　しかしその途端───隣となりで紅茶を楽しんでいた女王が、カチャリと品なく音を立ててティーカップを置いた。

「………白夜叉？　アイツ、もう来てるの？」

「え？　ええ、そうですね。何せ前回の太陽主権戦争ゲームの優勝者ですから。運営本部のある車両に行けば会えると思いますけど───」

「そういうことは早く言いなさい」

　黄金の長ちよう髪はつを綺き羅らと靡なびかせ、女王が立ち上がった。普ふ段だんは紅茶を楽しむとき以外は気け怠だるげな態度で物事を見ている彼女が、急に立ち上がったのだ。

　スカハサは少しだけ目を見開いて驚おどろく。

　しかし彼女が口を開く前に、女王が言葉を紡つむぐ。

「スカハサ。貴女あなたは執事長ロード・バトラーとして、彩鳥たちの下もとに行って上げなさい。貴賓車両からなら、もうすぐ舞ぶ台たい車両で合流できるでしょうから」

「それはいいですけど、女王は？」

「私は少し、白夜叉で遊んでくるわ」

　じゃあね、と声だけを残して姿を消す女王。

　スカハサは呆あつ気けにとられたまま女王を見送った。

　太古の昔に開かい催さいされた、太陽主権戦争の前回優勝者───白びやく夜や王おうと呼ばれ恐おそれられる白夜叉に面会できるものは限られている。

　何せ相手は太陽の運行を司つかさどる物質界最高位の星霊だ。同じ太陽の星霊でも、星の境界線を預かる女王とは対極に位置する魔王である。

　自身の天敵とも云いえる相手にわざわざ会いに行くとは、女王にしては珍めずらしくゲームに積極的だ。もしくは何か別の目的があったのかもしれないが。

　どんな理由にしても、とスカハサは口元を押さえて可笑おかしそうに笑った。

（白夜王と女王………あの二人、仲がよかったのね）

　女王に友人が居たことに少しだけ安あん堵どの息を漏もらす。何といっても女王はあの性格だ。加えて絶大過ぎる霊格を恐れて、力の無いものでは迂う闊かつに近寄ろうともしない。

　だが相手が白夜王ならそんな問題もない。

　時折、城から何の音おと沙さ汰たもなく姿を消すことがあったが、それがまさか、友人に会いに行っていたのだとしたら、少しだけ微笑ほほえましかった。

（ゲームの時間制限は三〇分だっけ。この分だと明日あしたに持ち越こしかな。まあ何の準備もなかったみたいだし、今日のところは大目に見ましょう）

　彩鳥たちを迎むかえに行くために歩き出すスカハサ。

　ゲーム終しゆう了りようの銅鑼がならされたのは、その直後のことだった。







[image: 第六章]




　御み門かど釈とく天てるは三〇体目の怪かい鳥ちようを打ち落としてから、小さく舌打ちした。

（………キリがないな）

　金こん剛ごう杵しよを構えたまま周囲を確かく認にんする。

　本来、この程度の相手ならば金剛杵を取り出して雷いかずちを招来するようなことはない。如何いかな神話の怪かい物ぶつとはいえ、軍神である御門釈天が相手ではそもそも戦いが成り立たない。

　其それはアルジュナとて同じこと。

　二人は本気を出すこともなく次々と怪物を仕留めている。

　だがそれは本来の目的ではない。

　釈天は金剛杵の柄えで怪鳥を薙なぎ払はらいながら、アルジュナと背中合わせになって立つ。

「コラコラ。ゲームなんだからもう少し楽しそうにしろよ、愚ぐ息そく」

「………ご冗じよう談だんを。遊ゆう戯ぎとはいえ、戦いを楽しむほど戦いくさ狂ぐるいではありません」

「そうじゃない。このゲームは興行でもあるんだぞ。観客に楽しんでもらわなくてどうする。そんなんじゃ借金返済に繫つながらないぞ。お前が作った負ふ債さいだろうが」

「っ………わかってます、そんなこと！」

　苛いら立だたし気に弓を絞しぼったアルジュナは感情に任せて矢を放つ。普ふ段だんの物静かな彼ならばまず考えられない挙動だろう。だが事の始まりを考えるとそれも致いたし方ない。

　彼───アルジュナが所属しているインド神群には、カースト制度という階級社会が実在している。

　儀ぎ式しきを行う神聖職である僧侶階級バラモン。

　貴族や戦士が所属する戦士階級クシヤトリヤ。

　一いつ般ぱん市民を意味する市民階級ヴアイシヤ。

　奴ど隷れいや農業を強しいる労働階級シユードラ。

　この四つの階級制度が支配していた時代に生まれたアルジュナは、第二階級であるクシャトリヤとしてその名を残している。

　政治活動や戦いの指揮を行う権利を持つ戦士階級は、確かに恵めぐまれた階位ではあるが───このゲームが支配する箱庭の世界では、致ち命めい的てきな制約に縛しばられていた。

　それが〝サイコロ賭博ゲームを挑いどまれた場合、絶対に断ってはならない〟という制約である。

　御門釈天は深いため息を吐ついて、茶ちや化かすように笑った。

「ったく………〝アヴァターラ〟の間者に聞いたときは耳を疑ったぞ。〝サウザンドアイズ〟発行の金貨二〇万枚の借金だと？　どんな惨ざん敗ぱいを繰くり返したらそんなに借金を積み上げられるんだ？　俺の自己ベスト借金でも金貨一九万枚なのに」

「そう言う父も然さして変わらないではないですかッ！」

　堪たまらず振ふり返って叫さけぶアルジュナ。五十歩百歩だというのは言わぬが花だろう。

　流石さすがは親子というべきなのか、第三者が叱しかり飛ばしてやるべきなのか。遠くから話を聞いていた上うえ杉すぎ女史は信じられない金額に思わず頭を抱かかえてしまった。

「ふ、二人合わせて金貨三九万枚………[image: !!?]　どんな負け方をしたらそんなにスれるんだ、あのバカ親子は[image: !!?]」

「いや、釈天はあくまで自己ベストを申しん告こくしてるだけですから。生しよう涯がいの累るい計けい借金だとあと百倍はあると見ました」

　顎あごに手を当てて鋭するどい指し摘てきをする焰ほむら。釈天がサッと視線を逸そらしたということは、当たらずとも遠からずというところだろう。

　しかしサイコロ賭博とはいえ、侮あなどることはできない。

　紀元前八世紀、古代アッシリアから存在するこのゲーム形式は祭さい儀ぎにも用いられ、時に裁判の最終判決さえ覆くつがえしたとされる厳正な遊戯である。

　サイコロの目に己おのが領土を賭かけた貴族もいれば、己おのれの国そのものを賭けた王もいた。

　古代エジプトのボードゲームである〝セネト〟や、古代ローマで広がったボードゲーム〝ナインメンズモリス〟などと並び立つ古いにしえの遊戯の一つがこのサイコロ賭博である。

　だがいずれにせよ、上杉女史には理解できない境地であることに変わりないだろう。

　全すべてが白日のもとにさらされたアルジュナは、本当に申し訳なさそうに焰を見た。

「………すまない、外界の少年。前回優勝者と太陽主権を賭けたゲームだったはずなのに、何時いつの間にか金銭のゲームにすり替かわっていたらしい。我らの同士に借金を背せ負おわせるわけにもいかず途と方ほうに暮れていたところ、我が父が肩かた代がわりを申し出てくれたのだが………まさか外界参加者枠わくの君たちに擦なすり付けるとは思いもしなかった」

「俺も思いもしなかったよッ！　異世界旅行生活の第一歩が借金まみれとかマジ思いもしねえよ！　想像だにもしてねえよッ[image: !!!]」

　申し訳ない、と肩かたを落とすアルジュナ。

　だが上杉女史はその話でようやく何かを察したように片眉まゆを上げた。

（………そうか。伝承と同じようにサイコロ賭博で打ち負かし、アルジュナを一時的に〝アヴァターラ〟から切り離はなして焰に預けたのか。釈天にしては妙みよう手しゆかもしれない）

　インド神話でもアルジュナは一度、断ることができないサイコロ賭博で敗北を喫きつし、それを理由に兄弟たちと共に国から追放されたという経緯いきさつがある。公明正大な彼ならば、昔と同じように敗北を理由に〝アヴァターラ〟から引き離せると判断したのだ。

「そういうことなら仕方ないか………よし、詳くわしい話はあとで聞こう。ところで西さい郷ごう焰。謎なぞは解けそうなのか？　というかお前、太陽の主権について知識はあるのか？」

「一応、予習はしときました。そういうの得意なんで」

「そうか。それで、どうすればいい？」

　西郷焰は上杉女史に守られながら、羊皮紙に書かれたギフトゲームの内容に視線を移していた。上杉女史も腕うでを組んで仁に王おう立だちをしつつ、後ろにいる西郷焰を見る。

　先ほどは突つっぱねた上杉女史だったが、どうやら完全に見捨てたわけではないらしい。焰は以前使った世界伝承事典アプリを開いて彼女に確認を求める。

「まず大前提。このゲームって、怪物が何者であるかを推理するところから始めないといけないんですよね？」

「ああ。文面に怪物と書いてあるが、この箱庭には怪物と呼ばれるものは掃はいて捨てるほどいるからな。名称ではなく総称で書かれている場合、まず怪物の個体名を推理しなければならない」

　怪物の個体名を推理する。

　その大前提を踏ふまえた上で、焰はギフトゲームの紙面に視線を落とす。




『　─　太陽の主権戦争　第一回エキシビションマッチ　─

　・ゲーム概がい要よう


①　数多あまた現れる怪物を退け、太陽のゲームに関連する怪物を打倒（持ち込み可）

②　エキシビションの開かい催さいは一日一回。計二十四回。

③　時間制限アリ。一刻以内にクリア出来なければ、次の日に持ち越こし。

④　太陽の主権戦争の本選が続く限り何度でも開催。




　・勝利条件：連日ゲームを行い、合計十二匹ひき打倒したチームが第一回優勝者。

　・恩賞条じよう項こう：一いつ匹ぴきにつき恩賞が一つ授じゆ与よ。優勝者は本選を一度だけ有利に進行可。

　・参加条件：何者でも自由参加。飛び入り乱入歓かん迎げい。

　・強制参加：負債を持つ者は一つのチームとして参加し当ギフトゲームで返済すべし。




　宣せん誓せい　誇ほこりと御み旗はたの下もと、上記のルールを守ってゲームの主しゆ催さいをする事を誓ちかいます。




〝太陽の主権戦争運営委員会〟印』　






「毎日行うってことは、つまり日ひ替がわりゲームってことか」

「そうなるな。お前は取り敢あえず釈天の借金を無視して、ゲームクリアを目指せばいい。このゲームクリアが本選に有利に働くなら尚なお更さらな」

　そう、それは第一に留意しなければならない点だ。

　エキシビションマッチが釈天の借金返済の為ためになるだけなら二人ともすぐに匙さじを投げただろう。だがこのゲームに明記してある恩賞は捨て置けない。

「優勝者は本選を一度だけ有利にできる、か。具体的な内容は書かれていないものの、此これは見過ごせない。他ほかのコミュニティに奪うばわれて後こう悔かいしたのでは遅おそいです」

「全くだ。───取り敢えず、今回は加勢してやる。好きにやってみろ」

　上杉女史の力強い言葉を受け、焰は頷うなずいて返す。

　焰は招待状と共に付いていたパンフレットを広げた。

「太陽主権戦争の模も擬ぎ戦なんだから当然、太陽の主権に関係のある怪物のはず。でもこの青銅の怪鳥って太陽の主権と関係ないですよね？」

「スティムパリデスのことか？　………いや、一いち概がいに無関係とはいえないはずだ。確かこの怪鳥は半神ヘラクレスが体験した〝十じつ戒かいの試練〟に出る怪物だろう？」

「十？　十二の試練ではないんですか？」

「正式名称はな。私も詳しくは知らないんだが、十二回行われた試練を十回クリアすればいいとかいう内容ではなかったか？」

　小首を傾かしげながら、襲おそってきた怪鳥を裏うら拳けんで殴なぐり飛ばす上杉女史。殴り飛ばされた怪鳥は青銅の羽を拉ひしやげさせて観客席に突き刺ささった。

　鏃やじりというよりは砲ほう弾だんに近い激げき突とつを受け、観客たちは悲鳴を上げて逃にげ出していく。

　その様子を見て、焰はふと気になったように周囲を見回した。

「そういえば、他の参加者プレイヤーたちが乱入してくる気配がないですね。恩賞が気にならないのか？　もしくは手の内を見せたくないとか？」

「後者は十分にあり得る。本選前に実力を見せたい参加者はいない。───が、確かに妙みようだな。本選を有利に進められる恩賞は魅み力りよく的なはず。もう少し乱入者が居てもいいはずなんだが………」

　指摘を受けた上杉女史は観客席を注視する。

　丁度その時、車両の連結口の扉とびらから、彩あや里ざと鈴すず華かの声が響ひびいた。

「し………死ぬかと思った………！　っていうか何なのさ、あの怪物たち！　此こ処こって本当に汽車の中なんだよね[image: !!?]」

「い、一応はそうなります。発車して地脈に入り込んだからでしょうか？　並の魔ま境きようより淀よどんだ空気になってましたが………」

　鈴華と彩あや鳥とは肩で息をしながら、貴き賓ひん車両を乗り越えてようやく異界舞ぶ台たい車両にやってきたらしい。彩鳥たちが異界舞台車両につくと、舞台は激しい歓かん声せいに包まれていた。

　二人が観客席に入ると共に、頭上から薄うすい青銅の羽がヒラヒラの舞まい落ちてくる。

　焰は舞台から彼女たちのもとに近づいて叫んだ。

「鈴華！　彩鳥！　無事だったか!?」

　焰が声をかけると、二人は同時に視線を向けた。

　今の事態を把は握あくしきれていない彩鳥だが、舞台の中心にいるのが焰たちだと気が付き、観客席から身を乗り出して叫んだ。

「先せん輩ぱい、それはコッチのセリフです！　どうして舞台に!?」

「とにかく姉弟ブラザーが無事でよかった！　今そっちに、」

「いや、それより今の話を聞かせてくれ！　他の車両はどうなってた!?」

「どうもこうもないよ！　馬鹿みたいに大きい猪が居る山岳とか、執拗に彩ちゃんを狙うエッチな植物とか、物凄く早い鹿がいる森とか、鼻がひん曲がるくらい臭い小屋のある川辺とか！　あれで貴賓車両だなんてちょっと頭オカシイと鈴華さんは思う！」

「そ、そうですね。春日部さんが道を開いてくれましたが、私たちだけでは此処までたどり着くのは難しかったかと思います。特にあの触手植物は生理的にちょっと………」

　うがー[image: !!!]　と牙を剝いて憤る鈴華と、頰を搔きながら苦笑いする彩鳥。

　焰や上杉女史たちは状況を把握し、一斉に舌打ちした。

「やられた………！　このエキシビション開催中は、精霊列車全体がゲームの舞台になるのか！」

「一日一回、一刻だけのイベントというのはそういうことか。今後も頭の痛い三〇分になりそうだ」

　どうやら本当に異界と化しているのはこの舞台車両よりもむしろ、貴賓車両や他の車両の道中だったらしい。焰は以前に女王の力で様々な空間を歩かされたことがあった。

　世界の境界を操るという彼女がこのゲームに協力しているというのなら、そんな大仰なギミックを用意できたかもしれない。

　その時、黒くろウサギが舞台の上に飾かざられた巨きよ大だいな水晶を指さして告げる。

『さあさあ、参加者の皆みなさんが気付き始めたようなので、少しだけ此方こちらをご覧いただきましょう！　後部の貴賓車両のラプ子Ⅲさん、映像お願いします♪』

　異界舞台車両の一つ後ろの車両が水晶に映し出される。

　遠見の水晶に映し出された後部車両は、舞台車両以上の魔境と変へん幻げんしていた。

　───というか、車両内に山岳があった。

　身も蓋ふたも無いことを言うと、見渡す限りの荒野だった。

　車両入り口が荒こう野やと山さん岳がくの両端にポツンと浮うかんでいるという珍ちん妙みよう極きわまりない絵が遠見の水晶に映し出され、観客席が騒そう然ぜんとする。

　山岳車両内では、背中に巨大な植物を背負った大おお猪いのししが春日部かすかべ耀ようと戦っていた。

　黒ウサギは大猪よりもむしろ、その背中の巨大な植物に背筋を凍こおらせる。

『あ、あやや………？　あの触しよく手しゆ植物はまさか、ブラック★ラビットイーター改!?』

「ブ、ブラック★ラビットイーター改!?」

「何さその黒ウサを襲おそう為ための触手植物！」

　黒ウサギの実じつ況きように反応する彩鳥と鈴華。黒ウサギはウサ耳を跳はねさせて答える。

『ＹＥＳ！　あれは元々、黒ウサギに悪戯いたずらする為にお馬ば鹿か様が作った植物だったのですが………今は改良され、黒ウサギ以外にも、胸の豊満な女性を狙ねらうという性質が付属されたのですッ[image: !!!]』

「本当にお馬鹿な植物兵器ですね！」

「それで彩ちゃんが襲われたのか！」

『尚なお、土台の大猪は胸が慎つつましい膨らみの女性を狙います♪』

「本ッッ当にお馬鹿な大猪ですねッ[image: !!!]」

「それで春日部さんが襲われたのかッ[image: !!!]」

　お馬鹿にもほどがある。力一いつ杯ぱい握にぎり拳こぶしを作って糾きゆう弾だんする女性陣じんと、むしろ襲われた絵を映して欲しくて盛り上がる愚おろかな男の観客席。




　一方、大猪と戦っていた春日部耀は隣となりの車両の事情など露つゆ知しらず、ヒラリヒラリと触手を躱かわしながら辺りを窺うかがっている。恩恵らしい恩恵を使う素振りなど微み塵じんも見せないまま、己おのれの体術と身体能力だけで捌さばいているのだ。

　巨大な大猪も植物兵器も、彼女が本気になれば取るに足らない相手ではあるのだが、どうも周囲から視線を感じて実力が出せない。

　本選出場前に実力を見せる行こう為いは極力避けたいという気持ちが邪じや魔まをしていた。

（………視線が多い。間者が隠かくれてるのか、遠見の恩恵かな。どっちにしても他の参加者たちに実力を見られるのは避さけたいし）

　さて、どうしたものかと視線に背を向けながら思案する。

　本当は遠見の水晶越ごしにお馬鹿な男性客が熱視線を送っているだけなのだが、事情を知らないのであればそう勘かん違ちがいするのも仕方がないだろう。

[image: ]

　見かねた極小サイズの遠見の悪あく魔ま、ラプ子Ⅲが春日部耀の肩かたの上に現れる。

「春日部耀さん。この戦いの映像は精霊列車内に流されていますよ」

「あ、そういうこと。なら素す手ででパパッと」

「いいえ、むしろド派手に行きましょう！」

　はて、と小首を傾かしげる耀。そんな話を吞のめるはずがないし、普ふ段だんのラプ子ならそんな話を持ち掛かける筈はずがない。

「………どうして？　何か困ったことでも？」

「そういう訳では無いのですが………借金を背負った参加者たちが、ゲームで手て抜ぬきをし過ぎてる所為せいでいい映像が取れません。このままでは盛り上がりに欠けます。なので春日部さんのド派手な恩恵で舞台を盛り上げていただけたらと」

「え、やだ」

　即そく答とうである。

「───。ではこうしましょう。もし此こ処こでド派手にフィニッシュを見せていただけるのであれば、箱庭でも幻まぼろしの五大美食のひとつであるバジリスクの卵を、」

「よし張り切って行こう！」

　即答であるッ！




　春日部耀は胸むな元もとから木き彫ぼりのペンダントを取り出し、巨大な大猪に向かい合った。伝承では山かと見み紛まがう巨体という話だったが、其そ処こまで巨大な体たい軀くはしていない。巨人族と戦った経験のある耀ならば恐おそれるほどの相手ではない。

　彼女だけが保有する恩恵〝生命ゲノムの・目録ツリー〟を変幻させ、光り輝かがやく鋼はがねの具足を装着した。

　放出された光は輝く翼を形作り、耀の体を飛ひ翔しようさせる。

　しかし逃にげ回る為に飛翔したのではない。空中で旋せん回かいしながら加速した春日部耀は弧こを描えがきながら大猪の頭上に向かって飛び、勢いをつけたまま一気に急降下した。

「よっこい、しょ───!!」

　輝く風を身に纏まとい、少しズレた掛け声を上げて襲い掛かる。

　大猪の背中に寄生していた植物兵器・ブラックラビット★イーター改が耀の慎ましい胸に向かって妥だ協きようで触手を伸ばすものの、その程度では障害にすらならない。

〝光翼馬ペガサス〟の恩恵を模も倣ほうした輝く風の一いち撃げきは植物兵器を跡あと形かたもなく消し飛ばし、その輝く風の余波で大猪は荒野の彼方かなたに吹ふき飛ばされていった。春日部耀は輝く風を器用に操あやつりながら空中に旗印を描き、ラプ子Ⅲに向かって高らかに勝利宣言をした。

「………ヴィクトリー」

　ブイ！　と勝利のポーズ。

　要求通りにド派手な勝利をしたことで歓声に包まれる観客席と、触手の出番が無くて悲しみに暮れる一部の男性陣。

　同じく水晶越しに戦いを見ていた鈴華は、目を丸くして驚いていた。

「うひゃー。春日部さんって強いんだね。一撃で仕留めたけど！」

「そうですね。ですが鈴華だってあれぐらいの怪物なら倒たおせると思いますよ？」

「んー………そうだけど、まあそれはそれで。春日部さんが倒してくれるならそれに越したことはないよ」

　うむうむ、と人差し指を立てて語る鈴華。だが勝利を重ねていけば本選を有利に進められる以上、誰かに勝ち星を取られるのは手痛いはずだ。

　それでいいのだろうかと彩鳥は不思議そうに首を傾げたが、鈴華本人が戦いたくないのならそれは仕方がないのかもしれない。

　黒ウサギは舞台の上で嬉うれしそうに実況を再開する。

『流石さすがは優勝候補の〝ノーネーム〟所属、春日部耀選手！　大猪を退治してポイントゲット！　エキシビションで初ポイントをゲットしたのは、我らの〝ノーネーム〟です！』

　ウサッ！　とウサ耳を伸ばして胸を張る黒ウサギ。

　このアナウンスで、焰はようやく全容を察した。

「大猪を倒したら勝ち星ゲット………そうか！　〝十戒の試練〟に出現する怪物のうち、〝黄道の十二星座〟と〝赤道の十二辰〟に類する獣が対象ってわけか！」

〝黄道の十二宮〟の星獣は白はく羊よう・金きん牛ぎゆう・双そう児じ・巨きよ蟹かい・獅し子し・処しよ女じよ・天てん秤びん・天てん蠍かつ・人じん馬ば・磨ま羯かつ・宝ほう瓶へい・双そう魚ぎよの十二星座。

〝赤道の十二辰しん〟の星獣は鼠ねずみ・牛うし・虎とら・兎うさぎ・龍たつ・蛇へび・馬うま・羊ひつじ・猿さる・鶏とり・狗いぬ・猪いのししの十二辰。

　太陽の軌き道どう線上に存在するこれら二十四の星獣と〝十戒の試練〟に登場する獣で一いつ致ちするのは獅子、海牛、龍りゆう、蟹かに、猪の五つ。

　獅子は獅し子し座ざのモチーフとなった不断の毛皮を持つ〝ネメアの獅子〟。

　海牛はミノタウロスの伝承に出てきた〝ポセイドンの海牛〟。

　龍と猪は赤道の星獣で無関係だが、エキシビションということもあって縛しばりが緩ゆるやかなのだろう。蟹かに座ざはヒュドラ退治の際にヘラクレスに踏み潰つぶされただけの存在らしい。

　大猪が倒されたということは、残りは四匹ひきということになる。

　謎が解けたものの、如何いかんせん残り時間が少ない。蟹座なら倒せそうだが、何番目の車両に居るのかも分からない。

　アルジュナは神弓を下ろし、苦い顔で告げた。

「………となると、このままこの車両に居る理由がなくなりましたね。残り時間も僅わずか。そろそろ潮時かと」

「達観してんじゃねーよ、お前が白しろ夜や叉しやに作った借金だろうがッ[image: !!!]　最低でも一ゲーム一匹が借金返済のノルマだって聞かされてるだろうが！」

　恫どう喝かつする釈天を他所よそに、そっぽを向くアルジュナ。

　巻き込まれた側とはいえ此このまま一匹も倒せないのでは、焰たちにも飛び火するかもしれない。それだけはどうしても避さけたい。

　だが無情にも、黒ウサギは次々とゲームクリア報告を告知していく。

『おおっと、此処で更さらに動力室の機関長であるラプ子さんからクリア報告！　動力室で待ち構えていたネメアの獅子の影かげが討うたれた模様！　討とう伐ばつ者は自じ称しよう・ゲルマン神群代表のヴィーザル選手！　これで残りは龍と牡お牛うしと蟹だけ───え、ヒュドラと蟹も退治した？　ヴィーザル選手が三匹びきとも？　あわわ、凄すごいですがこれは予想外の事態です！　残りは牡牛だけなのです！　借金チームはお急ぎを！』

　銅ど鑼らを叩たたく棒を片手に釈天たちにエールを送る黒ウサギ。彼女は事情を知っているらしいが、審しん判ぱんという立場上どうにもならない。

　焰も焦あせったように時間を確かく認にんする。残り時間は二分を切っていた。

「くそ、時間がない！　何か手はないのか!?　異世界生活第一歩から借金まみれとかいやだぞ！　しかも他人の借金でッ[image: !!!]　つーか他人の借金でッ[image: !!!]」

　聞こえるように大きな声で叫さけぶ焰。更に申し訳なく肩かたを落とすアルジュナ。

　舞台車両に居る全すべての怪かい鳥ちようを倒した釈天も此れまでかと天を仰あおいだ。

「仕方ない………！　焰、奥の手だ！」

「奥の手!?　釈天の臓器を売り飛ばすっていうアレか!?」

「くそ、信用の残高が残ってない！　いいからギフトカードから〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟を召しよう喚かんしろ！　同時に召喚されるアイツを叩きのめせばクリアになるかもしれん！」

　意味が分からず混乱する焰だったが───次の瞬しゆん間かんには、釈天の言葉を理解した。

　どうして彼を外界に置いてきたのかわからなかったが、事ここに至り、ようやく焰は全てを悟さとった。

「お………お、お前、マジ最低だな………！」

　釈天の意図を知った焰だが、罪悪感に苛さいなまれて僅かに反応が鈍にぶる。確かに彼を呼び出して倒せば、勝利条件をクリアできるかもしれない。真実こそ違ちがうものの、彼は海牛の息子むすこと言い伝えられている少年である。むしろバッチリ伝承に合う。

　───だが、それでいいのか？

　彼は今いま頃ごろ、外界のフランス料理店〝ドン＝ブルーノ〟で穏おだやかな休きゆう憩けい時間を過ごしているはずだ。時間的に考えれば夕食時のラッシュの仕込みを手伝っている可能性もある。十五歳までしか生きられなかった彼の人生だが、その中で最も穏やかで優やさしい時間を過ごしているに違いない。そんな彼を突とつ然ぜん呼び出して剰あまつさえ叩きのめしていいのだろうか？　それは人の道として正しいのだろうか？　この行こう為いに正義はあるのだろうか？　加えて述べるのであれば店長であるドンは義理に煩うるさい人間だ。ヨーロッパに居た頃ころのドンはマフィアの上ワ級イ構ズ成ガ員イの一人として恐おそれられていたらしく仲間から裏切られて捨てられた今も契けい約やくの血を流した時の傷が残っている。従業員を雇やとうときも同じように血の誓ちかいを求めているという噂うわさが立っているほどである。そんな極きわめて厳格なドンの店をサボタージュしてしまってはあとが怖こわい。何より彼が可哀かわい想そうだ。強制サボタージュに加えてよく知らない場所に召喚され、主人から殴り倒されるなんて理り不ふ尽じんにもほどがある。ブラック企き業ぎようでも此処までしないぞ。やはり彼を呼び出すわけには────




「早くしろ焰ッ[image: !!!]　クリア出来なかったら借金は倍額だぞ[image: !!?]　それでもいいのか[image: !!?]」




「っ………、こんの、死しに晒さらせ釈天───[image: !!!]」




　西郷焰、外げ道どうに堕おつ。

　ギフトカードを天高く掲かかげると、星と雷らい光こうの御み子こ───アステリオスが姿を現す。

　エプロン姿のまま、ホクホクと幸せそうにパンプキンキッシュを食べていたアステリオスは、突然の召喚を受けて変な声を上げた。

「な、なにごと………!?」

「上杉さん、あとお願いします！」

「最低の後始末だな！」

　鞘さやに刀を収めたまま無骨に振ふりかぶる上杉女史。

　その怪かい力りきで無む慈じ悲ひにも吹ふき飛ばされるアステリオス。

　ゲーム終しゆう了りようの銅鑼が鳴り響いたのは、その直後のことだった。







[image: 第七章]




　蕭しよう条じような雨の音が、貧民街フアヴエーラに響ひびいている。

　嵐あらしは少ない地域なのだが、大雨は非常に多いのがこの大陸の特とく徴ちようでもある。

　家屋を建て直すだけの賃金が無い貧民街の建築物は塗と装そうが剝はがれ雨あま漏もりが激しいらしく、今夜にも来ると予想される大雨の対応に住民は走り回っていた。逆さか廻まき十六夜いざよいが隠かくれ蓑みのに使うことにしたこの廃はい墟きよも所々が雨風により破は壊かいされている。今夜の大雨を過ごし切るには別の廃墟に移る必要があるだろう。山に近い立地では地じ滑すべりに遭あう可能性もある。

　本当ならリオの街で安全なホテルに身を置きたいところだが、身分不ふ詳しようの少女を連れたままではホテルを取ることもままならない。

　貧民街フアヴエーラはリオのようなメガシティの近きん隣りんにあるとは思えないほど治安が悪いものの、そういう訳有りの人間が姿を隠すには適している。

　この街では銃じゆう器きは勿もち論ろんのこと、薬物や人身売買が当然のように行われているため、身分不詳の少女を一人連れていたところで咎とがめられることもないからだ。

　衰すい弱じやくしきったアルビノの少女を医者に見せる必要もある為ため、雨が本降りになる前に動き出したい十六夜とプリトゥだったが───

　久く藤どう彩あや鳥との口から語られた惨さん状じようを前に、二人は絶句していた。

「───……」

「───……」

『あ、あの………以上が箱庭組の現状です。ご感想は？』




「馬ばッ鹿かじゃねえのかお前ら」




　即そく答とうだった。

　そして無む慈じ悲ひだった。

　全員にクリティカルダメージだった。

　当事者でないにも拘かかわらず、久藤彩鳥はしゅんと肩かたを落とす。

　しかし言葉ほど十六夜は怒いかりを感じてもいなければ呆あきれもしていなかった。むしろこの状じよう況きようを作り出した釈とく天てるに感心すらしている。

（ふん………一時的にとはいえ〝アヴァターラ〟の戦力を削そいで、自じ陣じんに吸収。実戦経験が少ない焰ほむらや鈴すず華かは、借金を理由に毎日行われるエキシビションマッチで武者修しゆ行ぎよう、か。何処どこまでが計算なのかはわからないが、悪くない展開だ）

　欲よくを言えば、釈天は此これを機にアルジュナを引き抜ぬきたいと考えているのだろう。焰たちに付き添そわせているのはそのためだ。

（白しろ夜や叉しやとグルになってまでご苦労なこった。軍神でも我が子が可愛かわいいって事かね）

　女好きで、酒を好み、戦いくさを好み、人の善性を愛した軍神。

　近代の人間より人間らしい神しん霊れい、それが帝たい釈しやく天てんである。

　遥はるか昔、最強の魔ま王おうである〝閉鎖世界デイストピア〟や〝絶対悪アジ＝ダカーハ〟を相手に誰だれよりも早く立ち上がり人類と未来を切り拓ひらく手助けをしたと聞き及およんでいる。

　人類と唯ゆい一いつ無二の同胞はらからのように付き合おうとしている彼にとって半神半人の息子むすこであるアルジュナは特別な存在なのかもしれない。

　十六夜はそんな心情を察して、深いため息を吐ついた。

「まあ、よくよく考えれば悪くない状況だろ。焰もエキシビションに出て少しはギフトゲームの何たるかを知ればいい。今回のゲームで苦労するようじゃ先が思いやられるぞ？」

『………五月蝿うるさいな。じゃあイザ兄にいならどうやってクリアしたんだよ？』

「初手にアステリオス召しよう喚かんで問答無用にぶん殴なぐる」

『テメェに聞いた俺がお馬鹿だったよ！』

　愚ぐ兄けいコールが携けい帯たい電でん話わの向こうから聞こえてくる。しかしどう考えてもその為にアステリオスを置いてきたとしか思えないのだから仕方がない。

　ギフトゲームで勝ち方を選ぶには、強くなるしかないのだから。




「………さて、与よ太た話も此こ処こまでにしよう。話から察するに、近くの部屋に春日部かすかべもいるんだよな？」

『うん？　私なら此処にいるよ』

　突とつ然ぜん呼ばれて声を上げる春日部耀よう。

　如何どうやら部屋の隅すみでお茶を啜すすっていたらしい。

　十六夜は久しぶりに聞いた同士の声に、少しだけ口元を綻ほころばせた。

「なんだ、同じ部屋にいたのかよ。春日部にしちゃ人付き合いがいいじゃねえか」

『そうでもないよ。十六夜の義ぎ兄弟きようだいじゃなかったら手伝ったりしなかったと思う。鈴華さんは菓か子し折おりも持ってきてくれなかったし』

『え!?　やっぱり怒おこってます!?』

　鈴華が飛び上がると耀は小さく笑った。

『怒ってるんじゃないよ。哀かなしんでるんだよ』

『ウゴゴ、そっちの方が申し訳なさ度数アップです。次は持ってきますんで………！』

「おいおい、うちの長女を虐いじめるなよ。鈴華も気にしなくていいぞ。春日部に関して言うなら、どう考えても俺が世話を焼いた回数の方が多い」

『そんなことないと思うな。十六夜も飛鳥あすかもコミュニティに仕送り送ってくれないから、ずっと私が食い扶ぶ持ちを稼かせいでたんだけど』

「そりゃ悪かったな。ところで、俺と黒くろウサギが贈おくったカボチャの森の土産みやげだが………ある日突然、人知れず消えたと聞いたんだが。春日部に心当たりは？」

『………それは、妖よう精せいさんの仕し業わざってことに』

「あと焰が作ったヘッドホンを、三み毛け猫ねこに盗ぬすませて破───」

『よし、この話題は此処までにしよう！』

　はいヤメ、と降参ポーズを取る春日部耀。

　勝利した十六夜は、ヤハハと笑って腰こしに手を当てる。

「ったく………相変わらず色気より食い気だな。まあ、お前はそういう奴やつか。変わりないようで何よりだ。ちょっとは大人の女っぽくなったか？」

『丸二年会ってないもの。少しくらい大きくなったよ。十六夜は？』「俺は残念だが変わりないぞ。身長が少し伸のびたぐらいだ。他ほかに変わったといえば───いや、こういう話は後にしよう。少し内ない緒しよ話ばなしがしたい。悪いけど春日部と焰………あとアルジュナだけ残して、それ以外の連中は部屋の外で待つか風ふ呂ろにでも入ってろ」

『それはいいけど………アルジュナさんも？』

　チラリ、と焰はアルジュナを見る。

『………わかりました。俺も逆廻十六夜には聞きたいことがありましたから』

「へえ、そりゃ楽しみだ！　インド神群最強の戦士階級クシヤトリヤに名前を憶おぼえてもらっているとは光栄の至り、って喜べばいいのか？」

『謙けん遜そんの真似まね事ごとは止よすべきだ。お前が箱庭で打ち立てた功績は俺の耳にも届いています。特に〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟である三さん頭とう龍りゆうアジ＝ダカーハを倒たおした功績は群を抜いている。アレは人間が倒せる魔王では無かったはずですから。どんな手段で勝ったかは興味があるな』

　アルジュナの僅わずかばかりの皮肉が混ざった言葉に、焰と十六夜はそれぞれ違ちがう反応を見せる。

　西さい郷ごう焰は、彼が口にした怪かい物ぶつの名を聞いてハッと顔を上げた。

（………三頭龍？　〝人類最終試練〟？）

　夢の情景が西郷焰の脳のう裏りに映る。

　燃え盛る炎ほのおが迫せまる最中、彼を引き裂さきかみ砕くだいた龍もまた三つ首の龍ではなかったか。

　因果関係を確かめたくて聞き耳を立てていた焰だが、電話の向こうから聞こえてきた十六夜の声に興味を搔かき消される。

「………ハッ。よりにもよって何だ、その冷めるもの言いは。期待して損したぞ」

『何？』

「人間に倒せるはずがない魔王だと？　馬鹿言ってんじゃねえ。そんなものがこの世にいるものかよ。伝承として語られているアンタなら、わかりそうなもんだと思ってたんだが……ああ、そうか。大だい英えい雄ゆうアルジュナは確か、誓いを破って勝利した大英雄だったな！」

　違い約やくの大英雄───そう呼ばれた途と端たん、アルジュナから噴ふん出しゆつした憤ふん怒ぬは津つ波なみのように今までの安穏とした空気を押し流して全員を襲おそった。

　春日部耀は一いつ瞬しゆんで臨戦態勢に入り、久藤彩鳥は即そく座ざに連接剣けんを取り出して焰たちを背にかばう。極きわめて乏とぼしい武力しかない焰と鈴華も、このアルジュナという青年から沸わき上がる怒ど気きに押されて腰を浮うかせた。

　逆げき鱗りんに触ふれた、などという生易しい表現ではとても追いつかない。
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　先ほどの戦せん闘とうで如何いかにアルジュナが手を抜いていたのかを推おし量るには十分過ぎる威い圧あつ感かん。今ならば視線だけで怪かい鳥ちようたちを仕留められよう。

　逆廻十六夜が口にした挑ちよう発はつは───この穏おだやかな青年をして、何者も触れてはならない禁きん忌きの領域だったのだ。

『………面おも白しろいことを口にしましたね、逆廻十六夜。異世界の溝みぞがなければ貴方あなたの言葉の真意を、その命を対価として問い質していたところです』

「真意も何もねえさ。言葉の通りだよ、違約の英雄。お前を最強の戦士階級へと押し上げた行こう為いは、こと箱庭に於おいて最も忌き諱いされる勝利だ」

『………遊ゆう戯ぎと戦争は別物だ。そんなこともわからないとは、』

「いいや違うね。戦場には制約ルールがなくとも、戦争には制約ルールがある。命を奪うばい合う上での決まりがある！　制約ルールの上に正義が成り立つからこそ、敗者は結果を痛みと共に五ご臓ぞう六ろつ腑ぷで嚙かみ殺せる。───純然たる勝利と、疑いの無い敗北。それ無くして人は正しく未来まえに進めない。それを成立させる為の制約ルールだ」

　制約の無い闘とう争そうは知性無き獣けものたちの戦いだ。

　人類だからこそ、霊れい長ちよう類るいだからこそ、踏ふみ外はずしてはならない正道がある。

「それを破って勝利したお前が、魔王の何を語れる？　何を誇ほこる？　違約の勝利の果てに、最悪の結末を引き起こしたお前が………[image: !!!]」

『十六夜。言い過ぎだよ』

　春日部耀の静かな声が、熱が入り過ぎていた十六夜の言葉を遮さえぎる。

　アルジュナは憤怒に身を震ふるわせながらも、拳こぶしを握にぎりしめてその怒りに耐たえていた。

　互たがいの顔が見えないことが災わざわいしたのだろう。普ふ段だんの十六夜ならばもう少し手心を加えた。或あるいは共に言葉ではなく拳に物を言わせていただろう。

　加えて言うのであれば、こんな形で誰かを責め立てるのは十六夜らしくない。

　重たい空気が電話越ごしに互いの場を締しめ付けていく。

　先に動いたのは、精せい霊れい列車に居るアルジュナだった。

『………逆廻十六夜。貴方の意見はわかった』

「へえ？　ならどうするんだ、大英雄さんよ」

『どうもしない。何せ、君の言い分の方が正しいですから。俺は間ま違ちがいなく………違約の英雄と呼ばれても仕方がないことをしたのだから』

　自じ嘲ちようめいた笑えみを浮かべてアルジュナは部屋を去っていく。

　それを見送った西郷焰は、堪たまらず非難の声を上げた。

『おい、イザ兄。何をそんなに怒ってるんだよ』

「怒ってる？　俺が？」

『怒ってるだろ。もしくはイラついてる。アイツが何者かはよく知らないけど、そんな悪い奴には見えなかったぞ？』

「そりゃそうだ。善し悪あしに分別するなら、文句なしに善い奴だと思う。………あー悪い、確かに言い過ぎた。お前たちは明日から同じコミュニティで戦わないといけないのに無む暗やみに空気を悪くした」

　珍めずらしく素す直なおに謝る十六夜。むしろ西郷焰が驚おどろいたのはこの謝罪の方だ。

　十六夜が謝るより、鬼おにの霍かく乱らんの方がまだ現実みがある───と口に仕し掛かけて、焰は言葉を飲み込んだ。

『………まあ、あのアルジュナって奴のフォローは釈天に任せよう。それよりイザ兄も俺に話があるんだろ？　もしかして例の組織を壊かい滅めつしてくれたとか？』

「そんな話だったら、俺も気が楽だったんだけどな。如何やら事態は俺たちが考えているより複雑になっているようだ───と、悪い。話をする前に場所を変えたい。一時間くらいしてからもう一度連れん絡らくをくれ」

　あいよ、と焰は軽快に返事をして通話を切る。

　雨風は段々と強くなり始めていた。

　十六夜はベッドで健すこやかに寝ねている少女を見る。

　樹海で出会ったアルビノの少女を背負った十六夜は、壁かべ際ぎわに下がっていたプリトゥに声をかける。

「地天様や。一度、場所を変えよう。此処は地じ崩くずれするかもしれない」

「それは構わないが………十六夜。少し困ったことに気付いたぞ」

「………困ったこと？　この雨風より？」

「場合によってはな。その少女の鎖くさりをもう一度見て欲しい。誰だれがどう見ても、切断されているよな？」

　うん？　と、首だけで振ふり返って確かく認にんする。

「………切断されてるな。それについてはさっき話し合っただろ？」

「それはそうなんだがな。そもそも、鎖を切断っておかしくないか？　此処は外界だぞ？　鎖を破壊ではなく切断するって、不思議なことではないのか？」

　指し摘てきされた十六夜はその事実にハッとする。確かにそうだ。

　此処は箱庭ではない。

　組織の対立があったとするなら、銃じゆう撃げき戦せんを主とした近代戦闘が行われていたはずである。その戦闘の最中で破壊されたのなら切断されて逃にげ出したというのは腑ふに落ちない。

　逆に、此れが箱庭で起きた事件ならば不思議でも何でも───

「………っ、やばい。箱庭側から先手を打たれたかもしれない」

「そういうことだ。此このまま実験施し設せつを見つけたとしても何も発見できないだろう。私たちは一歩遅おそかった」

「でも箱庭の刺し客かくといっても、何処どこの連中だ？」

「わからない。太陽の王群〝アヴァターラ〟か、魔ま王おう連盟〝ウロボロス〟か………はたまた別の出場者たちか。………何いずれにしても、私たちはこの娘むすめから話を聞く以外に手て掛がかりがなくなったわけだ。此れでこの子の救助を優先する理由ができたな？」

　少女から離はなれたプリトゥは、財さい布ふからブラックカードを取り出してウインクする。

　その笑みには十六夜に対する皮肉もあったのだろう。

　一〇〇倍くらい言い返してやってもよかったのだが、今はそれどころではない。

　背中の少女を背負い倒し、軽く肩かたをすくめて廃はい墟きよの入り口へと歩き出す。

「馬ば鹿かなこと言ってないで行くぞ。地崩れに巻き込まれたいっていうなら話は別だが」

「何をおっしゃる。私は地天だぞ。地崩れが起きるような場所を選ぶものか。どうしても移動するなら当然、リオの街の高級ホテルにするぞ！」

「本当に俗ぞくっぽいな〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟は。でもコイツのビザはどうする？」

「問題ないさ。〝エヴリシングカンパニー〟も今の状じよう況きようなら保護に積極的になるだろう。一報を入れて彼女の戸こ籍せきを用意───いや、その前に客人か」

　刹せつ那な、二人から安あん穏のんとした空気が霧む消しようした。

　蕭しよう条じようたる雨の音を切り裂くように近づく気配。廃墟の外から二人に向けて、敵意と殺意の両方が混在した意識が鋭するどい刃やいばのように突つき付けられている。

　問答無用で襲い掛かかってこないのを見ると話し合いの余地があるようにも考えられるが、この濃のう密みつな敵意と殺意を感じ取れるのならば話し合いなど無意味とわかるだろう。

　十六夜とプリトゥの二人は外で待っている敵対者を同時に感じ取り、舌打ちする。

「………強いな。知り合いか？」

「気配は神霊われわれに近いが、どうだろう。神霊がこれ以上外界に現れるのは物理的にも不可能なはずだ。その為ために十二天から三神も降天しているんだが………」

「でも、今は釈天が箱庭に帰ってるんだろ？　この外界には純じゆん粋すいな神様は二人しかいないんじゃないのか？」

　───あっ、とプリトゥは声を上げた。

「そ、そういうことか！　社長の奴やつ、他の十二天に引き継つぎ無しで箱庭に戻もどったのか！」

「流石さすがは俺たちの社長様！　〝動けばいらないことしかしない〟事に定評のある帝釈天！　おかげで先手を打たれたじゃねえかコノヤロウ！」

「全くだ！　今回の報ほう酬しゆうの減額分は社長の給料から差っ引くことにしよう！」

「ホテル代なんかの諸経費もな！」

　二人は強く頷うなずき合う。

　プリトゥ曰いわく、一つの世界に降り立てる神霊は精々が三神までしか不可能とのこと。

　その三席を先に奪う為に天軍から神霊を呼び出していたという。席を奪えなかった神霊は上うえ杉すぎ女史の様に神の化身アバターを送り込む必要があるのだ。

　前回の〝ミノタウロスの迷めい宮きゆう〟で釈天が箱庭に帰った時に、その仕組みに気付かれたのだろう。此れはかなり計画的な犯行だったと推測できる。

　その話を聞いた十六夜は、すぐに頭を抱かかえてため息を吐はいた。

「箱庭アチラを立てれば外界コチラが立たず、ってことか………仕方ない。プリトゥにこの美白少女を預けるわ。襲しゆう撃げき者の相手は俺がやる」

「任せていいのか？」

「おう、大いに任せろ。俺も運動不足だったからな。神霊級が相手っていうなら、ならしには丁度いい。久しぶりに弾はじけてくるわ」

　アルビノの少女を手て渡わたし、ヒラヒラと手を振りながら入り口から出ていく逆廻十六夜。プリトゥはその半歩後ろを付いて歩く。

（さてさて。鬼き神じんが出るか蛇じや神しんが出るか。楽しみにしようか）

　廃墟から出た十六夜は、雨の中で待つ敵対者の下もとへ歩き出した。
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　───精霊列車〝サン＝サウザンド〟号・展望車両。

　　　　霊脈レイライン賢けん覧らんの大浴場。






　精霊列車には内部から外を展望する為に、車両一つが展望用に用いられていた。今はまだ発車して川辺を走っているに過ぎないが、此れより海中や地脈の中を駆かけ巡めぐる様になれば霊脈の中の風景を車両内から見ることができるようになる。展望車両の中にある食堂と大浴場は、乗車している参加者や観客が集つどう憩いこいの場として使われていた。

　展望車両の話を聞いた西さい郷ごう焰ほむらたちは十六夜いざよいに連絡するまでの間、大浴場で疲つかれを癒いやすことにした。

　何せ、今日は色々と有り過ぎた。

　御み門かど釈とく天てるの援えん助じよ金きん使い込みとか。

　御門釈天の所為せいでギフトゲームに強制参加とか。

　御門釈天の息子むすこの借金取り立てとか。

　主に御門釈天の所為で色々と有り過ぎた。外界なら間ま違ちがいなくギルティ案件である。駄だ神しんにかける慈じ悲ひはない。

　そんな騒さわがしい一日もようやく終わりが見えてきた。

　夜の帳とばりが完全に降り切った時刻。折せつ角かくの異世界旅行なのだから、楽しむ時間があってもいいだろう。

「───うわ、これは凄すごいな」

　連結口から展望車両に移った西郷焰の第一声は、情じよう緒ちよも何もない一言で始まった。彼は詩人ではなく科学者なのだから無理もないが、それにしても無骨な感想である。

　一方の女性陣じんは、華はなやかに飾かざられた展望車両に瞳ひとみを輝かがやかせている。

　硝子ガラス細工のキャンドルランプは巧こう緻ちな技術で細部まで作りこまれているものの、星明かりの邪じや魔まにならないようにささやかな灯ともし火びを宿して陽炎かげろうを立ち昇のぼらせており、その見事な細工が自己主張しすぎて景観を損ねないように気き遣づかわれている。

　星明かりと灯ひに群がる微び精せい霊れいたちは憩いの場を彩いろどるように飛び回ってはしゃいでいる。

　車両内を元気に飛び回っているだけで楽しい気分にさせてくれるのは、彼らが純粋な命と魂たましいを宿しているからだろう。

　鈴すず華かは疲れた顔を一転させ、今日一番の笑えみを浮うかべた。

「おお………色々と有ったけど、ようやく異世界旅行みたいになってきたんじゃない？」

「本当に色々あったからな。主に釈天の借金関係で！」

「ま、まあまあ。釈天さんの厚こう意いはきっと役に立つと思いますから。それより展望車両の大浴場に行きましょう。春日部かすかべさんもご一いつ緒しよしますか？」

「うん。夕食の前にお風ふ呂ろに入ると消化にもいいしね」

　展望車両の食堂を凝ぎよう視ししながら頷く春日部耀よう。

　彩あや鳥とは僅わずかに苦く笑しようして暖簾のれんをくぐる。

「では先せん輩ぱい。また後で」

「いってら。長風ぶ呂ろになっても気にしないからゆっくり入ってこい」

　そう告げて足早に暖簾の向こうに消えていく焰。

　彩鳥たちは女性の浴場へ進み、脱だつ衣い室までやってくる。衣服に手をかけた彩鳥は、今日の昼間までの気候を思い出した。

「外界は夏真っ盛りだったので、箱庭の気候が優やさしく感じられます」

「ホントだよねー。汗あせの滲にじんだブラウスから薄うっすらと見える彩ちゃんのピンク色のブラジャーが悩なやましい季節なのである」

「………あの、そういうネタフリは本当にやめて下さい、リアクションに困りますから」

「いや、私も彩ちゃんにはこういうネタ自重してたんだけどね。耐性をつけるためにも、少しづつ弄ってやろうかと！」

　胸を隠かくしながら少し恥はずかしそうに答える彩鳥に、曖あい昧まいな笑顔で答える鈴華。隣となりで服を脱ぬいでいた耀は彩鳥の胸を凝視しつつ、小さく呟つぶやく。

「うん………やっぱり名前が似てるだけの別人だ」

「ちょっと待ってください春日部さん。何処の何方どなたと比ひ較かくしたのかは敢あえて問いませんが今、胸で判断しませんでしたか？」

「おっぱいが大きいのはいい事だよ」

「そういう話はしてませんから！」

「触さわっていい？」

「ダメですッ[image: !!!]」

　伸のびる魔まの手を素す早ばやく叩たたき落とす彩鳥。二手三手、四手五手と繰くり返し伸ばす魔の手を徹てつ底てい的に叩き落とされた耀は、不満そうに眉まゆを顰ひそめた。

「………ケチ。そんなにいっぱいおっぱいあるんだから、少しぐらいはいいじゃない」

「沢たく山さんはありませんから誤解を招く言葉の使い方はやめてください！」

　彩鳥のツッコミに、鈴華がハッと何かに気が付いたように息を吞のむ。

「おっぱいがいっぱい………大きいおっぱいがいっぱい………？　彩ちゃんの前世は搾さく乳にゆう雌め牛うしだった可能性が微び粒りゆう子しレベルで………？」

「存在していませんから。あと鈴華。これ以上この話題を続けるようなら、今後はケーキバイキングに連れて行っても奢おごりは無しです。存分にやせ細って下さい」

「ぐッは、此こ処こにきて裏切るのか姉妹シスター！　私と彩ちゃんは検サー索チア＆ンドデ暴スト食ロイの契けい約やくを交わした盟友じゃん！　っていうか、彩ちゃんから一人じゃ入りにくいから一緒に来てくださいって何時いつもお願いされてるだけなので………アレ、別に鈴華さん困らないな。いいよ別に。一人で贅ぜい肉にくを蓄たくわえに行ってきなよ」

「え!?　あ、いえ、そういうつもりで言ったわけでは………[image: !!?]」

　ヘソを曲げた鈴華は急激に感情の温度が下がる。此れは不味まずいと、大おお焦あせりでフォローを始める彩鳥。口くち喧げん嘩かで先輩に後こう輩はいが勝てる筈はずもなかった。

　耀は顎あごに手を当てて、ふっと遠い星を見上げて囁ささやく。

「………ケーキバイキング。うん、アレはいい響ひびきだよね。私も外界に居た時に一度くらいは行ってみたかった」

「いいじゃん、箱庭でもいいから一緒に行こうよ！　展望車両の食堂も食べ放題みたいだし！　鈴華さんは地元だと海賊バイキング潰つぶしの保安官で有名なんだぜ！」

「そっか。私とは逆の異名だね」

　鈴華が海賊を潰す保安官なら、耀は食料を壊かい滅めつさせる海賊そのものである。彼女たちが雌し雄ゆうを決する時が来たのなら、精せい霊れい列車の調理場は地じ獄ごくのちまたとなるだろう。

「………ん？　ってことはもしかして、耀さんってば私たちの世界の人？」

「うん。十六夜と一緒に箱庭に召しよう喚かんされたのが、私と十六夜と、あと久く遠どう飛鳥あすかっていう子」

　耀の説明を受け、鈴華は少し首を傾かしげる。

「………クドウ？　それって〝エヴリシングカンパニー〟に関係のある人？」

「違ちがうよ。それに〝エヴリシングカンパニー〟ってヨーロピアン中心の大だい財ざい閥ばつでしょ？　その子は純じゆん粋すいな日系だしね。きっと漢字の読みが同じなだけだよ」

「そっかー。その人もこの太陽ゲームに出るの？」

「どうだろう。一応、途と中ちゆう参加も可能なはずだから参加するかもね」

「………。そうですか。彼女はまだエントリーしていないのですね」

　彩鳥は感情の火を消して呟く。

　二人はそれに気づかないまま、衣類を畳たたんで脱衣棚だなに仕し舞まう。

「そういえば鈴華さんは」

「鈴華でいいっすよ。焰も私もイザ兄にいのお友達から敬けい称しようで呼ばれるのは何かカユイし」

「そう。それで鈴華や焰は、何を理由に箱庭に召喚されたの？　二人とも実は歴戦のフードファイターとか？」

「私は焰の付き添そいっす。ああ見えて姉弟ブラザーかなり凄そうな研究者だったりするんですよ」

「研究者？　何の研究？」

「よくわからないけど、粒りゆう子し体がどうのとか。何だっけ彩ちゃん」

　鈴華が問うと、彩鳥は先ほどまでのアワアワとした雰ふん囲い気きを収め、胸に手を当てて少し誇ほこらしげに告げた。

「西郷焰先輩は、第三永久機関────第三種星3S, nano辰粒子体machine unit。その第一人者としての功績を認められ、この神々の箱庭の戦いに参加することを許可されました。私と鈴華はきっと、その関係者として連れてこられたんでしょうね」

　体に大きな手て拭ぬぐいを巻いた耀はそこで初めてふと、眉を顰ひそめた。

「粒子体の………研究者？　しかも西郷？」

「そうだけど？」

「えっと、ちょっと待って。焰の苗みよう字じって、〝西〟に故郷の〝郷〟だよね？」

「………？　はい、そうですが」

「じゃあ〝西〟の〝業〟………西業じゃないんだよね？」

　勿もち論ろんです、と素す直なおに頷うなずく二人。彩鳥も鈴華も西業という名前には憶おぼえがなかったし、彼は天てん涯がい孤こ独どくの身の筈だ。孤こ児じ院いんの外に身内が居るとは聞いたことがない。

　それでも険しい表情で腕うでを組んでいた春日部耀だったが、先ほどのやり取りを思い出して両手を叩く。

「………そっか。彩鳥と飛鳥も偶ぐう然ぜん、同音異義の苗字だもんね。こういう偶然もあるのか。それに彼、どう見ても魔ま王おうには見えないし」

「ま、魔王!?　人じん畜ちく無む害がいなあの先輩が!?」

「何それ、ちょーウケる!!　焰が魔王だったら、勇者に殴なぐられて一いち撃げき死ししそう！」

「うーん、焰が十六夜と対極の男の子だっていうのは凄く理解できた」

　耀は微かすかに笑って浴場へ足を向ける。

「よし───それじゃお風呂に入ろうか。幾いくつか種類があるんだけど、最初はスタンダードがいいよね。二人とも付いてきて」

「アイアイサー！」

「鈴華。この場合は〝サー〟ではなく〝マム〟が正しいかと」

　彩鳥の細かいツッコミを受けながら、三人は大浴場へと足を運ぶのだった。




　　　　＊




　一方の男湯。

　焰は脱衣場で早々に服を脱ぎ棄すて、浴場に入っていた。周囲からは無む趣しゆ味みで研究一筋と思われがちな西郷焰だが、彼は基本的にどんなものにも興味を持って楽しめる少年である。其それが異世界の大衆浴場ともなれば当然ながら興味は尽つきない。

　だが浴場そのものよりも、まずは異世界の大衆浴場に来たのだという現実を目まの当たりにして衝しよう撃げきを受けた。

（わっ………人間が殆ほとんどいない………！）

　湯ゆ浴あみに来ていたのは何も参加者たちだけではなかった。

　亜あ人種を始めとした鬼き種しゆや亜あ龍りゆうは勿論のこと、明らかに出入り口より大きい巨きよ人じん族が浴場に居るのは一体全体どういうことなのか。ツッコミが追いつかない。

　案内掲けい示じ板ばんを見る限りでは、幻げん獣じゆう専用の浴場もあるらしい。

　何処どこから入るべきか掲示板の前で悩んでいると、偶然居合わせたユニコーンが焰に後ろから角で軽く突つき上げた。

「わ、ちょ、何すか!?　ユニコーンが俺に何用!?」

『いえいえ、少し懐なつかしい方かたの気配に似ていたので。君はもしや〝ノーネーム〟の縁えん者じやですか童どう貞てい少年よ』

「何言われてるのか全く分からんけど絶対に失礼なこと言ったぞこのユニコーン！」

　むしろ彼の年ねん齢れいで童貞じゃないほうが問題ありだろう。

　ユニコーンは言葉が通じない事を悟さとり、一角の先でコンコンと掲示板を叩く。

　如何どうやらオススメの浴場を教えてくれているらしい。

「………？　此処に行けって？」

『はい。人型は主にこの辺りに集まります。天てん井じようから星空が見えて綺き麗れいですよ。昼間は妖よう精せいのスプリガンが占せん拠きよしていて楽しめませんが、今ならチャンスです童貞少年』

「そうか。オススメなら行ってみる。………でも、言葉が分からないからって好き勝手言うのやめてくださいマジで」

　焰はユニコーンと別れ、足取りを軽くして展望用の浴場へと足を進ませる。とはいえ、肉食にしか見えない獣けものたちの横を一人で通るのは中々に勇気がいるのだ。

（しまった………こんな事なら釈天かポロロと一緒に来ればよかった）

　西郷焰は人畜無害の人間である。幻獣たちが参加者を襲おそうようなことはないと思いたいが、道中の道連れが欲しかった。

　焰が周囲を見回していると、それを見かねて肩かたを叩く者が現れた。

「ねえ君、エキシビションに出てた人だよね？　もしかして一人？」

「え？　あ、はい。そうだけど」

　肩を叩かれて振ふり返る。声の主は身長は焰より高いものの、歳は同じくらいだろうか。少し長めの前まえ髪がみの下には頼たよりなさそうな笑えみが見える。

　しかし浴場で他人に声をかけられるのだから、中々に胆たん力りよくがあると焰は判断した。

「そう………もしよかったら案内しようか？　此これだけ異種族がいる浴場だと落ち着かないでしょ？」

「そりゃ助かる。異世界から来たばかりでちょっと途と方ほうに暮れてた。この浴場、外観より明らかに大きいんだけどどうなってるんだ？」

「いやあ、流石さすがに構造までは。女王が手を加えたんじゃないかな───っと、自己紹介がまだだった。僕はジン＝ラッセル。君と同じ太陽の主権戦争の参加者だ。末まつ端たんだけどね」

　ジン＝ラッセルと名乗る少年は頭を搔かきながら頼りなく笑う。

　その人の好さそうな笑みにつられて焰も改めて名乗った。

「俺は西郷焰。エキシビションを見てたなら知ってるだろうけど、以後よろしく」

「よろしく。道すがら、よかったらエキシビションに出場した話を聞かせて欲しいな。

〝サウザンドアイズ〟発行金貨で二〇万枚って凄すごい金額だよ？」

「ああ、やっぱりそうなんだ………丁度いいや。俺も誰だれかに愚ぐ痴ちって発散しないとやってられないところだった」

　焰は事情説明を快かい諾だくし、目的の浴場に向かって歩き始める。

　釈天たちとのやり取りを話しながら二人は歓かん談だんを始めた。

　アルジュナという少年が借金を作ったこと、其れに釈天が関かかわったこと。そして明日あすからのエキシビションに毎日出場しなければならないということ。

　それらを一通り話し終えた頃ころには、目的の展望浴場に着いていた。

　ジンは興味深そうに顎に手を当てながら焰の状じよう況きようを嚙かみ砕くだく。

「………へえ。じゃあ君はそもそも、自分の意志で太陽の主権戦争に出場したわけじゃないんだ」

「それなんだよなあ………気が付けばあれよあれよと出場が決まってたわけで。幾ら命の危機だからって女王からの招待状のメールを開いた俺が馬ば鹿かだった」

「そうとも言い切れないよ。少なくとも命は助かったじゃないか。命あっての物種っていうし、其そ処こはありがたがろうよ。それよりそのアルジュナだ。うまくやっていけそう？」

「どうだろう。まだろくに話してないしわかんねえや。アイツの伝承も知らないし」

「………そう。でもアルジュナには気を付けたほうがいいかもね。彼が違い約やくの英えい雄ゆうというのは間ま違ちがいじゃないし。無理やりにでも突き返かえすのも手段だと思うよ」

　そうかもなあ、と湯船に浸つかってボンヤリ考える。

　ジンは縁ふちに腰こしを掛かけると、何となしに話を続ける。

「僕でよかったら、彼の伝承を話してあげてもいいよ」

「知っているのかジン？」

「彼の伝承は有名だからね。借金についても彼は似たような伝承を持っている。その時はサイコロ賭と博ばくで一国を奪うばわれたわけだけど」

　突とつ然ぜんの事実に、焰は湯船から飛び上がるほど驚おどろいた。

「く、国を!?　賭博で国を失ったのか!?」

「そう。賭と博ばく狂ぐるい、というやつだ。勝つまでやめられなかったばかりに、最後の一線を越こえて彼らは敗北した。最後にはアルジュナは妻まで賭博で奪われたのさ」

　マジかよ、と焰は苦笑いを浮うかべたまま湯船に沈しずんでいく。焰にはとてもではないが理解できない境地だ。何を狂えばそんなとんでもない事態になるのか。

　そもそもあの年齢で結けつ婚こんしていたのか、などと見けん当とう違ちがいの感想が入り混じってうまく事実を飲み下せない。

　ジンは本当に気の毒そうに視線を逸そらしながら、再度問う。

「彼がどうして違約の英雄と呼ばれるに至ったのか。僕なら説明することが出来るけど………どうする？」

「ん、それは別にいい。面おも白しろくはあるけど、役に立たなそうだ」

　広い湯船を泳ぎながら即そく答とうする焰。

　ジンは心底意外そうに眼まなこを見開く。

「………何故なぜ？　今の話を聞いても無条件に信用するの？」

「だってそれ、伝承だろ？　事実はもっと異なるかもしれないし」

「火の無いところに煙けむりは立たないよ」

「かもな。───でもさ。そういう物語って誰かが主観的な意見をまとめて作ったものだろ？　ゲームの謎なぞを解くのに必要ならともかく、伝聞だけで誰かを判断するのは失礼だ」

　プカプカと、浴場に浮かびながら気負うことなく告げる。

　この間出会ったばかりの怪かい物ぶつミノタウロスは、伝承とは全く違ちがう子供だった。

　個人の偏へん見けんや独善的な意見だけで語られる伝承に影えい響きようされるのは、この箱庭では危険だと焰は思ったのだ。

「それに………直感に過ぎないけど。アイツはそんなに悪い奴やつじゃないよ。借金は作ったかもしれないけど、それはゲームで負けたからだろ？　違い反はんによる借金ならぶん殴るけど、ゲームで成り立ってるこの世界のルールじゃ何も変なことじゃないと思うんだよな。だから話をしてみるまではまだ何とも言えない。違約がうんたらかんたらはそれからだ」

「………へえ。意外な意見だ。君は他人ひとに公平なんだね」

「他人にも公平に接して欲しいからな。───そういう訳で、分断工作は無意味だぞ」

　ニヤリ、と笑って焰はジンを見る。ジンは困ったように頭を搔いて笑った。

「あ、やっぱりわかる？」

「露ろ骨こつすぎるんだよ。そもそもジンも参加者なんだろ？　対戦相手の主観的な語り部なんて鵜う吞のみにするはずないだろ」

「全くだ。でもチャンスだったから、一度くらいは試ためしておこうと思って」

　真っ黒な奴だな、と焰も小気味よく笑った。粒りゆう子し体の研究に没ぼつ頭とうしてきた焰にとって、歳が近い相手でこんな風に皮肉を交かわせる相手は今までいなかったから尚なお更さらだ。

　湯船の中で胡坐あぐらをかくと、焰は興味あり気にジンを見た。

「さあ、俺は事情を話したぞ。次はジンの番だ」

「僕？」

「おう。初めから分断工作を仕し掛かけてきたってことは、アルジュナが俺たちの………いや、この場合は女王のコミュニティか。とにかく俺たちと同じコミュニティに一時参入することを知ってたんだろ？　誰から聞いたんだ？」

　おっと、藪やぶ蛇へびだったとジンは視線を逸らす。確かにエキシビションマッチを見ていただけでは、此こ処こまでの流れを計算して持ってくることはできない。

　事情を知っていたからこそ焰に声をかけたはずなのだ。

「さ、教えてもらおうか。何処の誰に聞いたんだ？」

「うーん………答えてもいいんだけど………」

　少し勿もつ体たいぶる。久しぶりに楽しい会話ができたジンとしては、彼にネタバレをしてもいいのだが───それには、情報提供者をばらす必要があるのだ。

　ジンは言葉にしないまま、浴場の柱の物もの陰かげを見る。

　焰もその視線を追って見た。一いつ瞬しゆんだけ少年のような人ひと影かげが見えたかと思うと、ジンは笑いをかみ殺すように口元を押さえた。

「仕方ない。観念してネタ晴らしをしよう。なんと言っても、焰は君の借金を立て替かえてくれている恩人なんだから」

「………わかりました。確かに、彼にこれ以上負担をかけるのは不本意です。ジンの噓うそを訂てい正せいしたい気持ちもありますしね」

　申し訳なさそうに柱から現れる青髪がみの少年。

　アルジュナが姿を見せると、焰は非常に気まずそうにため息を吐ついた。

「………ああ。やっぱりそうなるんだよな」

「予想してた？」

「まあ、一応な。それじゃやっぱり、ジンが所属してるコミュニティって………」

　ニッコリ───と、笑って誤ご魔ま化かすジン。みなまで言うなということだろう。何せここは天下の大浴場。腰布一枚で誰もが向かい合う公平な場所なのだから。

　外の争いを持ち込むのは無ぶ粋すい極きわまりない、と自分を棚たなに上げて笑顔だけで自己主張する策士ジン＝ラッセル。此処まで素す直なおに腹黒いと笑うしかない。

　アルジュナは大おお股またで歩いてくると、一層不満そうにジンを睨にらむ。

「ジン。ネタをバラした以上は訂正して欲しいですね」

「訂正って何を？」

「俺がサイコロ賭博で国を失った、という話です！　俺は巻き込まれただけだとあれほど言ったでしょう!?　賭かけ狂いだったのは俺の兄の方です！　俺はサイコロ賭博にそこまで熱心になった覚えはありません！」

　熱意の籠こもったその訴うつたえに、焰とジンは同時に顔を見合わせた。

　先ほどから不満そうに見ていたのは如何どうやらそういうことだったらしい。

　焰は憐あわれむ視線を送りつつ、賭け狂いの兄がいるという話を聞いて、ちょっと親近感がわき始めていた。

「良し分かった！　丁度いい機会だし、ちょっと其処のサウナラウンジで話し合おう。ジンのホラ吹ふきを正す意味でもキッチリな」

「心外だな。僕が噓を言ったのはその一件だけだよ。それにアルジュナだって悪いんだ。金貨二〇万もスって賭け狂いじゃないなんて言い訳は信用できないよ」

「だ、だからアレは太陽主権を賭けていた筈はずなのにいつの間にかですね、」

「うんうん、そうだね。カモられたんだね。折せつ角かくだから何かゲームでもしようか。サウナラウンジならカードゲームぐらい置いてそうなものだけど───」

　三人は騒そう々ぞうしいままサウナラウンジに入っていく。

　展望車両全体に放送が流れたのは、それから一刻ほど経たった後のことだった。
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　───静かに降り注いでいた筈の雨は、何時いつの間にか瀑ばく布ふの如ごとき暴雨に変わっていた。水すい滴てきの跳はねる音は足音を消し去って住民の気配を希き薄はくにしている。

　地じ盤ばんが緩ゆるいこの地域でこれだけの大雨が降ったのなら、地じ崩くずれによって建築物が破は壊かいされていたとしても不思議ではないだろう。

　此この条件ならば、少しばかり本気を出して戦っても問題はない。

　最悪の場合は樹海辺りに移動することも考えていたのだが、今回は立地に恵めぐまれた。

　貧民街フアヴエーラの中でも打ち捨てられている廃はい墟きよが並ぶこの場所なら、無む駄だな被ひ害がいに悩なやむこともないだろう。

　周囲を見ても住人が見当たらないとは実に好都合。

　つまり今回の戦いは、十六夜いざよいにとっても都合がいいシチュエーションなのだ。

「─────」

　暴風雨に曝さらされた十六夜は散さん弾だんのような雨の中を泰たい然ぜんと突つき進む。敵意は正面の一本道から発せられているのは間違いない。雨風よりはむしろこの敵意の方が障害だ。

　地母神プリトゥはアマゾン熱帯雨林を〝淀よどんでいる〟と表現したが、今の十六夜が感じているこの重たい空気も正にそれに近い。

　敵意と殺意が全身に絡からみつくかのように十六夜の道を阻はばんでくる。さながら、海の中を闊かつ歩ぽしているかのような重さである。敵対者の敵意は常識の埒らち外がいだ。

　初対面の相手に此れだけの敵意をぶつけられる筈がない。

　ならば敵にせよ味方にせよ、既き知ちの相手と考えるべきだろう。

　箱庭から現れた人物というのならそれこそ十六夜やプリトゥに敵意を向ける者は山ほどいる。

　その中の一人が現れたというのならそれほど不思議な話ではないのだが───

「………強い。強いぞコイツ。マジで誰だれだ？　蛟こう劉りゆうや迦か陵りようちゃんと同格かそれ以上だぞ」

「わからない。気配は神しん霊れいの様にも思えるし、化身アバターの様にも思える。かなり特異な敵と見たほうがいい」

　剝むき出しの敵意は己おのれの位置を訴え続けている。実力を隠かくしている気配はない。しかしこれだけの実力者を十六夜やプリトゥが忘れるはずがない。二人は記き憶おくをたどっていくが、全く見当がつかない。

　だが此れだけは断言できる。

　廃墟の先に待つものは、間違いなく魔ま王おうに比する格を持つ者だ。

　先ほどは廃墟を都合がいいと考えていた十六夜だが、この敵対者と十六夜がぶつかれば貧民街の全すべてが焦しよう土どとなるだろう。

　暴風雨の中、二人は漸ようやく敵対者の姿を捉とらえた。

（………女？）

　敵意を剝き出しにしているのは、保護した少女と同じく白はく髪はつ赤眼の女。

　此方こちらも白皮症アルビノだろう。色素の薄うすい髪と肌はだ、そして赤い瞳ひとみ。

　身長はかなり高いが、幼さが残る顔立ちから成人はしていないと予測される。彼女が着ている研究体の白い衣服───否いな、白い衣服と思われる身形みなりが、背中で健すこやかに寝ねている少女と同じ出自であることを連想させた。

　プリトゥは隣となりにいる十六夜に小声で話しかける。

「十六夜。何か変だ。あの娘むすめ、気配は神霊なのに体は人間にしか見えない。しかし神霊か悪あく霊りように憑つかれているわけでもない。何かをきっかけに、霊れい的てきな高次生命と同化したのかもしれない」

「っぽいな。だが謎が一つ解けた。───あの女が、粒子体施し設せつを破壊したんだ」

　十六夜は断言する。だが白髪の女の姿を見れば誰でもそう判断しただろう。

　豪ごう雨うに煽あおられて髪と肌は洗せん浄じようされているものの、その衣服に滲にじんだ色はそう易やす々やすとは拭ぬぐい切れない。

　───そう、血塗れだった。血塗れだったのだ、その女は。

　返り血を拭うことなど一度も考えなかったのだろう。

　柔やわ肌はだを穢けがす臓ぞう腑ふの欠片かけらなど気にも留めなかったのだろう。

　敵を斬きり殺す。邪じや魔まする者を斬り殺す。万ばん斛こくの怨えん嗟さを吼ほえて、徹てつ頭とう徹てつ尾びブチ殺す。

　この女は十六夜たちに敵意を向けていたのではない。この重圧は、個人を視野に入れた憤ふん怒ぬではなかった。

　この女は唯ただ々ただ、三千世界に呪のろいあれと全身から訴えていただけだ。

　白髪の女は地じ獄ごくの底でも覗のぞいてきたという体ていで佇たたずみ、己の魂たましいを犯おかしたこの世の全てに悲ひ憤ふんと怨えん恨こんの刃やいばを振ふり翳かざす為ためにこの退たい廃はいの街の中で十六夜たちを待ち構えていた。

　色素の薄い瞳で二人を捉えた血ち塗まみれの女は、顎あごに手を当てて話し始める。

「………さて、此れはさしものワシも予想外じゃ。日につ天てん、風ふう天てん、帝たい釈しやく天てん、誰が相手でも無言で斬り殺す覚かく悟ごではいたんじゃがな。よもや大地母神プリトゥヴィ＝マータに拝はい謁えつする事になろうとは。星の胎たい盤ばんを切り拓ひらいた女め神がみが相手では、一応の礼節は尽つくすべきかの？」

　クツクツと血塗れの女は、プリトゥを見て楽しそうに嗤わらう。

　その言動から察するに、もし現れたのが十六夜一人なら、すぐにでも死し闘とうが開始されていたに違ちがいない。

　血塗れの女はプリトゥのことを知っている。

　ならばと、プリトゥは一歩前に出て告げる。

「星の胎盤を切り拓いた、とは随ずい分ぶんな物言いだ。農耕文化を授さずけたのは事実だが、礼節を口にするならもう少しオブラートに包んでくれてもいいんじゃないか？」

「だが事実じゃろう？　未いまだに目覚めぬ地球の星せい霊れい、その代行者。初めの星霊候補者がおぬし、プリトゥヴィ＝マータと呼ばれる女神の霊格なんじゃから」

　血塗れの女の言葉を、プリトゥは不快そうに受け止める。

　だが同時に確信した。

　この血塗れの少女に同化した者は、間ま違ちがいなくインド神群に所縁ゆかりのある者だと。

「………ほう。何処どこでそれを聞いた？」

「そんなもん、考えればわかる事じゃろうに。大地を拓き、耕し、育はぐくむのは最小単位の恩おん恵けいの形じゃ。その恵みとシステムを人類が解き明かした時───星霊は〝与あたえる者〟から〝奪うばわれる者〟に変わった。母の星から命の根源を切り取れるように細工した女神ならば星の胎盤を切り拓いたと揶や揄ゆするのが妥だ当とうだろうて！」

　呵か々か大笑。血塗れの女は腕うでを組んで高らかに哄こう笑しようを上げた。

　だが笑い声には愉ゆ快かいな響ひびきなど何一つとしてない。それどころかその声には、確かな怒いかりと僅わずかながらの義ぎ憤ふんが混ざっていた。

　視線を十六夜に移した血塗れの女は、少し冷めたような笑えみを向ける。

「なあ、そこの童子よ。この時代の子よ。ワシの依より代しろになったこの娘むすめが如何いかなる境きよう遇ぐうに遭あっていたか、何を見てしまったか………聞いてみるか？　恐おそらく聞くだけで耳が腐るぞ。何せこのワシを呼び起こすほどの悪あく辣らつな仕打ちだ。この甘い時代の童子には耐たえられまい」

「………？　呼び起こした？」

　その言い回しに十六夜は違い和わ感かんを覚える。

　だが血塗れの女はそんな十六夜の様子など眼中にない。

　血濡れの女は前まえ屈かがみになり、有りっ丈たけの憂うれいと、そして愛情を込めて宿主の体を抱だきしめ、宿主の少女に対して申し訳なさそうに囁ささやいた。

「あの近代魔ま術じゆつ師しどもを殺した以上、この娘の命を絶って共に眠ねむりにつくのがワシの最後の慈じ悲ひなのじゃがな。人類の母と呼べる大地母神に拝謁した以上、簡単には引き下がれん。───この世の全ての武と不義を廃はい滅めつする化身として、この怒りをぶつけねばなるまい。すまぬがもう少し体を借りるぞ、黒の娘」

　慈じ愛あいに満ちた声。憐れん憫びんを込めた瞳。

　それだけを見聞きしたのなら、誰もがこの化け生しようは善性と判断しただろう。

　だが体を起こした彼女からは、そんな慈いつくしみの気配は消え去っていた。十六夜とプリトゥヴィ＝マータを一いつ瞬しゆんで穿うがった視線には、愛情の欠片も残っていない。

　絶えぬ怨嗟を瞳に宿し。

　万斛の怨嗟で五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを満たして。

　今まさに、不ふ俱ぐ戴たい天てんの化身となった血塗れの女は───衣服を濡らす返り血を触しよく媒ばいに、血濡れの戦せん斧ぷを召しよう喚かんしてその肩かたに担かつぐ。

　プリトゥは其そ処こで敵が何者かを悟さとり、戦せん慄りつした。

「血濡れの戦斧、武と不義の廃滅者。貴様はまさか〝英えい雄ゆう殺し〟のパラシュラーマか[image: !!?]」

「応ともさッ[image: !!!]　我こそは〝アヴァターラ〟第六の化身！　全ての王族と英雄を撃げき滅めつする殺さつ戮りくの賢けん者じやよ！」

　血濡れの女、パラシュラーマが吼える。

　その猛たける怒りを前に、プリトゥは背筋に死の気配を感じた。敵が〝アヴァターラ〟のメンバーであることもそうだが、その人物の正体に戦慄したのだ。

（しまった………！　十六夜とパラシュラーマでは、相あい性しようが最悪だ）

　少女を預かったプリトゥは悪手を打ってしまったことに歯は嚙がみする。

〝アヴァターラ〟第六の化身───〝英雄殺し〟パラシュラーマ。

　この〝英雄殺し〟という言葉を取り上げて聞けば、悪辣な化身に思われるかもしれない。だがインド神群に所属する著名な英雄は、武技の流派を遡さかのぼると高い割合で彼女の弟で子しであることが伝えられている。中でも彼女が弟子たちに伝えた秘中の秘に相当する奥おう義ぎは英雄たちの窮きゆう地ちを幾いく度ども救った必殺の技わざでもある。

　他ほかでもない十六夜やその仲間たちも、彼女が弟子に伝えた技の片へん鱗りんによって多くの魔王を打だ倒とうしてきた。遠とお縁えんではあるが、そういう繫つながりのある相手でもある。

　しかし───其それは彼女が意図して行ったことではない。

　それは只ただの結果論に過ぎない。

　パラシュラーマが第六の化身として成した偉い業ぎようは英雄の育成ではない。彼女は断じて、未来に紡つむぐ為に刃を磨みがいたのではない。本質と目的はむしろその対極にある。

　神の化身である彼女の宿しゆく業ごうは〝この世の全ての武と不義の廃滅〟。

　此の〝武〟とは戦士階級クシヤトリヤに属する全ての者と、王おう侯こう貴族の全てを意味する。

　そして不義とは約定を守らぬ者、偽いつわりを以もつて己に取り入ろうとする者。

　遥はるかな昔───彼女はこの二つに傷つけられた。それもただ傷つけられたのではない。慈しんだ相手に傷つけられ、裏切られた。

　一度目は、助けたはずの王と国に。

　二度目は、教えを乞こわれた愛まな弟で子しに。

　裏切られ、欺あざむかれ、利用され、愛した家族は皆みな殺ごろしにされた。

　故ゆえに彼女は、全ての英雄と王族を皆殺しにし返した。

　其れは比ひ喩ゆではない。彼女は二十一度の虐ぎやく殺さつを繰くり返し、インド神群の一つの時代から全ての英雄を排はい除じよした。

　虐殺が終わると眠りにつき、目覚める都度に英雄たちを皆殺しにする神の化身。

　人類の際限ない増長を防ぐ為に遣つかわされた〝英雄殺し〟───其れが〝アヴァターラ〟第六の化身パラシュラーマである。

「人類の際限なき繁はん殖しよくを許可した女神と、その末世ユガに居合わせた童子よ。この世の全ての武と不義を廃滅するこの私が、お前たちを糾きゆう弾だんしてやろう。この地で無む為いに消費された命の為に、万斛の怒りを発はつ露ろしよう。曲がりなりにも救世の〝アヴァターラ〟に選ばれた以上───その宿業カルマを果たさねばなるまいてなッ[image: !!!]」

　一いつ喝かつ、血濡れの戦斧が奔はしる。二人は共に飛びのいたが、戦斧の巻き起こした一いち撃げきは廃はい墟きよを塵ちりの様に吹ふき飛ばしていった。

　如何どうやら民家だからといって手を抜ぬく気配はないらしい。

　此れほどの敵が相手ならば、何の手も打たずに戦うわけにはいかない。

「十六夜！　少し時間を稼かせいでくれ、すぐに加勢する！」

「あいよ、任されたッ[image: !!!]」

　十六夜は正面からパラシュラーマに突とつ貫かんしていく。しかし〝英雄殺し〟の性質を考えると、十六夜でも分が悪い。すぐに加勢しなければ不味まずいことになる。

（まずは街と少女を守らねば………！）

　このアルビノの少女は貴重な情報源だ。

　最悪の場合はこの少女だけでも逃にがす必要がある。

　プリトゥは上着から菩ぼ提だい樹じゆの種子を取り出し、急生長させた。

　菩提樹の種子は瞬またたく間に成長し、背負っていた少女を守る堅けん牢ろうな壁かべとなる。幼子を殺すとは思わないが、戦いに巻き込まれれば守り切る自信がない。

　聖樹の種子は地母神の神格を与えられ、生長の限界を超こえて貧民街を覆おおい始めた。目もく撃げき者が出るのは確実だろうが、土地の傷きず跡あとが大きくなり物証が残るよりはいい。

　一方の十六夜は、プリトゥの思おも惑わくとは裏腹に廃墟を破は壊かいしながら戦せん闘とうに入っていた。

　突貫したまま拳こぶしを構える。懐ふところに飛び込めば彼の領域だ。地ち殻かく変動に比する十六夜の拳が直ちよく撃げきすれば如何いかに神の化け身しんといえどもただでは済まない。

　だがパラシュラーマは動かない。突貫してくる十六夜を見み据すえて微び動どうだにしない。

　完全に射程圏けん内ないに入った十六夜は、真正面から拳を突つき上げた。

「ほっ………これまた、随分と大味よのう」

　嗤う武の廃滅者。星を揺ゆるがす一撃を前にしたパラシュラーマは───トン、と地面を蹴けって僅かに下がった。

　突き出した拳から吹き荒あれる暴風。砕くだけて弾はじける廃墟。

　絢けん爛らんなリオの街で繰り出していたのなら、ビル群は瞬く間に砕け散り、市民は竜たつ巻まきに遭った羽虫の様に吹き飛んだだろう。かつて大地の災害を司つかさどった悪あく魔まと打ち合った十六夜の拳には比喩ではなく、地殻変動に比する破壊力が秘ひめられている。

　しかしこの女は。この廃滅者は。

　星を揺るがす一撃を前に、パラシュラーマは無傷だった。

（っ………！）

　鼻先から三寸の処ところで、十六夜の拳は空を切って終わる。

　だがその躱かわし方が尋じん常じようではない。一歩間ま違ちがえれば頭ず蓋がいが陥かん没ぼつしていたかもしれないというのに、この女は何も恐れることなくこの躱し方に身を任せた。十六夜の踏ふみ込み速度と打ち出すタイミングを全すべて把は握あくしていなければこんな躱し方を選びはしない。

　己おのれの武技に絶対的な自信があり、尚なお且かつその差を見せつける為ために、この尋常外な躱し方を選んだのだ。

（堪たまんねえな………！　武技に関しては、下手すりゃ蛟劉以上だぞ！）

　冷や汗あせを流しながら心地ここちよく笑う。

　そして追つい撃げきを受ける覚かく悟ごを決め、歯を食いしばる。次の一撃は避よけようがない。パラシュラーマは無造作に血ち濡まみれの戦斧を振ふると、十六夜の脇わき腹ばらを横よこ薙なぎに切り払はらった。

「ガッ………[image: !!!]」

　臓ぞう腑ふが逆返りそうになる衝しよう撃げき。込み上げる嘔おう吐と感をねじ伏ふせ、拳に力を入れる。

　第二撃が容よう赦しやなく襲おそい来る。十六夜は腕で受け止めたものの、二の腕に激しい鈍どん痛つうが奔る。戦斧は十六夜を切断こそできなかったが、その勢いまでは殺せない。

　戦斧を腕で受け止めた十六夜を見て、血濡れの女は感心した声を上げた。

「面おも白しろい体をしとるのう、童子。〝英雄殺し〟の功績を持つワシの戦斧で斬きれ無かったのはおぬしが初めてじゃぞ」

「そりゃそうだ！　こと斬られない事に関しちゃ俺以上はいないだろうさ！　例外を許さないのが頂点の証しるしってわけで、斬り殺すのはあきらめろ！」

「あいやわかった！　なら斧で殴り殺そうッ[image: !!!]」

　血濡れの女は十六夜の体が斬れないことを悟り、刃やいばを裏返した。

　其処で十六夜は冷静にこの女の事情を一つ理解する。

（俺が獅し子し座ざの恩恵ギフトを持ってることを知らない。やっぱりコイツは、太陽主権の戦争とは無関係に目覚めたのか）

〝アヴァターラ〟の化身ではあるものの、主権戦争の事は知らない。ならばギフトゲームの参加者ではないということだ。

　しかしだからと言って手を抜ける相手ではない。

　二撃、三撃と拳で血濡れの戦斧を弾き飛ばす。

　本来なら彼女の持つ〝英雄殺し〟の恩恵は、敵対する英雄の恩恵を封ふう印いんする力があり、あらゆる防備は張り子の虎とらと化す。故に武技で上回るか、英雄の色を上回る神の化身に匹敵するほどの極めて高い神性を所有していないと勝利することが困難となる。

　不断の恩恵───獅子座のモデルとなったネメアの獅し子しによって守られている十六夜には、あらゆる斬ざん撃げきが通用しない。例えそれが山を斬り海を断ち天を裂さく類たぐいのものであっても、獅子座の恩恵は問題なくはじき返す。

　悉ことごとく、例外を許さないからこその頂点だ。

　この概がい念ねんを上回るには同様に星の恩恵を秘め、尚且つ必断の恩恵か、星せい霊れい殺しの恩恵が必要不可欠となる。〝英雄殺し〟だけでは足りないのだ。

　だがそのアドバンテージがあって漸ようやく、両者は戦いが成立している。

　武の廃はい滅めつ者を掲かかげた以上、彼女自身が神域の武技を修めているのは当然だろう。十六夜は着々と詰つめ将しよう棋ぎの様に追い詰つめられつつあった。

（捌さばき切れねえ………！　くそ、ジリ貧か！）

　ならばと、十六夜は刃を受け止めたままの勢いで距きよ離りを詰める。

　長なが柄えの戦斧ならば距離を開けないほうが有利と判断したのだが、その程度の定石を踏まえていない相手ではない。独楽こまの様に円を描えがいて振り下ろした戦斧は彼女を中心に、周囲全てを粉ふん砕さいして弾き飛ばした。

　簡単に距離は詰められないな、と爆ばく風ふうに弾き飛ばされながら舌打ちする。敵は武技の極みに立った化身だ。付け焼やき刃ばは通用しない。正面からやり合えば分が悪い。

　ならば───徹てつ底てい的に搔かき回して隙すきを見み出いだすのが、問題児のやり方である。

「上等………！　お前が洗練された武の極みなら、コッチは大おお雑ざつ把ぱに生きてきた悪童だ！　貧民街ごとふっ飛べクソババアッ[image: !!!]」

　久方ぶりの強敵に十六夜は猛たけりを上げる。彼が本気を出せる相手がこの故郷の世界で目覚めたのだ。箱庭ではなく、この故郷の世界で目覚めたのだ。

　こんな機会は今後あるかどうかわからない。この言葉にならない感かん慨がいに身を任せた十六夜は───自身の渾こん身しんを込めた一撃で、大地に津波を引き起こした。

「ぬっ………!?」

　此これは不味いな、と。

　僅わずかに声を上げるパラシュラーマは、流石さすがに意表を突かれたと片眉まゆを上げる。

　都市一つを吞のみ込むのではないかと錯さつ覚かくさせる程ほどに高々と上がった土ど砂しやの波は、爆ばく撃げきなどとは比べ物にならない質量を伴ともなって貧民街を覆っていく。

　事と次し第だいによっては一都市がその機能を失うほどの超ちよう質量攻こう撃げき。

　聖樹の幹によって囲われた貧民街では逃のがれる術すべもない。避けたところで重傷は逃れられない。血れの廃滅者は戦せん斧ぷを大地に突き刺さして手放す。

　戦斧を捨てた彼女は口元に凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべて告げた。

「悉く、例外を許さぬのが頂点の証、と吼ほえたか。………よかろう。その身に宿る恩恵が真まことに不断だというならば耐たえてみよ」

　胸に手を当てて瞳ひとみを閉じる。

　祈いのりを捧ささげるかのような所作で胸に手を当てる。

　そして宿主の、白皮症の少女の中に眠ねむる力に向かって告げる。

「───穢れよ、我がアストラ」

　刹せつ那な、土砂の向こう側に極光を放つ血けつ槍そうが生まれる。

　地殻より更さらに深い淵ふち、星の心臓部に匹ひつ敵てきする熱量が廃滅者の全身を覆っていく。彼女に触ふれた土砂は端はしから溶よう岩がんと成って飛び散り、海の巌いわおにぶつかった飛沫しぶきの様に霧む散さんする。

　その輝きに見覚えがあった十六夜は、今から放たれる秘ひ奥おうに気付いて戦せん慄りつした。

（っ………!?）

　顕けん現げんした脅きよう威いに息を吞む。

　何故なぜならば、十六夜はあの血槍を知っている。

　背後にプリトゥが居る以上、避けることはできない。いやそもそも、この熱量を解き放つというのなら受け止めただけでは守り切れない。

　此れより穿うがたれる一撃は幾いく度どとなく彼らを救ってきた秘中の秘。

　印いん欧おう世界がまだ一つだったころに失われた真言マントラによって目覚める最強の一ひと刺さし。

　神しん霊れいの御み業わざを人の手に落とした、武の極みの象しよう徴ちよう。




「穿て………〝原初ブラフ神格マー・・アス梵トラ天オリ槍ジン〟───[image: !!!]」




　血槍が十六夜に迫せまり、赤色の光が大陸の夜を照らし出す。

　インド神群の英えい傑けつたちが求めた最強の一いち撃げきはその熱波だけで聖樹の檻おりを焼き払い、貧民街を廃はい墟きよ街へと変えていく。

　赤色の光は、外界の夜の帳とばりを赤黒く染めて引き裂いた。







[image: 第十章]




　───〝アヴァターラ〟第六の化身・パラシュラーマ。

　神域を極めた聖仙リシである此れには既すでに性別という概念がない。

　或あるいは生命という概念すら存在しない。人間だった頃ころの肉体は既に滅めつされ、以降は上流階級がその権益を暴走させた時にのみ神の化身として現れる。

　そして第六の化身パラシュラーマは、その時代に在る全ての武を廃滅する。

〝英えい雄ゆう殺し〟と呼ばれるパラシュラーマは神の化身か太陽に関係する半神半人にしか、打だ倒とうすことが極めて困難になる。故ゆえにこの末世の時代に顕現した以上、この廃滅者を打ち倒すには天軍の使者が外界に降り立つしかない。

　ならば意図せぬ再会もあるかと希望を抱いだいていた。

　遥はるかな昔───廃滅者パラシユラーマが人間だった頃。戯たわむれで弟で子しにした者が一人いた。

　世界で只ただ一人、己の意志で至高の秘ひ儀ぎを伝承した者。

　復ふく讐しゆうに狂くるっていた生しよう涯がいの中で、一時だけでも安らぎを与あたえてくれた者。

　陽ひだまりのようなあたたかさで、少しだけでも怨えん嗟さを忘れさせてくれた大おお噓うそ吐つき。

　その弟子が〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟に籍せきを置いていると聞き、パラシュラーマは皮肉屋の運命を嗤わらわずにはいられなくなった。我が弟子ながら義ぎ理り堅がたいことである。

　廃滅者の弟子である日天の子が、自分を滅ほろぼしに来る日があるのなら………と、そんな思いに胸を馳はせる情が僅かにあった。

　しかしそんな幸運などあるはずもないかと、大地母神の顔を見て彼女は苦く笑しようする。

　此れも己の宿しゆく業ごうを果たせと云いう神の啓けい示じかと、諦あきらめていた廃滅者は───

　今、信じられない光景を目にしていた。

「………何……[image: !!?]」

　微み塵じんの容赦なく放たれた核かく熱ねつの血槍。

　それが今、眩まばゆく輝く神槍によって受け止められていた。

　十六夜いざよいは神槍を手にしてその名を吼える。

「っ………抑おさえろ、〝疑ブラ似フマ神ース格トラ・・梵釈槍レプリカ〟………[image: !!!]」

　血槍に押し返されそうになるのを必死の形相で耐える。

　白熱する血槍と神槍は大地を溶よう解かいさせてぶつかり合う。相そう殺さいできるか否いなかは完全に賭かけだったが、同種類の恩恵ギフトであることに一いち縷るの望みを託たくしたのが幸いした。

　此この神槍こそ、主権戦争を勝ち抜ぬく為ために十六夜が黒ウサギより預かった切り札の一つ。

[image: ]

　其その名を〝疑似神格・梵釈槍〟。

　献けん身しんの象徴である〝月の兎うさぎ〟が〝月界チヤンドラ神殿・マハール〟と共に授さずかった神格武具の一つ。

　逆さか廻まき十六夜たちと共に〝黒死斑ブラツクの魔王・パーチヤー〟や〝絶対悪アジ＝ダカーハ〟を打だ倒とうしてきた必殺の一刺しであり───パラシュラーマの弟子が太陽の鎧よろいと引き換かえに授かった、伝説の神槍である。

「馬ば鹿かな………[image: !!?]　そんな、どうして童子がそれを持っておる!?」

　運命を覆くつがえす力を持った弟子の槍やりにパラシュラーマは瞳を見開いて驚きよう愕がくし、声を荒あららげて問いを投げかける。事情を知らない彼女からしたら当然の反応だろう。

　背後で見守っていたプリトゥは、現在の持ち主である黒くろウサギを思う。

（此れはまた、随ずい分ぶんな無む茶ちやをしたものだ………！　神格級の恩恵を引き剝はがして与えれば、持ち主の霊格もすり減る可能性があるというのに）

　アルビノの少女を庇かばいながらプリトゥは苦笑いを浮かべる。

　実際、黒ウサギの霊格はゴッソリと神槍───いや、叙じよ事じ詩しの紙し片へんに持っていかれた。本来は叙事詩の紙片を媒ばい介かいに召しよう喚かんされる神槍を常時召喚状態にして貸かし与えているのだ。黒ウサギがロリータになってしまったのは霊格を維い持じする為なのである。

　しかし召喚してあるからといって使いこなせるほど、この神槍は軽くなかった。

（くそ………[image: !!!]　やっぱり使いこなせないか………[image: !!?]）

　出力を上げるだけなら問題ないが、抑え込むとなると応用問題だ。

　加えて十六夜には不断の恩恵ギフトはあっても耐たい熱ねつの恩恵は宿っていない。

　太陽に連なる伝承が無い為、それ以外の恩恵を引き出せないのだ。地ち核かくの熱に焼かれる痛みに必死に耐える十六夜だが、これ以上は抑え込めそうにない。

　ならばと、十六夜は燃え盛る血槍を右手でワシ摑づかみ───廃滅者の血槍を、天上に向かって穿つようにぶん投げた。




「他人ひと様の世界で………こんな破は壊かい兵器使ってんじゃねえ───[image: !!!]」




　燃え盛る血槍は豪ごう雨うを切り裂さき、天を貫つらぬいてその熱を解放する。その途と端たん、瞬またたく間に雲海を蹴け散ちらした。

　血槍の軌き跡せきは陽かげ炎ろうが残り、余熱で大気を燻いぶし続けている。

　もしもこの血槍が地表で解放されていたのならどれだけの被ひ害がいが出たか定さだかではない。国家存亡に関かかわる大事になっていただろう。

　十六夜は輝きを無くした神槍に身を預け、パラシュラーマを憤ふん怒ぬを込めて睨にらむ。

「ハッ………やってくれるじゃねえか、廃はい滅めつ者。幾いくら主権戦争の最中だからって、この時代にインド神話式の核戦争を始めるとか、どういう神経してやがる………[image: !!!]」

　肩かたで息をしている十六夜に体力はほぼ残っていない。先ほどの熱は本来ならその余波だけで対象を撃げき滅めつして余りある。だが疲ひ労ろうや痛みより、今は怒いかりの方が遥かに勝まさった。

　彼が軌き道どうを逸そらさなかったらどれだけの被害が出ていたかわからない。

　海岸沿いにある半ば廃墟と化している貧民街フアヴエーラだからまだよかったが、少し軌道が違ちがえば取り返しのつかない結果になっていただろう。

　自身の戦いに巻き込まれ、無関係である幾万の命が危険に晒さらされたのだ。こんな理り不ふ尽じんを許せるほど十六夜は不誠実に生きていない。

　しかしパラシュラーマは十六夜の怒りに取り合わず、腕うでを組んで呵か々かと嗤った。

「さてなあ。安あん穏のんな時代に生きている連中には丁度いい刺し激げきだと思ったのじゃがな。日々を平へい穏おんに過ごしている裏で、この娘むすめの様に地じ獄ごくを垣かい間ま見みている者もいるんじゃからの」

「ソレとコレとは別問題だ。この時代、この街で生きてる奴やつらは、この世界のルールの中で平穏を勝ち取ってんだよ。武力戦争が社会戦争に切り替かわっただけだ」

　無条件の安穏など、勝者に対する冒ぼう瀆とくだ。

　時代が変われば倫りん理りが変わる。異世界に行けば法律も変わる。

　戦争の形が変わり競きそい合う為の形式が変わった今の時代を見下げているだけだ。

　誰だれもがその世界、その時代で行われる戦争の中で競い合い、代理戦争を勝ち進んでいる。それを外側から来た別世界・別時代の人間が破壊するのは絶対に許されることではない。

「廃滅者、パラシュラーマ。テメェが自分だけのクソ古い価値観を押し付け、勝手に善し悪あしつけて潰つぶすっていうなら………」

　廃滅者の憤ふん激げきに負けず劣おとらぬ義ぎ憤ふんを込めて、十六夜は右みぎ腕うでを突つき出す。

「俺も………容赦はしない。お前を武の廃滅者とは思わない。只の外げ道どうとして、時じ代だい遅おくれの亡ぼう霊れいとして、俺がこの場で始末する」

　先ほどの戦いは本気ではない。彼の真の切り札は更に別にある。

　ただ強力過ぎて外界で使えばどうなるのか理解が及およばないから使わなかっただけだ。しかしそんなことを言っていられる相手ではない。

　牛ぎゆう魔ま王おうには彼の義ぎ兄弟きようだいへの義理立てで使わなかったが、相手が外道であれば気き兼がねすることはない。

　最先の英雄として、十六夜は廃滅者を打ち砕くだくだろう。

　その義憤に中あてられた血ち濡まみれの廃滅者は、瞳ひとみを細めて十六夜を見み据すえる。

「………ふん。この時代のルール、と来たか。確かにワシらの時代に比べれば随分と法整備もされておるし、人間の倫理観も進歩しているように見えるのう。じゃがその裏で着実に地獄の底も深くなっておるのを、童子は理解しとるのか？」

「さあな。でも言いたきゃ言ってみろよ。俺の耳が腐くさって気が晴れるっていうなら、とっとと成じよう仏ぶつしてその体を持ち主に返せ。それができなきゃ投降しろ」

　───ああ。

　ああ、そうか。それが理由で、先にあの勝利の神しん槍そうを使わなかったのか。

　理解こそしたものの、十六夜の義憤を心の底から嗤う廃滅者。

　本当は腹を抱かかえて笑いたかったが、今はそれより楽しみなことができた。

　この宿主の娘が何を見て、どの様な環かん境きようで育ち、どのような絶望で、この廃滅者を呼び起こしたのか。それらを叩たたきつけてやりたくなった。

　その真実にこの少年が耐たえられるのか。

　星を拓ひらいた地母神がどのような顔をするのか。

　それが今から楽しみでならなかった。

「いいじゃろう。ならば一つだけ教えてやる。覚かく悟ごして聞くがよい」

　血濡れの服の上から胸に手を当てた彼女は、憤激を込めて一つの悲劇を口にした。




「この娘はな。───黒人の白皮症アルビノだ」




　血濡れの戦せん斧ぷを肩に担かつぎ、底意地の悪い笑えみでその悲劇を口にする。だが背後で控ひかえていたプリトゥは意味が分からずに眉まゆを顰ひそめた。

　其れの何処どこが悲劇なのか理解が及ばなかったのだろう。

　黒い肌はだの黒色人種ネグロイドが色素の薄うすいアルビノとして生まれるというのは確かに特異なのだろう。しかし現代の事情に疎うといプリトゥではその理解が限界だった。

　ならば十六夜はどうなのかと声をかけようとしたその時───

　驚愕の色に染まっていた十六夜を見て、プリトゥは息を吞のんだ。

　先ほどまでの燃え上がるような闘とう志しは霧む散さんし、口を半分開いたまま鸚おう鵡む返がえしで呟く。

「………黒人の………白皮症………？」

「そうだ。彼らは此こ処こで消費されていた。それもただ消費されたのではない。人の尊厳を剝ぎ落とされたうえで、繁殖させられ、無意味に消費された。あれならばまだ怪かい物ぶつに殺された方が人として死ねただろうにのう。───さて。童子はこの謎なぞが解けたか？」

　真意を測る遊戯とばかりに腕を組む。

　放心していた十六夜は徐じよ々じよに全身を震ふるわせて、大だい噴ふん火かの様に声を荒らげた。

「ふ………ふざけたデマを口にしてんじゃねえッ[image: !!!]」

　臓ぞう腑ふの底から吐はき出された恫どう喝かつに、大地が震え上がった。

　目に見えるほどの震しん動どうに大気が揺ゆれたのを可視した。

　十六夜は拳こぶしを震わせながら、あり得ないものを見るかの様に純白の廃滅者を睨んだ。

「あり得ない！　それだけはあり得ない！　だって、黒人の白皮症を食い物にしていた大組織が、今も残っているはずが、」

「いいや事実じゃ。この娘はこの土地で飼育されていた！　白皮症患かん者じや同士を攫さらってきて掛かけ合わせ、繁殖させていたのじゃ。───はは。胸むな元もとにはご丁てい寧ねいにも出しゆつ荷か用の通しナンバーまであるぞ！　此れを見てまだシラを切るか、現代の英えい傑けつよッ[image: !!!]」

　廃滅者は憤激の声を上げ、胸元の衣服を破り捨てる。焼き鏝ごてで番号を付けられたその白い肌を見せつけながら、宿主に代わって慟どう哭こくの声を上げる。

　───彼女が揶や揄ゆしているのは黒人の白皮症患者を使用する、現代にまで残り続けているとある一つの魔ま術じゆつのことだ。

　その魔術は現代に至るまでにその意味を徐々にねじ曲げ、権力者の道楽を共に行う遊びに使われることが多くなった。故ゆえに黒人の白皮症患者は高く売れる。

　牛よりは安いが、豚ぶたよりは高く売れる。高度文明社会にあって尚なお、裏側で行われる蛮ばん行こうは、或あるいは高度文明社会だからこそ隠かくせるのかもしれない。

　地獄の底を深く掘ほり続けているというのは比ひ喩ゆでも何でもない。

　上流に居る非道なる道楽者どもに対して、今まさに万ばん斛こくの怨えん嗟さを込めて吼ほえ猛たける。

「この娘も、とある街から連れて来られた一人だ。その過程に幾いく度どの裏切りがあったか幾度の悪逆があったか───如何いかなる絶望があったか、貴様らにわかるかッ[image: !!!]」

　武と不義を廃滅する者は、今まさに猛り狂くるっていた。

　誰にも顧かえりみられる事の無かった少女の為に、憤激を発はつ露ろした。

　世界でただ一人、此処で起きた悲劇の為に悲ひ憤ふんをぶちまけた。

「ワシには理解できるッ[image: !!!]　廃滅者だけにこの痛みが、絶望が、憤激が理解できるッ[image: !!!]　ならば怒りを発露してやらねばならぬ[image: !!!]　ワシがやらねば誰がこの悲劇を糾きゆう弾だんしてやる[image: !!?]　神の化身アヴアターラが憤激せずして………世界の誰が、あの涙なみだに応こたえるのだ────[image: !!!]」

　はらり………と。

　廃滅者は吼え猛りながら、一いつ滴てきの涙を零こぼして突貫した。

　血濡れの戦斧に染み込んだ血痕は燃え上がる炎となって戦斧を包み込む。その炎は憤激の灼熱を込めた一撃となって逆廻十六夜を襲った。

　我に返った十六夜は傍らに置いていた槍を手に取ってその一撃を受け止める。

　だが憤激したパラシュラーマは止まらない。何者もこの悲憤を止めることは許さない。突貫した勢いのままに廃屋を三棟潰してもまだ止まらない。

　───この世の、全ての武と不義を廃滅する者。治世の裏の嘆きを聞く悲憤の化身。

　救世の王群に所属する彼女は、星の胎盤を切り拓いた女神と現代の英雄を責めてやらねば気が済まなかった。

　片眼から流れる落涙は、現世の地獄を見たこの少女のためのもの。

　瞳に万斛の嘆きと怒りを込めて、パラシュラーマは最先の英雄に問う。

「倫理の進化の結果と───そう吼えたな童子ッ！　ならば問おうッ[image: !!!]　この娘の、この地獄がその結果かッ[image: !!?]　この娘の犠牲は、人類の営みに必要なものだったと言えるか[image: !!?]」

「………っ！」

　人類の営みには必ず零れ落ちるものがある。

　勝者と敗者が存在する以上、秤が完全に均等にはなりえない。

　十六夜はその不均等は生命である限り当然のことだと理解しているし異論はない。それは人類のみならず世界の全ての命が背負う原罪だ。それに異を唱える者は只の愚か者だ。

　だが逆に云えば───それ以外で消費される命は、無辜の犠牲でしかない。この黒人の白皮症の少女の様にただ消費されるだけの命に咎はない。

　十六夜は言い返す言葉が見つからないまま、憤激の戦斧に薙ぎ払われる。

　廃滅者は戦斧を突き付け、最後の問いを告げた。

「時代遅れの亡霊と………そうも吼えたな、童子。ならば更に問おう。この世界の過去に生きた者として、人類の礎を築いた一人の人間として、最先を戦う者に問うてやる」

　己の時代より深まった闇に。

　己の時代より業の深い罪に。

　過去から現れた神の化身が、この時代に生きる者に告解を欲するように告げた。




「〝終末論カリ＝ユガ〟に近き者よ。お前たちはこの時代に至るまで───何を積み重ねてきた？」




　　　　＊




　静謐な月明かりが三人を照らす。豪雨は慟哭と血槍によって搔き消された。

　見惚れるほどの星明かりと沈黙がその場を支配している。

　怒りだけで寿命を磨り減らす程に猛った彼女は、肩で息をしながら皮肉気に笑った。

「………答えられぬ、か」

「っ、───」

「よい許す。英傑とは切り拓く者であって、重ね築く者ではない。その二つは似て非なるものだ。だからきっと、答えを出すのはお前ではない誰かなのだろう」

　鼻白んだように笑みを浮かべる廃滅者。

　その寂しげな笑みに、十六夜はこの廃滅者の宿業を悟った。

　彼女は悲劇を経験した誰かの為に現れて、その行いを糾弾し怒りを発露して消えるだけの存在だ。しかしこの糾弾を終わらせるには答えが必要なのだ。

　この犠牲に責任を負う者。この犠牲に意味を見いだせる誰か。

　廃滅者は逆廻十六夜に、その資格無しと烙印を押したのだ。

「………さあ、次はワシ個人の質問じゃ。童子よ。どうしてその神槍を持っておる？　それはワシの弟子が授かった槍ではなかったか？」

「いや………いや、待て、それより俺の質問が先だッ！　その女の売買組織は、まだこの世界に残っているのか!?」

　ああん？　と不快そうに眉を顰ひそめるパラシュラーマ。

「答えてもよいが、順序がある。先にワシの質問に答えよ」

「いいや、俺が先だ[image: !!!]」

「やかましい！　物事には順序がある！　あんな出来そこないの一ひと刺さしを見せられては源流として黙だまっておれん！　事と次し第だいによっては沽こ券けんに関わるというもの！　そもそもアレは印いん欧おう世界で失われた真言マントラを知らねば発動すら出来ん筈はずの代しろ物ものじゃぞ！」

　ムン、と胸を張り鼻息を荒あらくする。だが十六夜は彼女の問いには答えず、狼ろう狽ばいしたまま口元を押さえて何かをつぶやき続ける。

「いや………でも、その組織が残ってるはずない………だってその組織は………奴らは、俺と金糸雀が壊滅させたはずじゃ………[image: !!!]」

　何？　と、パラシュラーマとプリトゥが同時に声を上げた。

「十六夜。それはどういう、」

「ははあ。ワシにはことのあらましが見えてきたぞ」

　濁にごった笑みでクツクツと笑うパラシュラーマ。

「そこの童子じゃが、体の中にこの娘と同じものを潜ませておると見た。この娘も生きたまま臓器を弄られ、出荷前になにやら品種改良も受けておったようじゃからの」

「なっ………!?」

　プリトゥは十六夜と白皮症の少女たちを交互に見る。

　此処の施設の人間が黒人の白皮症を使い、星辰粒子体の研究をしていたのは間違いない。その命の消費の仕方がこの上なく冒瀆的だったのも理解できた。恐らく彼らは星辰粒子体を保菌した肉を口にすることで何らかの成果を求めたのだろう。

　実験と資金調達。その二つを兼ね合わせて居たのは間違いない。

　だがその保菌させた星辰粒子体と同じものが十六夜の体内にあるということは───

（そうか………逆廻十六夜が、この時代の英雄の理由がソレか………！）

　この事実を知っている者がどれだけいるのかは知らないが、間違いなく釈天は知っているだろう。

　何せ〝エヴリシングカンパニー〟に〝原典オリジン〟の粒子体を持ち込んだのが彼だ。仕掛け人が種を知らないはずがないのだ。

　賢人であるパラシュラーマも事情をなんとなく察して、牙を剝く。

「つまり童子も関係者だったという訳か。………しかし道楽者どもが事業主ではなく、資金源であり実験動物じゃったとは。クク、いよいよもって終末論カリ＝ユガを近く感じるのう」

　血濡れの戦斧を構えなおしたパラシュラーマは、十六夜を見据えて臨戦態勢に入る。だがそのパラシュラーマを遮さえぎるように声が響ひびいた。

「───そこまでだ、第六の化身。ソイツは俺の獲え物ものだぞ。同じ〝アヴァターラ〟でも、横取りは許さない。貴様は疾とく、俺との約定を果たせ」

　なぬ？　と怪け訝げんな声を上げるパラシュラーマ。

　今いま更さらになって横取りも何もないと思ったのだろう。此処まで熱を上げた以上、退ひくことはできない。しかもこの展開で横取りなんて見けん当とう違ちがいにも程がある。

　何処の間男の戯たわ言ごとかと、声を荒らげようとしたパラシュラーマだったが───そんな彼女の意志などお構いなく、三枚の招待状が天から舞まい降りてきた。

「箱庭の招待状………!?　一体誰が───[image: !!?]」

　受け取り主が開くこともなく、自然に開かい封ふうされる招待状。

　途と端たんに溢あふれる召しよう喚かんの光。十六夜は我に返って叫さけんだ。

「待て！　まだ俺の話は、」

　───終わっていない。その言葉は皮肉にも、この世界で紡つむがれることなく消えた。南国の貧民街で行われた戦いは終わり、静けさが街を優やさしく包み込む。

　静せい寂じやくさが戻もどった海岸沿いの貧民街に残ったのは、招待状を投げ込んだ張本人のみ。

「………今度は先手を打てたか。第六の化身まで奪うばわれたんじゃ堪たまらないからな」

　白はく髪はつ金眼の少年。人間離ばなれした容姿の中に高貴さを感じさせる純白の少年は、雨上がりで澄すみ渡わたる夜空を見上げて小さく笑う。




「いよいよ開幕か。俺はまだ動けない。しばらく主権戦争は任せたぞ、ジン」







[image: 幕間]





　───精霊列車〝サン＝サウザンド〟号

　　　　第一最高貴賓室・太陽の間。






「………召喚成功、か。感謝するぞ女じよ王おう」

　香炉から立ち昇る煙の向こうで、女の声が響く。

　精霊列車の最高貴賓室の一角で逆さか廻まき十六夜いざよいとパラシュラーマの両者の戦いを見定めていた者。煌々と輝く白銀の髪を垂らし、悩まし気に扇で口元を隠している着物の麗人。

　外見は文句なしに麗しく華やかな年若い娘なのに、その双眸は老獪な光を宿している。

　和風造りの雅な灰落としを煙管で叩いた銀髪金眼の女───彼女こそは、前回の太陽の主権戦争の勝者であり、〝白き夜の魔王〟と恐れられる白夜の王。

　白びやく夜や王おうこと白しろ夜や叉しやが、苦々しい表情で遠見の水晶を見ていた。

「よもや第一の化身より先に、第六の化身が目覚めるとはの。アレが目覚める事態はもう少し先になると思っておったが。おんしらはどう思う？」

　白夜王は振り返って隣人たちに問う。

　一人は十六夜たちに招待状を送った黄金の女王〝クイーン・ハロウィン〟。

　もう一人は〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟の長、軍神〝帝たい釈しやく天てん〟。

　同席していて問われた女王は、特に感慨を浮かべることなく答えた。

「………どうでもいいけど、あの女。白夜叉と口調とキャラが少し被ってるわね」

「本当にどうでもいい意見が出てきたな貴様！　いや、私も同じことを思ったがの！」

　白夜叉は爪を嚙みながら忌ま忌ましく遠見の水晶を睨む。主権戦争の開催で久しぶりに人前に出られるというのに、あんな濃い女が出てきてはやりにくいことこの上ない。

　女王は少しだけ楽しそうに口元を緩めながら、そんな白夜叉を見ている。

　一方の釈とく天てんは取り合わず、瞳に静かな色を浮かべている。

「まあ、今のところ問題ないな。此処までは予定調和だ」

「ほほう？　かの廃滅者が目覚めるとわかっていたとな？」

「いや、どっちかが目覚めるとはわかっていた。俺が箱庭に召喚されると外界に顕現できる神霊の席が空くからな。先に廃滅者が現れるのはむしろ好都合だ」

「いやいや、私は大いに困るぞ！　肉体年齢も今回は参加者たちに合わせて若くしてみたのに、あんな濃い奴とポジション争いなどたまったものではない！」

　叫びながらババア口調に言及する和装ロリ───改め、和装の麗人。

　普段の釈天なら呆れながら茶化していたのだろうが、今の釈天は真面目モードに入っているため取り合わず、神妙な顔で女王に問う。

「それで、十六夜たちは何処に召喚した？　霊脈を走ってる間は精霊列車に召喚するのは難しいんだろ？」

「………難しくないわ。面倒くさいだけよ」

「うむうむ、わかっとるよ。で、何処に落としたのだ？」

「先に第一回戦の舞台に跳ばしたわ。パンフレットもその中に入ってる。現地の人間や幻獣たちに襲われてる可能性があるけど、あの人たちなら大丈夫でしょう」

　そうか、と二人は共に頷く。

　この精霊列車は主権戦争の運営本部であり、参加者を舞台に運ぶ足でもある。その精霊列車に乗せることが出来ないなら現地に送るしかないと判断したのだろう。

「十六夜の驚く顔が見れぬのは残念だが───しかし今の問題は第六の化身パラシュラーマだ。アレは神の化身と呼ぶより、属性的には〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟に近い」

「ああ。奴が目覚めた以上、〝終末論カリ＝ユガ〟は着実に近づいている。間に合わなくなる前に、主権戦争の進行を急いだ方がいいだろう」

　今度は三人で共に頷き合う。

　だがその時───最高貴賓室の煙の向こうから、元気な少女の声が響いた。




「びゃくやああああん♪　クーちゃんと一緒に飲みましょ────[image: !!!]」




　声と同時に飛翔してくる少女。もとい、フライングボディプレスで襲い掛かる少女。

　シリアスモードに入っていた白夜叉はその不意の襲撃をギリギリのところで迎撃───もとい、フライングニーで迎撃した。

「てい！」

「きゃん！」

　ズガシュ！　と、痛そうな音。

　自称・世界王のクールマは、勢い余ってクルクルと回りながら壁に激突した。

「うう………酷いのです。旧知の友をフライングニーで迎撃なんてあんまりです。可愛いお顔に傷がついたらどうしてくれるのですか」

[image: ]

「やかましい。本当に小娘が相手なら襲われてやるのも吝かではないが、おんしは私と同世代であろ。世界龍なんぞに潰されては流石に痛いわい」

　パンパン、と手を叩いて苦情を口にする白夜叉。

　えへへ、と悪びれなく頭を搔くクールマ。

　其処でふと、強烈な酒気に気が付く。

「………ん？　なんだ貴様、酒でも飲んどるのか？」

「飲んでますよー、ええ飲んでますよー？　〝酒しゆ天てん童どう子じ〟とその娘さんたちが到着したので、沢山お酒をいただきましたよー？」

「ええい、やめんか！　あと酔ったふりはやめい！　龍は酒に吞まれるものだが、おんしを酔わすほどの酒がそこらに転がってるはずが」

「いや待て白夜叉。〝酒天童子〟が持ち込んだという事は、御神酒か何かじゃないか？」

　ハッと息を吞む白夜叉。

　御神酒とは外界だと祭事に用いられるお酒を指すが、この修羅神仏の箱庭だと少し意味合いが違う。清き水と神仏の加護を用いて酒造される箱庭の御神酒は、酒に酔えない種族に愛用されている銘柄全般を指して御神酒と呼んでいるのだ。他にもネクタルやソーマも修羅神仏に愛好されている銘柄があるのだが、今大事なのは其処ではない。

　白夜叉は嫌な予感に駆られたままツカツカとクールマに歩み寄り、胸倉をつかむ。

「おい貴様。この酒、もしや貴賓車両のラウンジで配られておるのか？」

「そうですよ～♪　いやもう本当に、みんな出来上がって仲良く肩をぶつけ合ったり、拳をぶつけ合ったり、刃物ヒカリモノを見せ合ったりしていて、いい感じにドンチャンしてましたよ」

　ヒック、ニハハと酒気を漂わせて幸せそうに笑うクールマ。

　白夜叉と御み門かど釈天はすぐにその惨状を予測して目頭を押さえた。

「………やばいな」

「やばいの。よもや一回戦の開催を待たずに主催者ホストだけで大暴動とは洒落にならん」

「だな。暴動が起きてるのが貴賓車両だけであることを祈ろうぜ」

　本来は敵同士である主催者が安心してラウンジを楽しむ為に簡単な結界で席が仕切られている。互いの顔を合わせないようにという配慮で幻惑の香炉を漂わせているのだ。

　だが主催者たちが本気になって暴れればそんな努力など無いに等しい。すぐにその場に駆けつけて場を収めねばならないだろう。

　女王は我れ関さずを貫くように椅子へ腰深くかけ、二人に問うた。

「大変そうね。送りましょうか？」

「「いや其処は手伝えよッ[image: !!!]」」

　やあよ、とソッポを向く女王。

　まだ何か言いかけた白夜叉だが、慌てて飛び込んできた女性車掌によって遮られる。

「し、白夜叉様！　大変です！　泥酔されていた乗客が───蛟こう魔ま王おう様と風ふう天てん様が、戦いながらラウンジの扉を破壊して前方車両に向かって突き進んでいますッ！　このままでは運転車両と動力車両が破壊されてしまい、精霊列車が暴走します！」

「な、何だと[image: !!?]」

　流石に焦りの声を上げる白夜叉。

　釈天はいよいよもって顔を押さえ、天を仰いだ。

「よりにもよってウチの若い奴かよ………あー悪い白夜叉。その二人が相手だと今の俺じゃ無理だわ」

「いざという時は本当に役立たずだのッ！　女王、送ってくれ！」

　はいはい、と少しだけ楽しそうに指を鳴らす女王。

　白夜叉の姿が消えてしばらくした後───山河を砕くような鉄拳制裁の音が、精霊列車に響いた。







[image: エピローグ]





　───精せい霊れい列車〝サン＝サウザンド〟号・展望車両。

　　　　霊脈レイライン賢けん覧らんの大浴場サウナラウンジ。






「つまり………兄貴って奴やつは、弟を所有物か保護動物だと勘かん違ちがいしてるんだよ」

「わかる」

「一理ある」

　焰ほむらが揃そろったカードを捨てると、ジンとアルジュナは力強く頷うなずいて同意した。此れで手札は焰が二枚、ジンが三枚、アルジュナが三枚。

　どうやら外界式のババ抜ぬきをしているらしい。

　腰こし布一枚でカードゲームに興じつつインド茶であるチャイティを飲んでいるアルジュナは、ジンのカードを睨にらみつつ話に乗っかる。

「それで実際に優ゆう秀しゆうであるならばまだ許せる場合もあります。しかし俺より弱いんだから前に出ないで欲しい。如何にも〝兄が守ってやったぞ。感謝しろ弟〟みたいな顔するな。弱いくせに。借金作るくせに」

「ははあ、それはそれで業ごうが深い」

「優秀な弟っていうのも大変だね」

　全くだ、とため息を吐きながらカードを引くアルジュナ。そして何故なぜか揃わない手札。ジンはのほほんと構えつつも、思い出したように眉まゆを顰ひそめる。

「でもさ。優秀な兄に溺でき愛あいされるのも辛つらいんじゃないかな。いや、僕の場合は〝兄の様に思ってた人〟であって、兄じゃないんだけど。今の僕の立場でも敵視されないってその、正直どうなんだろう？　逆に眼中に入ってない気がする」

「あ、それもわかる。まあ俺の場合は〝義ぎ兄けいだと思ってた人が実は実じつ兄けいだった〟パターンだけど。───いやもう、なんていうのかな。弟の俺より前を走ってるくせに、チラチラとコッチを気にして振ふり返ってくるっていうの？　本当はもっと速く走れるし、遠くまで飛べるくせに、弟が視界に入ってると気にし過ぎて出力三割減退するタイプ？　アレ見ちまうとその尻しりを蹴けり上げたくなるんだよな」

　トップランナーが後ろを気にして振り返ることは、その背中を目指している者にとっては侮ぶ辱じよくである。弟である焰にはそれが許せないらしい。

　的確な喩たとえを告げられたジンは、スッキリしたとばかりに声を上げた。

「そう、ソレ！　凄すごいよくわかる！　コッチはコッチで追いつくために必死なんだから、あの人も本気になって走ればいいのに！　僕はそれがずっと気に入らなかったッ！」

　ジンは勢いよく焰の手札を引き、手札を揃える。

　コレでジンは残り一枚。次にアルジュナが彼の手札を引けばジンが優勝だ。焰は最後のチャンスを逃のがさぬよう、アルジュナの手札を睨みながら慎しん重ちようにカードを選んでいる。

　アルジュナは二人のその話を聞いて、この上なく苦々しい顔になった。

「ああ………ソレもわかる気がします」

「へえ？　経験あり？」

「ええ。俺も兄………いや、仇きゆう敵てきと生しよう涯がい唯ゆい一いつの共きよう闘とうをしたことがありました。しかしまだ年若かった俺より奴は先に進みながら、先せん陣じんを切り開きながら、背後の心配も絶やさなかった。俺はその背中に怒いかりを感じていたけど───そうか。アレは反感だったのですね」

　遠い瞳ひとみで夜空を見上げる。取り返しのつかない過去を星の光に重ねて見つめる。

　彼の事情を知るジンは、そっと目を伏ふせた。

　しかしアルジュナの事情も伝承も全く知らない焰は、半ば解けたチョコチップを口に運んで抜け抜けと告げた。

「そりゃ舐なめた真似まねしてくれてるな。お礼参りはできそうなのか？」

「………どう、でしょうね。そもそも機会が巡めぐってくるかどうか」

「馬ば鹿かだな頭硬かたすぎ。自分が望む機会とかシュチエーションなんて待ってても来ないぞ。時に自分の我を通して、有りっ丈たけの握あく力りよくで運命を摑つかまないと。後になって悔くやむぞ」

　何も知らないまま無責任に告げる焰。だが焰が事情を何も知らないからこそ、アルジュナは瞳を見開いて驚おどろいた。其それは彼が生きてきた人生とは全く逆の理念だったからだ。

　少し真しん剣けんな表情をしたアルジュナは、西さい郷ごう焰に運命の在り方を問う。

「───西郷焰。お前は運命カルマを背負うものではなく、摑み取るものだと？」

「ん？　そりゃそうだろ。人間五〇年、下天の内をなんとやらだ。お前がインドの何処どこの王子様でどんな功績があるのかピンと来ないけど、俺だって何もしないままじゃ粒りゆう子し体の研究に携たずさわることなんてなかったし、孤こ児じ院いんだって解体されてたんだぞ。自分が望む未来があるっていうなら、全力を尽つくすしかないだろ」

「それが自身の望む未来ではなかったとしても？」

　アルジュナは身を乗り出して問う。

　焰は視線を僅かにカードから外し、顎に手を当てて告げた。





「───〝人生は気高いもの。

　　　　　自然から授かったこの宝石を人は磨く。

　　　　　輝く光がその労に報いてくれるまで。〟………この詩をお前は知ってるか？」






「………？　いや、初耳だ」

「そっか………いや、この詩はな。一度は〝死の商人〟と蔑まれながら、それでもなお、人類の進む道を照らしてくれた人の詩だ。そして俺達の時代に生きる科学者全てが目指す頂きを作ってくれた人でもある。権威を作ってくれたといってもいい」

　本当に誇らしげに語る西郷焰。その仕草だけで、彼にとってこの人物の残した詩が特別なものなのだろうと思えた。

「その人はさ。生きている間に大河の開墾や国への寄与とか多くの事業を成功させたのに………ひょんなことから自分が死後、死の商人と呼ばれる事を知ってしまったんだ」

「死後の風評を、生きているうちに？」

「そう。元々、自分が化学者として作り出したものが、土地の開拓以上に、多くの命を奪う兵器として使われることを嘆いていた人でさ。其処にきて死後の風評がそれだ」

　人類の未来に幸あれ、と───そう願った筈の功績が、多くの命を奪った。

　其れは果たして、どれほどの痛みと嘆きだったのだろう。

　どれほどの苦悩だったのだろう。

「巨万の富を得て世界屈指の大富豪になっても、心は満たされなかった。誰かの幸せを願って作っていたんだから当然だ。自分の磨いてきた人生が、意志が、願いが、死後に何も残らないことを嘆いた彼は───せめて、次の世代に希望を繫ぎたいと考えて己の財産を投資した」

〝死の商人〟───誰かの命を対価に金を稼いだ闇の人生。

　ならばせめて、奪われてしまった命に報いたいと願い、男は一つの権威を立ち上げた。

　西郷焰が誇らしげに語る横でその人物の名を察したジンは、手を叩いて告げる。

「───アルフレッド＝ノーベル。後にノーベル賞を作った人だね」

「そうだ、って一番美味しいところ持っていくなよ異世界人！」

　ビシ！　と、ジンにツッコミを入れる焰。

　ジンは軽く謝りながら続ける。

「ごめんごめん。でも〝ノーベル平和賞〟にはそんな願いがあったんだね」

「そうさ。風評を気にしたっていえば俗な話になっちまうけど………なんでだろうな。あの人が残した詩の多くを見ていると、本当に純粋な人だったんじゃないかって期待しちまうんだよ。そしてその純粋な願いが人類の未来を正しく導く為に一役買ってるんじゃないかって。そしてその正しい行いが、死後の風評を搔き消した」

「………つまり？」

「今こうして生きている以上、風評を搔き消すのは不可能じゃないってこと。違約の英雄が嫌ならこのゲームで清く正しく、ルールに抵触しないように勝てばいいの、さッ！」

　話し終わった焰はアルジュナからカードを引き抜く。

　揃った最後のカードを捨てて、焰は得意げに拳こぶしを振り上げた。

「よし、今度こそ俺の勝利ッ[image: !!!]　地元のゲームならこんなもんよ！」

「えー。でもこのゲーム、運の要素が強すぎると思うんだけど」

「馬鹿言うなよ、駆かけ引きはちゃんとしてたぞ。特にアルジュナなんて顔に全部出るから丸わかりじゃねえか」

「だから、それが運の要素が強すぎるんだよ。アルジュナからカードを引ける人が圧あつ倒とう的に有利じゃないか」

　酷ひどい言われようである。

　しかし負けたアルジュナに不快そうな色は残っていない。

　自分の手札に残った道どう化けのカードは、天使と悪あく魔まの半身を持つ絵え柄がらで描かかれていた。其その道化が己おのれを暗示しているようだと自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべ、背せ凭もたれに身を預けた。

「ルールに抵てい触しよくしない勝利、か。───そうですね。せめてこの太陽の主権戦争は、誠実に戦い抜くべきなのかもしれません。いやむしろ、それが俺の真の願いなのかも」

「おいおい、怖こわいこと言ってるな。俺たちと戦ってる間はルール違反とか許さないぞ」

「ふふ、わかっています。最後は袂たもとを分かつ事になると思いますが、それまでは全力を尽くして君に協力しましょう」

　おや、と意外そうに片眉を上げるジン＝ラッセル。

〝アヴァターラ〟に籍せきを置いている時、彼の雰ふん囲い気きは常に張り詰つめた弓の弦げんの様だった。其れが今では僅わずかでも緩ゆるみ、笑みを作る余よ裕ゆうまでできている。

　焰とアルジュナを見比べたジンは、心の中で苦く笑しようした。

（………そうか。彼に必要だったのは、こういう普ふ通つうの友人だったのかもしれない）

　ジンは自分の判断が間ま違ちがっていたことを恥はじる。何故なら、箱庭の霊れい山ざんで眠ねむっていた彼を呼び起こしたのは外でもない彼だからだ。

　主権戦争を勝ち抜くために戦力を欲ほつしていた〝アヴァターラ〟にとって、インド神群最強の戦士であり半神半人であるアルジュナは喉のどから手が出るほど欲しい戦力だった。

　何せこの第二回主権戦争は必ず人間の血を引いていないと出場できない。

　何千年も眠り続けていただけのアルジュナは、霊格も完全には神しん霊れい化しておらず、正に理想の参加者なのだ。

　もし彼の手た綱づなを握にぎるのに西郷焰という人間が役に立つのなら───

（彼に僕たちの事情を話すのも………悪くないかもしれない）

　王群〝アヴァターラ〟の目的と、果たすべき義務を。

　そして───この主権戦争で絶対に優勝させてはならない、共通する敵のことを。




　　　　＊




　───ピンポンパンポン！

　風ふ呂ろ上あがりと同時に、そんな聞きなれたアナウンスが始まる前の音が聞こえた。

　音源がスピーカーではなく巨きよ大だいな貝かい殻がらというのは実に異世界らしくていいのだが、ならばアナウンスの開始音にも拘こだわるべきだったのではないかと小一時間問い詰めたい。

　暫しばしの間のあと、貝殻からゲームの運営に携わると思われる者の声がした。

『えっと………テステス。此方こちらは精霊列車の運営本部です！　皆みな様さまが精霊列車の快適な旅ができていたらいいなーって、宇う迦か之の御魂神みたまのかみ様から激げき励れいの言葉と、美味おいしいお米をいただきました！　後で食堂でふるまいますので皆さんで食べてくれると嬉うれしいです！』

　ひょコン！　と、何やら狐きつね耳が立つ音が放送用の貝殻から聞こえた。

『外にも各界の神霊の皆様からお便りが届いていますけど、今回は簡略だそうです。機会があったら黒くろウサギのお姉ちゃんが読み上げるということなので、黒ウサギのお姉ちゃんのファンの皆さんはご期待ください♪』

　むしろ君は一体どこの誰だれなんだ！

　住所教えて！

　彼氏いるの!?

　───などと、愚おろかな声が精霊列車の至る所から上がった。

　事と場合によっては彼女の安全の為ためにファンをギルティだが、幸いなことにアナウンス嬢じようの狐耳には届かなかったらしい。

『それでは───此これより前回優勝者、白しろ夜や叉しや様から第一回戦のご案内があります。みなさん、静かに聞いてくれると嬉しいです』

　精霊列車に静けさが戻もどる。其れは何もアナウンス嬢の言葉に従ったというだけではない。彼女が口にした名の効果は絶大に過ぎた。

　太陽主権戦争の優勝者とは其れ即すなわち、この神々の箱庭の頂に立つ存在である。

　世界の黎れい明めい期きから今日までを見守り続けた最強の宇宙真理ブラフマンの一人。

　煌こう々こうと燃えるような白銀の髪かみに、金の瞳を持つ大だい魔ま王おう───白びやく夜や王おうその人が、アナウンスのマイクを手に取ったのだ。

『………うむ！　皆の者、大変お待たせしたようじゃの！　私こそが今回の太陽主権戦争の運営を任された〝白き夜の魔王〟、白夜叉である！』

　精霊列車内の各所から歓かん迎げいの拍はく手しゆが上がる。

　白夜叉はそれで気を良くし、挨あい拶さつを続ける。

『とはいえ、年寄りの長い演説なんぞ誰も望んでおらんと思うし、早々に本題に入ろうか。参加者プレイヤー、主催者ホスト、出資者スポンサー、そして観客たちも招待状を手に取って欲しい』

　精せい霊れい列車の中で、一いつ斉せいに招待状を取り出す音が聞こえた。

　参加者たちは誰もがその文面に目を通して次々に息を吞のむ。

　招待状には只ただ一文、こう書いてあった。




『ギフトゲーム名　〝失われLost た大陸Atlantis〟』と。




『そう！　精霊列車が目指す主権戦争第一の舞ぶ台たい───それはかつて、この箱庭の世界に大陸ごと召喚された大地！　其そ処こに主権戦争にふさわしい舞台を用意させてもらった！』

　雄お々おと上がる大だい歓かん声せい。この箱庭の世界に召喚されるのは人類や幻げん獣じゆう、神霊だけではない。箱庭の世界は人類史を正しく導くために存在する第三点観測宇宙という役割がある。その目的を達成するためには、時に星の一部を丸ごと召喚することさえある。

　久く藤どう彩鳥あやと、彩あや里ざと鈴すず華か、春日部かすかべ耀ようの女子組三人は、そのギフトゲームのタイトルを見て同時に顔を見合わせた。

「〝失われた大陸〟………というと、アトランティス大陸でしょうか？」

「うわー、遂ついに冒ぼう険けん物っぽいゲームが来たけど！　耀ちゃんは行ったことある？」

「耀ちゃん？」

「うん？　うん、耀ちゃんは行ったことある？」

　耀は内心で「私の方がお姉さんなんだけどな」と一言だけ添そえて招待状の一文を見る。

「行ったことはない。けど、危険な幻獣が沢たく山さんいるっていう話は聞いたことがある。主にギリシャ神話の幻獣とか怪かい物ぶつとか、巨きよ人じんとか」

「きょ、巨人もいるのかあ………鈴華さん、やっていけるかな？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。鈴華の空間跳ちよう躍やくは極きわめて強力です。最悪の場合は武器だけ取り上げて、そのあとは逃にげて仕し舞まえば追いつくのは難しいですから」

「そっかー。よし、その時は素す直なおに逃げよう！」

　ぐっと握り拳を作る鈴華。耀は魚の素す揚あげを齧かじりつつ今後の方針を話す。

「私は〝ノーネーム〟の皆や十六夜いざよいが帰ってくるまではのんびり参加するよ。それまでは参加者たちの戦いを観察してるから。………あと彩鳥。ゲーム中は私達、敵同士だから。他人ひとの恩恵ギフトを簡単にバラすのは良くないよ」

　指し摘てきされ、彩鳥は思わず口を押さえる。今のは完全に失言だった。十六夜と連れん絡らくが取れていない今の状じよう況きようを考えれば、春日部耀が鈴華の恩恵を知らないのは当然である。

　その可能性を考えていたから、鈴華は頑かたくなに耀の前で空間跳躍を使わなかったのだ。

　和わ気き藹あい々あいとした空気の中で、鈴華と耀はお互たがいを競合相手だと自覚していたのに、その努力を無にしてしまった。

「す、すいません鈴華！　私としたことが………！」

「いいのいいの、気にすんなよ後こう輩はい！　どうせ何時いつかはバレるしね。異世界在住の私たちの場合、負けたらその時までだし！」

「二人は特別参加枠わくだもんね。それに彩鳥は素人しろうとだから仕方ない。怪け我がしないのが一番大事だよ。本当に困った時は頼たよってくれていいから。私の方が年上でお姉さんだし」

　立派なお姉さんだし。と、二回続けて誇こ張ちようする春日部耀。

　だが今の失言はそう簡単に許していいものではない。空間跳躍は一見して無敵だが、僅かながらに弱点も存在する。そしてこの春日部耀はその数少ない天敵と云いえる人物の一人だ。それだけわかっていながら鈴華の恩恵が空間跳躍だとばらしてしまった。

　昔の彩鳥なら考えられない大失態である。

（気を引き締しめないと………！　私の目的は、鈴華と先輩の無事を確保することだけだ。今のままではそれすらも危あやうい）

　頰ほおを叩たたいて活を入れなおす。体以上に心が鈍にぶっているのだと、いま改めて実感した。本選ではこの程度の気の緩みが取り返しのつかない事態を招くこともあるのだ。

　本選が始まる前に気の緩みに気が付けたのは喜ばしい。

　この失態はこの第一舞台で取り返すと心に誓ちかう。

「それより二人とも見て。招待状にまた何か浮かんできたよ」

「地図っぽいけど、なんだろうね？」

　招待状には此れから向かう大陸の地図と思わしきものが浮かび上がり、三つの太陽の印が刻まれる。

　白夜叉は参加者たちが招待状の文面を読んだ頃ころ合あいに、大様に頷うなずいて告げる。

『此この旅ではまず、ゲームを探し出すところから始めてもらう。中には極めて難度の高いゲームが存在する故ゆえ、攻こう略りやくに挑ちよう戦せんする際は個々の実力と相談した上で参加して欲しい』

　当然ですね、頷く参加者たち。

　しかし、それだけではつまらぬと主催者席で神域に住む者たちがクスクスと笑う。

　その嘲ちよう弄ろうを聞き届けた白夜叉は、主催者席を睨にらんで鋭するどく笑う。

『───ああ、そうそう！　此れを先に明言しておかねばの！』

　パン、と扇おうぎを開く音がスピーカーの向こうで響ひびく。

『箱庭、そして外界から呼ばれた英えい雄ゆう英えい傑けつの諸君にわざわざ私から助言することも無かろう。だが此れだけは宣言せねば、悪わる知ぢ恵えを働かす馬ば鹿かが神霊には居る故な。次の宣言を、参加者と出資者は魂たましいに留めよ！』

　僅かに宿る真しん剣けんな声こわ音ね。

　精霊列車の乗客が全員耳を澄すまして言葉を待つ。




「二十四の太陽の主権は───両者の合意無き略奪を一切禁じる！

　この禁則を破った者は、第三桁全能領域に住まう者たちが制約無き全力で断ずる[image: !!!]」




「なっ………[image: !!?]」

「うわお！」

　主催者席に座っていた牛ぎゆう魔ま王おうと世せ界かい王おうクールマが、同時に異なった声を上げる。外の観客席からも続々と悲鳴にも似た声が上がった。

　白夜王の言葉の意味を正しく知る者ならば驚おどろきを隠かくせるはずがない。

　唯ゆい一いつ例外が居るとしたら、特等席で紅茶を嗜たしなんでいた女王だけだろう。

　彼女だけが紅茶を口にしながらはて、と小首を傾かしげていた。

「………スカハサ。私、制約なんてあったの？」

「ああ、うん。女王は自由の人だものね。制約なんてあってないようなもんじゃない。今まで通り自由気まま、暴ぼう虐ぎやくなままの貴女あなたでいいのよ」

　それもそうね、と納なつ得とくして二杯はい目の紅茶を催さい促そくする。

　白夜叉は楽しそうに扇を開いてゲームの概がい要ようを告げる。

『本選のゲーム攻略者には当然、新しく太陽の主権を手に入れる権利が与あたえられる！　だが何もゲームに参加するだけが主権を得る方法ではないぞ！　参加者同士が合意した内容でギフトゲームを行い、他者から勝ち取ることもできると明言しよう！

　最終的に太陽の主権の過半数を集めた者を、この主権戦争の勝者とする！』

　誰かが過半数を所有するまで何度でもギフトゲームを開かい催さいし続ける。アルジュナや申しん公こう豹ひようが十五～十七歳という未熟な肉体年ねん齢れいで参加したのは長丁場になる可能性を考こう慮りよしたからだろう。

　全すべての参加者たちが一斉に攻略に向けて思案する中、白夜叉は高らかに宣言した。




『では行こうか！　太陽主権戦争、第一の舞台───〝失われた大陸〟へッ[image: !!!]』




　雄お々おしく上がる大歓声。同時に精霊列車は霊脈レイラインに入り超ちよう加速をし始める。世界の命脈を線路として突つき進む精霊列車は光り輝かがやく車体と成って音もなく駆かけていく。

〝失われた大陸〟の謎なぞに挑いどむ参加者たちは、その謎に胸を高鳴らせるのだった。







　あとがき




　皆みな様さま、お久しぶりです。竜たつノの湖こ太た郎ろうです。半年ぶりですね。前回と同じ書き出しにすることで少しでもページを埋うめてしまえっていう苦肉の策です。察してください。

　今回は何時いつも以上に盛もり沢だく山さんに詰つめ込んでみました。

　圧縮に次ぐ圧縮ですが此こ処こまで付き合ってくれた読者の皆様なら付いてこれるに違ちがいない。もう何かに遠えん慮りよしながら書くのはやめてしまおうと振ふり切った第三巻です。此処だけの話、竜ノ湖太郎はあと三回変身を残している。

　六月でラストエンブリオも無事に一周年。

　問題児シリーズの第一部から数えると五周年。

　ずっと積み重ねてきた物語の大きな謎なぞが解かれ始めてきたんじゃないかなと思います。三つ首のアンチクショウがとっとと死んでくれていたらもう少し早く出てくる話だったんですけどね。いや全く、作者でも簡単に殺せないキャラって実在するんだな………！　出会うまでは都市伝説だと思ってました。




　そして遂ついに始まりますぜ、激げき闘とうの『アトランティス大陸編』！

　前々から書こうと思ってた舞ぶ台たいの一つだったので僕個人も楽しみにしています。此処からはゲームの難易度そのものより攻こう略りやくがメインになっていきますので、一部とはまた違った楽しみ方をしていただけたら嬉うれしいです。赤いあの子は表紙に成るまでしばし待て。

　そんな箱庭の世界ですが、この舞台で展開される物語はそれそのものが読者に贈おくる巨きよ大だいなギフトゲームとして作られています。今回はそのピースを大量に放出する巻になったかなーと。今一部の一巻から読み返すと色んな発見があって楽しいかもしれない。

　………なら、その解答はどんな形で提示するんだよコノヤロウバカヤロウ！

　などと自問自答する日々。打ち切りの心配がない作家が未完の作品を作ってしまっては黄泉よみ路に迷う。今際いまわの際きわに恥はじを嘆なげくような事はしたくねえ。

　問題児シリーズの一部二部と睨にらみ合あいながら、もしかしたら世界の全すべての解答を用意する為ためには、一二〇％の楽しさで読んでもらう為には、この物語だけでは不足なんじゃなかろうかとちょくちょく考えてます。出版不ふ況きようだなんだという悲観論より、蛮ばん勇ゆう振り絞しぼった打開策でこの状じよう況きように立ち向かいたい。

　箱庭の世界が到とう達たつしようとしている未来がどんな形なのか、それを提示できる最良の形を模も索さくしています。なのでその時は是ぜ非ひともお付き合いいただければ嬉しいです。




　今回も素す晴ばらしいイラストでキャラクターの成長を描かいてくれたももこ先生。

　この一冊の為に発売ギリギリまで待ってくれた編集Ｏさん。

　この一冊を出すために助力してくれた全ての方。

　そしてラストエンブリオ三巻を買ってくださった読者の皆様に感謝を。





竜ノ湖太郎　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ももこ

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）
















電子版特典イラスト



















【電でん子し特とく別べつ版ばん】ラストエンブリオ ３




暴ぼう走そう、精せい霊れい列れつ車しや！








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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